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溺愛まみれの子づくり婚

～独占欲強めな御曹司のお相手、謹んでお受けいたします～
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夢のないプロポーズ




『熱帯夜は昨日まで。今夜は気温が下がり、過ごしやすい夜となるでしょう』

　朝、出勤前に見たお天気キャスターの爽やかな笑顔が、頭の隅にちらついた。

　ベッドに組み敷かれた私の全身からは汗が噴き出ている。熱帯夜ではないはずなのに、暑くてたまらない。

『すごい汗だな。そんなに必死で俺を欲しがって……かわいい妻だ』

　不意に、生温かい舌が首筋に這はわされ、そこに浮かんだ汗を丁寧に舐なめ取る。彼のかたい手のひらは胸をまさぐり、互いの中心はすでに繋つながっていた。

『維い心しん、さん……っ』

『どうした、悠ゆう里り。切なそうな目をして。まだ、俺が足りないのか？』

　顔を近付けてきた彼が、挑発的な微笑みを浮かべて唇を奪う。貪るようなキスを交わしながら、ベッドが激しく軋きしむ音と、互いの荒い呼吸を聞く。

　私にとっては、夢のようなひと時。しかし、この行為は純然たる繁殖活動。そこに愛情などなく、目的は夫、桐きりケが谷や維心の跡継ぎを残すこと。彼はただ、私に自分の子を産んでほしいだけなのだ。

　それでも幸せだと言ったら、あなたは笑うだろうか。

　たとえ行為を盛り上げるためだけのキスでも、心にもない甘い言葉でも。あなたがくれるものは全部、涙が出そうになるほど愛おしいんだと言ったら――。
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「お電話ありがとうございます、桐ケ谷エステート営業一課です」

　八月上旬の午後。社会人二年目の私、早はや坂さか悠里はいつものように、勤務先の不動産会社、桐ケ谷エステートのオフィスで電話応対をしていた。

　桐ケ谷エステートは関東圏で最大手の不動産会社。私が勤務しているのは都心にある本社で、他にも関東を中心に二百五十もの店舗がある。

　広々とした営業部のオフィスの端、ここ営業一課では主に賃貸のマンションや住宅を扱っていて、私は営業の社員たちを陰ながら支える営業事務の仕事をしている。

「物件のお問い合わせですね。かしこまりました。担当者に代わりますので、少々お待ちくださいませ」

　電話の保留ボタンを押し、ちょうど営業から帰ってきた先輩の男性社員に声をかける。先輩が自分のデスクで電話を取るのを確認した私は、パソコンに向き直って途中になっていた事務作業に戻った。

　八名いる営業一課のメンバーのうち事務員は私だけなので、やることは常に山積みだ。本当はもうひとり女性の先輩がいたのだけれど、現在育休中。まだひよっこの私は毎日いっぱいいっぱいになりながら、目の前の仕事から順にこなすしかない。

「ええと、見積もり書……」

　実際にお客様と顔を合わせる機会は少なく、営業担当と違って数字で評価されることもない地味な仕事。それでも辞めたいと思ったことはないし、なにより営業一課のメンバーはとても優しいので、彼らの役に立つことが私のモチベーションだ。

「今日も頑張ってんな」

　作業中、ふと声をかけられたので顔を上げる。そこにいたのは、おでこをスッキリ出した短髪が爽やかな同期の男性社員、元もと木きくんだった。パーテーションで仕切られた隣のオフィス、営業二課に所属していて、なにかと話しやすい男友達でもある。

「元木くん、お疲れさま。どうしたの？　一課になにか用？」

「いや、通りかかったから覗のぞいただけ。ついでにこれ、やる」

　元木くんが差し出してきたのは、缶のエナジードリンク。

　ありがたい差し入れに私は目元を緩め、受け取りながらお礼を言う。

「ありがとう。定時に帰れるように頑張る」

「おう。俺も頑張――いてててっ」

　話の途中で、いきなり元木くんが誰かに後ろから羽交いじめにされた。

「元木お前、鮮やかに商談失敗させた直後になにを青春してるんだ。いい御身分だな」

　元木くんの後ろで嫌みっぽくそう言ったのは、狐きつねのような細い目に、ガタイのよい大きな体が印象的な、二課の梶かじ原わらさんだ。私や元木くんより三年先輩で、去年は元木くんの教育係をしていた。

「梶原さん……驚かせないでくださいよ。でもあの物件、俺としてはあまりオススメじゃなかったんで、失敗するべくして失敗したというか」

　羽交いじめにされたまま、先輩に意見する元木くん。まったく悪びれた様子のない彼に、梶原さんの眉がぴくっと動いて苛いら立だちを露あらわにする。

「お前の主観は関係ない。はい、次の契約獲得に向けてさっさと動く」

「わかってますって。じゃあな早坂、今度飲みにでも行こう」

「う、うん。またね」

　無理やり二課の方に連行されていく元木くんに手を振りつつ苦笑する。すると彼らと入れ替わるように、役職者会議に出かけていた清し水みず課長がオフィスに戻ってきた。五十代前半の清水課長は、天然パーマの白髪頭にウェリントン型の眼鏡をかけている、温厚な上司だ。

「お疲れさまです、課長」

「ああ、よかった早坂、いてくれて」

　どういう意味だろう。首を傾げる私に、課長は口元をニヤニヤさせて言う。

「桐ケ谷部長がきみを呼んでる。すぐに彼のところへ行ってくれ」

「えっ？　桐ケ谷部長が……？」

　名前を聞いただけで、どきりと胸が跳ねた。

　営業部の部長、桐ケ谷維心さんは会社のトップである桐ケ谷社長のご子息で、いわゆる御曹司。だからといって親の七光りというわけではなく、営業部で現場を学びながら人一倍の結果を残し、三十三歳の若さで現在の役職に出世したすごい人だ。

　おまけに、高身長でイケメン、かつ独身。当然女性社員たちからの人気は高く、なにを隠そう私も彼に思いを寄せているうちのひとりだ。

　彼を意識し始めたのは、昨年の春のこと。入社式と研修を終え、ここ営業部に配属された日の朝礼で、新入社員は緊張しながらも各々が簡単な挨拶をしていた。

　やがて私の番がきて、たどたどしくもなんとか自己紹介をしていると、ふと桐ケ谷部長と目が合った。吸い込まれそうな深い瞳の色にどきりとして、一瞬言葉が止まる。

　そんな私を挙動不審に思ったのか、部長の眉根が中央に寄る。我に返った私は慌てて挨拶を再開したけれど、その間中ずっと部長の視線を痛いくらいに感じて、気もそぞろだった。

　配属初日からぼうっとしてしまって、頼りない新入社員だと思われただろうか。

　そんな私の不安を裏付けるように、それからもたびたび部長の視線を感じる日が続いた。時間を忘れて残業している日には、早く上がるようにと注意されてしまうこともしばしば。

　そのたびに、また部長を呆あきれさせてしまったと落ち込む気持ちと、クールに見えて面倒見がいいんだなと彼に憧れる気持ちとが同居して、胸がソワソワした。

　月日が流れ一人前に仕事ができるようになってくると、今度は私の方が彼に熱い視線を送ることが増えた。

　部長は基本的に無愛想で性格もクールだけれど、お客様の前で見せる笑顔は上品でやわらかい。部内のミーティングで売り上げ目標やその根拠を理路整然と説明している時の真剣な眼差しは、自信に満ちあふれている。仕事を通して彼の色々な表情を見るうちに、いつしかこの胸には憧れ以上の気持ちが芽生えていた。

　けれど、部長と私とでは年齢が離れているし、住む世界も違う。その上硬派な彼は、女性社員たちからの黄色い声や熱視線なんて完全スルーで、どんな美人が言い寄っても少しもなびかないらしい。

　そんな情報にすっかり怖気づいてしまったので、私の恋はずっと、一方的な片想い。とくに積極的な行動を起こすつもりもないので、この恋が実る確率は、ゼロに等しい。

　彼の方から名指しで呼び出される心当たりなんて、仕事でなにかやらかしたとしか思えないのだけれど。

「私、怒られるようなことしちゃったんでしょうか……」

「そういう話じゃないと思うぞ。とにかく行ってこい」

　相変わらずニヤついた課長をちょっと気味悪く思いつつ、私は席を立ち、営業部全体を見渡せる位置にある、桐ケ谷部長のデスクにおそるおそる近付いていった。

　部長はいつも通りのクールな表情でパソコンを覗いていた。きりっとしたアーモンドアイを縁取る長めの睫まつ毛げに、少し厚めの尖とがった唇。ダークブラウンのミディアムヘアはかき上げたようにセットされた前髪が爽やかで、今日も拝みたくなるほどにカッコいい。

「あの、桐ケ谷部長、お呼びでしょうか……？」

　まばゆいご尊顔を前にますます緊張しながら、遠慮がちに声をかける。部長はパソコンから顔を上げ、ポーカーフェイスのままで話しだす。

「ああ、早坂か。忙しいのに悪い。今夜の予定を聞きたくてな」

　落ち着きのある低い声に尋ねられ、勝手に体が熱くなる。私の片想い、こんなに重症だったかな？　自問自答しながらも、平静を装って答える。

「とくに、なにもありませんが」

「それなら、少し付き合ってくれないか？　特別なお客様を近々案内する予定の物件を見に行くのに同行してほしいんだ」

　デスクに両肘を突いて顔の前で指を組んだ彼が、私をまっすぐに見据える。

「か、構いませんが、どうして私と？」

「理由は着いてから話す。じゃ、六時過ぎに下の駐車場でな」

　部長はそっけなく言うと、あっさりパソコンに視線を戻してしまった。

　結局彼の本当の用件はわからないが、断る理由もない。

　というか、むしろ意外なお誘いがうれしいくらいだ。部長とふたりきりで物件の下見なんて、そうそう訪れない貴重な機会だもの。仕事の役にも立ちそうだし、楽しみにしておこう。

「物件の下見に同行してほしいという話でした。勉強のためにも行ってきますね」

　一課に戻って課長に報告すると、課長は意味ありげに「ほ～」と頷うなずいた。

「行ってらっしゃい。どんな物件だったか、後で教えてくれな」

　なぜか口元に手をあてて声を潜める課長を不思議に思いつつ、「わかりました」と承諾した。




　定時の十八時に仕事を終えた時、部長は席を外していた。

　連絡先は知っているので、ひと言メッセージを送っておくかどうか迷う。でも、今まで一度もやり取りをしたことがないので踏ん切りがつかず、結局なにも言わずにエレベーターで地下一階の駐車場へ下りた。

　エレベーターのドアが開くと、むわりとした熱気が肌にまとわりついた。途端に浮かんできた額の汗をハンカチで押さえながら、社用車が数台並んだ一角に向かう。部長はまだ来ていないようだったので、柱のそばに立って彼の到着を待つ。

「まだ仕事中かな……」

　腕時計は六時十二分を指している。六時過ぎという約束だけれど、管理職は定時ぴったりに帰れないだろうし……。

　と、その時、背後から車が近付いてくる音がした。

「早坂、こっちだ」

「えっ？」

　部長の声がして振り向くと、一台の高級セダンがすぐそばに停まる。

　運転席の窓から顔を出したのは部長で、「乗って」と短く告げられた。

　これ、部長のプライベートな車じゃ？　マイカー通勤なのは知っていたけれど……。

「暑いだろ、早く」

　ぼうっと立ち尽くす私にしびれを切らしたように降りてきた部長が、助手席のドアを開けてくれる。我に返った私は「すみません」と小さく頭を下げ、シートに腰を滑すべらせた。

　仕事の延長のつもりで来たのに、彼の車に乗せてもらうなんてまるでデートみたい。無意識に心が浮き立つ反面、メイクや服装が変じゃないか心配になる。

　今日の服装は淡いブルーのＶネックブラウスにネイビーのフレアスカートという、涼しさ重視のオフィスカジュアルだけれど、もう少し華やかな色の服を着てくればよかった。部長を待たせないよう、メイクを直してこなかったのも悔やまれる。

「じゃ、行こうか。ここから車で十五分程度だ」

　そんな私の胸中を知る由もない部長は、私がシートベルトを締めるのを確認し、さっそく車を発進させる。

「物件はどちらにあるんですか？」

「湾岸地区に、うちと京きょう極ごく建設とが共同で再開発に携わった『ＴＯＫＹＯシティハーバー』があるだろう。そこに建っているマンションだ」

「あっ、時々お客様から問い合わせがあるので、資料を見たことがあります。敷地内には保育所や病院、公園にショッピングモールまで揃そろっている、夢のような水辺の街なんですよね」

　海側から見れば、水に浮かぶ都会的なたたずまい。けれど実際に街に足を踏み入れてみると、緑豊かな植栽や巨大なビオトープが自然との共存を感じさせてくれる、今の時代に即した新しい街。それがＴＯＫＹＯシティハーバーだ。

「早坂も住んでみたいか？」

「もちろんです。今は会社から近くて安いってだけで選んだ、日当たりの悪いおんぼろアパートに住んでいるので、仕事中でもよさそうな物件があるとつい間取りをじっくり見ちゃいます」

　築四十五年。五帖の洋室にかろうじて小さなキッチンとお風呂とトイレがついているだけのワンルームが私の住まい。備えつけの収納もないので、服をしまうタンスと布団、亡くなった両親を供養するための小さな仏ぶつ壇だん、ご飯を食べるための小さなテーブルを置いただけで、部屋はぎゅうぎゅうだ。

「まだ二年目とはいえ、そんな部屋に住まなければやっていけないほどの給料ではないはずだが」

「確かにそうなんですけど、私、生活を切り詰めて貯金をしてるんです。高校生の時に交通事故で両親を亡くしてから、両親の残してくれたお金でなんとか大学を出ることはできましたが、ひとりっ子なので助け合う兄弟もいない。結婚の予定どころか恋人もいない。なので、この先ひとりで生きていくのにはやっぱりお金が必要じゃないかと」

「……そうだったのか」

　彼の短い相あい槌づちを聞いて、私はハッとする。

　部長はこんな話興味ないに決まってるのに、つい長々と語ってしまった……。

　孤独で寂しい女だなって思われたかな。まぁそれが事実なんだけど、部長にそう思われたら結構凹へこむ……。

「若いのに堅実なんだな。見直したよ」

　俯うつむきがちだった私の耳に、優しい言葉が飛び込んできた。顔を上げると、ハンドルを握る部長が一瞬だけこちらを一いち瞥べつして微笑む。

「いい奥さんになるな」

　レアな笑顔とともにまさかのひと言をかけられ、頬がかぁっと熱を持った。

　こんなのお世辞だよお世辞。本心では『ケチな女』って思っているはず。

「い、いやいや、言ったじゃないですか。相手がいませんので」

　動揺を悟さとられぬよう、冗談めかして笑う。

「ああ、それに関しては本当に幸運だ」

「えっ？」

「いや、独り言」

　独り言？　にしても、気になる発言だったのですが。

　とはいえすました顔で前方を睨にらむ彼にそれ以上聞き返すことはできず、私は黙り込んだ。

　部長の言っていた通り、約十五分で車はＴＯＫＹＯシティハーバーの敷地に入った。ちょうど日の入りのタイミングに重なり、空の色はオレンジから群青に変わりかけている。敷地内を歩く住人たちは一様に表情が明るく、彼らの充実した生活が透けて見えるよう。

「資料で見るよりずっと綺麗な街……」

「そうだろう。ちなみに、物件はあのビルの最上階だ」

　部長が前方に見えてきた高層ビルを目線で示したので、その建物に目を凝らす。敷地内には二棟同じくらいの高さのマンションが建っているが、角張ったビルらしいビルの方ではなく、バルコニーの曲線的なデザインが目を引く方の建物だ。

　この最上階の物件って……いったい何億することやら。

　感嘆の息をつきつつ車に揺られているうちに、マンションの車寄せに到着した。まごまごしながらシートベルトを外していると、先に車を降りた部長が助手席のドアを開ける。

「あ、ありがとうございます……あの、車は？」

「コンシェルジュが駐車場に運んでくれる。さ、中へ」

　ホテルのようなサービスにますます圧倒されつつ、彼と一緒にエントランスのドアをくぐる。床や壁が薄いグレーで統一された落ち着いた空間に、広いロビーとフロントがある。

　部長がフロントで手続きしている間、私はロビーの照明や椅子などのインテリアを眺め、そのセンスのよさにいちいち感動していた。

「早坂。行くぞ」

「あ、はいっ」

　慌てて彼に駆け寄り、エレベーターホールに移動する。エレベーターは五基もあり、そのうち二基は、一階から三階までの商業施設用。残りがマンションの住人用で、高層階専用は一番端の一基だそうだ。

　エレベーターに乗り込むと、狭い空間に部長とふたりきりでいる気まずさで手のひらに汗が滲にじんできた。こうして並ぶと、二十センチ以上はあるだろう彼との身長差を意識してドキドキしてしまうし、とにかくなにか話さなければと、私は口を開く。

「なんか、圧倒されてしまいます。自分の住んでいる世界とは格が違いすぎて」

「こういう世界は苦手か？」

「そうですね……慣れないので、居心地はよくないかもしれません」

「そうか。早く慣れてもらわないとな」

　部長は顎あごに手を添え、眉根を寄せてなにか考え込む。

　このマンションを案内しようとしているお客様のことだろうか。もしかしたら、私みたいな庶民の方なのかな。

　そうこうしているうちにエレベーターは四十五階に到着した。降り立った通路は、ここにもう何部屋か作れるだろうと言いたくなるほど広々としている。

「ここだ」

　部屋の前に着くと、部長が手をかざしただけでロックが外れた。車のように、鍵を持っているだけで解錠できるタイプなのだろう。ドキドキ高鳴る胸を押さえ、玄関に足を踏み入れる。そこで、ハッと自分のミスに気が付いた。

「部長、私、スリッパを持ってきてなくて……」

　こんな高級物件の下見に、一日穿はいたストッキングのまま上がるわけにはいかない。会社には自分用のスリッパも使い捨ての新品も置いてあるから、どちらか持ってくるべきだった。

「心配しなくていい。スリッパなら用意してある」

　彼は慣れた手つきでシューズクロークを開け、スリッパを二足取り出す。麻素材の通気性のよさそうなスリッパで、縁取りの布はピンクとネイビーの色違い。どう見ても使い捨てではない。

「いいんですか？　こんな素敵なスリッパ履いちゃって」

「ああ。それは元々きみ用だ」

　私の？　今日の下見のために、わざわざ用意してくれたってこと？　自分とお揃いのスリッパを？

　頭の中に疑問符をたくさん浮かべてぽかんとする私に構わず、部長はさっさとスリッパに履き替えて、廊下に上がる。

「あ、待ってください！」

　私も慌ててスリッパを履き、彼の広い背中を追って、廊下の突き当たりを右に曲がった先にある部屋へ移動した。

　室内に入ってすぐ、部長が壁に取りつけられたスイッチを押す。電気をつけたのかと思ったけれど、部屋は暗いまま。不思議に思っていると前方のカーテンがゆっくりと両側に開き、隠れていた巨大な窓と、その向こうに広がる東京湾の夜景を見せてくれた。

「すごい……」

　日没直後なのでまだ少し空は明るいが、その景色は圧巻だった。

　吸い寄せられるように窓に近付いた私は、規則正しく並んだビルの小さな窓から漏れる明かりや、レインボーブリッジの華やかな明かり、それらに照らされてゆらゆらと光る東京湾の水面にうっとり目を奪われる。

「気に入った？」

　ゆったりした足取りで隣に並んだ部長が、私を見下ろす。

「もちろんです。夜の東京湾がこんなに綺麗だって、知りませんでした」

「それならよかった。じゃあ、ここで俺と一緒に生活できるな？」

「えっ？」

　……今、部長はなんて？　一緒に生活って聞こえた気がするんだけど、空耳？

　瞬きを繰り返して彼を見つめていると、部長はスーツの内ポケットに手を入れ、小さな箱を取り出す。光沢のあるベルベット素材の……まるで、リングケースのような。

　私がそう思いつくのと同時に、彼が箱のふたを開ける。現れたのはダイヤの指輪で、ある意味予想通りだけれど、根本的な部分がまったく理解できない。

「早坂悠里さん。結婚しよう、俺と」

　これはなんのドッキリなんだろう。それとも私、立ったまま夢を見ているの？

　目の前には、オモチャなのではと疑いたくなるほどに大きなダイヤのついた指輪。そして、ずっと思いを寄せてきた憧れの上司。その彼に真剣な眼差しで見つめられ、甘い声音でプロポーズの言葉を囁ささやかれ。こんなお城みたいなマンションで、一緒に生活しようだなんて。

「ちょ、ちょっと待ってください……よく意味が」

　混乱している頭に手を添え、かろうじてそれだけ呟つぶやく。

「なにが理解できない？」

　部長に問いかけられ、一つひとつ状況を整理する。

「ええと、まずですね。この部屋は、特別なお客様をご案内する予定だったのでは？」

「ああ、それはきみのことだ。妻として正式にこの部屋に迎え入れる前に、本人に下見してもらった方がいいと思って」

　聞けば聞くほど頭がこんがらがる。お客様というのは私のことで、ここで一緒に暮らすための下見だったってこと？

「ですが……この部屋、部長のものではありませんよね？」

「なにを言っている。元々このマンションのオーナーは俺だ。もっとも、今は管理のために設立した会社の法人名義ではあるが」

「ええっ!?」

　この一室だけでもとんでもない価格に違いないのに、このビル一棟全部が彼のものってこと？　しかも、管理のために会社を設立？

　スケールが大きすぎて言葉が出ない。私は御曹司という人種を侮っていたようだ。

「で、でも……そもそもなぜ、私を妻にしようだなんて」

　同じ営業部に所属しているという以外、私と部長に接点はない。私は彼に恋心を抱いているけれど、そんなの、うちの会社の女性の大半が同じ気持ちだろう。我ながら悲しいけれど、彼に求婚される理由なんて、まったく心当たりがないのだ。

「なぜって……俺がきみと結婚したいからだ。しかし、そんなに渋るということは、もしかして他に好きな人が？　恋人はいないと言っていたはずだが」

　不意に、部長が表情を曇らせる。まるで嫉妬されているような気分になってドキッとするが、あり得ないと小さく首を振る。

「そんな人はいませんが……」

「それならいいだろう。結婚すれば生活に不自由はさせない。きみの稼ぎは全額きみの貯金にすればいい」

「いえ、お金の話ではなくて……」

　話がうまく噛かみ合わず、ますますパニックになる。私が知りたいのは部長の気持ちなのに、ただ『きみと結婚したいから』と言われても、納得できるはずがない。

「とにかく、この指輪は受け取ってもら――」

　部長が強引に私の手を取り、薬指に指輪を通そうとする。私は思わず手を引っ込め、そのはずみで指輪が床に転がった。

　儚はかない金属音が部屋に響き、気まずい沈黙が訪れる。

　部長は怪け訝げんそうな、それでいて少し傷付いているようにも見える瞳で私を見つめる。

　私のせい……？　でも、こっちだって心の中がぐちゃぐちゃだよ。

「ご、ごめんなさい。そんなにすぐ、お返事できるお話じゃないので」

「早坂……」

「ごめんなさい！」

　彼の目を見ずにぺこりと頭を下げ、暗い部屋を玄関に向かって引き返す。

　部長が追いかけてくる気配はなくホッとしたけれど、ひとりになると急にちくちくと胸が痛んだ。

　好きな人からのプロポーズなのに、断っちゃった……。

　だって、本当にわけがわからなかったんだもの。私と彼は十歳も年が離れているし、上司と部下だし、住む世界も違うし、今までに彼から好かれていると思ったこともない。なのに、なんでいきなり……。

　考えても考えてもそれらしい答えは見つからず、私はとぼとぼとマンションを後にした。




　自分のアパートに帰ってすぐ、私はバッグからスマホを取り出した。高校時代から仲のいい友人・笹ささ原はら佳か代よに相談するためだ。狭いワンルームの床に体育座りをし、スマホを耳にあてる。

《もしもーし、どしたの悠里》

「佳代、ちょっと相談があるんだけど、今平気？」

《平気平気。ゲームしてただけだから》

　呑のん気きな声の後、サクサクとスナック菓子かなにかを咀そ嚼しゃくする音がした。佳代も都内の企業に勤めるＯＬだが、仕事はお金を稼ぐ手段と割り切っていて、いつも定時きっかりに退社して、趣味の時間を楽しんでいる。

「また乙女ゲーム？」

《そう。犬をイケメン男子に擬人化した新作がやばいの。今、トイプードルのルイを攻略中なんだけど、まぁいじらしい年下男子で》

　佳代の悶もだえるような声を聞き、クスクス笑う。私自身は二次元のイケメンにそれほど興味はないが、佳代の話を聞くのは楽しい。

《それより、なんか相談あるんでしょ？　なに系？》

「うーん……男心について？」

《えっ。なにそれ、めちゃくちゃ興味あるんだけど！》

　興奮気味の佳代に気け圧おされつつ、私はさっきの出来事を説明した。夢のようなタワーマンションの最上階で、十歳年上の憧れの上司に結婚を申し込まれたけれど、彼の目的がよくわからないので、断ってしまったのだと。

《なるほど。確かに謎だねえ。御曹司なら政略的な意味で結婚相手を選ぶこともあるだろうけど、悠里はごく普通の家の子だし》

「でしょ？　かといって恋愛的な理由なわけもないし、部長に私と結婚するメリットがあるとは思えなくて」

《あ、でもちょっと待って。確か、突然男が求婚してくる設定のゲームをやったことがある気がする。参考になるかも！》

　佳代は思い出したように言うと、電話の向こうでガサガサ音を立て始めた。そのゲームを探しているらしい。乙女ゲームなら、フィクションとはいえ心理描写を大事にしているはず。男性側の心情も描かれているだろうか？

《あった！『孕はらまされ婚～五人の御曹司に夜ごと注がれる愛欲～』。確か、なんのとりえもないＯＬヒロインが御曹司に求婚されるんだけど、目的は子作りで、彼女の若さと健康な体だけが魅力だったのよね。で、子作りしまくる中で本当の愛が生まれる、って感じの十八禁ゲームだったかな。御曹司は五人の中から選べて、性格も甘々からツンデレまで――》

　目的は子作り……？

　佳代のゲーム説明はまだ続いていたが、そのキーワードだけがガンガンと頭の中で反響し、ショックで彼女の声は遠ざかった。

　どうしよう。その可能性、あり得なくもない。

　実は、会社のトイレで女性社員ふたり組が部長についてこんな噂をしているのを聞いたことがあった。

『秘書課の友達に聞いたんだけど、桐ケ谷部長、お父様である社長から何人もの女性とお見合いを勧められてるらしいよ。跡継ぎがどうとかって』

『お見合いかぁ……。やっぱり、名門桐ケ谷家の長男ともなると、良家のお嬢様かなんかをお嫁さんにして、跡継ぎを産ませないといけないんだ。でもやだなぁ、私たちの桐ケ谷部長がお見合いして誰かのものになるなんて』

　個室に入っていた私は出るに出られなくなり、便器に座ったままうなだれる。

　やっぱり部長は雲の上の存在だと思い知らされたようで、切なかった。

　彼がお見合いして結婚したら、見つめるだけの片想いも卒業しなくちゃいけない。

　会社で毎日顔を合わせるのに、そんなことできるのかな……。

『でもね、その秘書課の友達いわく、今のところ部長は全部お見合い断ってるんだって。自分が欲しい遺伝子は自分で見つけるとかって』

『なにそれ！　愛じゃなくて遺伝子？　そんな部長も好きかも』

『わかる～。私の遺伝子に運命感じてくれないかなぁ』

　なるほど、合理主義の部長らしい。冷徹にも感じる発言だけれど、愛する人と結婚したいと言われるよりはまだいいかな。

　女性社員たちの話を聞いたその時はそう思ったけれど、もし自分が本当にその遺伝子とやらで部長に選ばれたんだとしたら……。

《ちょっと悠里、聞いてる？　まさか真に受けてないよね？　悠里ってば昔から思い込みが激しいんだから》

　佳代は冗談でゲームの話をしたようだが、偶然にも自分の状況と重なる部分が多く、私は笑えなかった。部長が私の遺伝子のどこにどう魅力を感じたかわからないが、遺伝子というくらいだから本能的な衝動なのかもしれない。

「リアル孕まされ婚、かも」

《えっ？》

「また連絡するね……ありがとう、佳代」

　まだそうと決まったわけではない。でも、それ以外に彼が私に求婚する理由は思い当たらない。ということは、あのマンションの寝室で、部長は私を――。

『早く俺の子を孕め、悠里……』

　そんなセリフとともにスーツを脱ぎ捨てて迫ってくる部長の姿が勝手に脳裏に浮かんできて、私は「きゃぁ」と叫んで、敷きっぱなしの布団に倒れ込んだ。

　私ってば、なんてハレンチな妄想を……。ひとりで悶えながら布団の上をゴロゴロ転がり、ふと我に返る。

　私にプロポーズを断られた部長は、どうするつもりなんだろう。魅力的な遺伝子を持っていそうな別の女性に声をかけて、子作りのための結婚をするんだろうか。

　そんな未来を想像すると、胸がギュッと苦しくなった。

　自分で断ったくせに、なんて勝手なんだろう。やっぱり私、部長が好きなんだ。彼が他の女性と結婚するくらいなら、たとえ子作り婚でもいいから、私がそばにいられたら――。




　翌日、なんとか部長と話ができないかと思いつつも、仕事中に声をかけるわけにもいかず、悶もん々もんとした気持ちを持て余しながら自分の業務をこなしていた。そのうち自然と頭の中が仕事モードに切り替わると、部長のことを思い浮かべる回数は次第に減っていた。

「早坂さん、この資料、戻しておいてもらえる？」

「はい、了解です」

　いつものように営業の先輩から仕事を頼まれ、渡されたファイルを手に自分の席を立つ。

「資料室行くの？　じゃ、これもお願い」

「あ、これも」

　オフィスを通り過ぎる途中、別の先輩方からも資料の返却を頼まれ、手に持ったファイルは続々と増えて顔の高さまで積み上がり、ずっしり重くなった。

　でも、台車を使うほどではないし……このままいけるかな。

　重さで若干おぼつかない足取りになりつつ、同じフロアにある資料室に移動する。そしてドアの前まで来たのはいいが、両手が塞ふさがっていて開けられないことに今さら気が付く。資料を床に置くわけにはいかないし、どうしたものか。

「仕方ない。一旦戻って台車を――」

　ため息をついてくるりと方向転換したその時、至近距離に誰かが立っていたので心臓が止まるかと思った。見覚えのあるネクタイとスーツ。もしかして……。

「ドア、開ければいいのか？」

　高いところから降ってきたのは、予想通りの甘い低音ボイス。

「ぶ、部長……！」

「重そうだな。半分貸してみろ」

　私が口をパクパクさせている間に、部長は私の手からファイルを何冊か適当に取って、資料室のドアを開けてくれる。

「すみません、ありがとうございます……」

　我に返った私が室内に入ると、続いて入ってきた彼の後ろで、ドアが静かに閉まった。壁のスイッチで電気をつけても少し薄暗い、背の高い書架が整然と並んだ資料室で、部長とふたりきりになる。

　ファイルを抱いた胸が高鳴る鼓動に合わせて上下し、頬が勝手に熱を持つ。

　会いたい、話したいと思っていたけれど、こんな狭い部屋でふたりきりになると、緊張してなにも言葉が出てこない。

「昨日のことだが」

　無言で書架にファイルを戻していると、部長が口火を切った。瞬時にドキッと心臓が鳴り、少し離れた場所で同じ作業をしていた彼の横顔が、ゆっくりこちらを向く。

「きみはすぐには返事ができないと言ったが、その後、答えは出たか？」

　言うのよ、悠里。彼の方から聞いてくれるなんて、願ったり叶ったりじゃない。

　私はごくりと唾を飲み、まっすぐ彼の方に向いて口を開く。

「はい。決めました。私……部長と結婚します」

　私の返事を聞いた部長は、なぜか目を閉じて黙り込む。そして、静かに深呼吸をしたかと思うと、目元を緩めて微笑んだ。

「ありがとう。いつ引っ越してこれる？」

「えっ？　と……すみません、そういう現実的な話はまだまったく考えていなくて」

「ああ、そうだよな、ごめん。早くきみと一緒に暮らしたくて、焦ってしまった」

　少しはにかんで頭をかいた部長に、つい胸がときめいてしまいそうになるが、早まってはいけない。彼の目的は子作りかもしれないのだ。早く一緒に暮らしたいというのは、一刻も早く跡継ぎを残さなければという、ただの義務感かもしれない。

「あの、ひとつ確認なのですが」

「ん？」

「部長は……子どもが欲しいんですよね？」

　確率はかなり低いけれど、もしもこの質問を否定してくれたら、彼との結婚はまた別の意味を持つ。そうなったら、どんなに幸せだろう。期待するだけ無駄かもしれないのに、私はドキドキしながら彼の返事を待つ。

「欲しい」

　しかし、耳に飛び込んできたのは、私のささやかな望みを打ち砕く、残酷な答え。

「今すぐにでも、きみとの子が欲しい。すぐに入籍して一緒に住み始めて、妊活に入ろう。それまでに、少し体力をつけておいてくれ」

　た、体力……彼はいったいどれほどのペースで子作りをするつもりなんだろう。処女ではないものの、経験値は決して高くない私が相手で、本当によかったのだろうか。

「わかりました。ご期待にそえるよう、頑張ります」

　半ばやけくそでそう宣言すると、部長はうれしそうに「よろしく」と呟いて、残りのファイルを片付ける作業に戻った。










ふたつの痛み




　私が結婚を承諾してからの部長の行動は早かった。

　桐ケ谷エステートは火曜と水曜が定休日なのだが、火曜日にさっそく私のアパートを訪れたかと思うと、さっさと引っ越しの手配をしてしまった。

　大家さんや仲介業者への根回しも彼が全部済ませてくれて、私は必要な荷物だけを持って、例のマンションに転がり込めばいいらしい。家具はすべて新居にあるそうなので、私が持っていくのは衣類や化粧道具、そして両親を祀まつっている小さな仏壇くらいだ。

　婚姻届の準備もあっという間に済ませ、水曜の朝、彼が代表で区役所に提出してくれた。休み明けにも職場のみんなに結婚報告をするのだと、部長は意気込んでいる。さらに、土曜日の夜には彼の家族にも会う予定だ。

　あまりのスピード展開に目が回りそうだが、おそらく結婚前に妊娠、という事態を避けるためではないかと思う。授かり婚も最近では一般的になってきたものの、彼のような地位のある人間は、世間の目もある。順序を守るに越したことはない。

　ともあれ、用意周到な彼のおかげでうじうじ悩んでいる暇もなかったのはよかった。

「なにからなにまですみません、部長」

　引っ越し当日、水曜日の午後。不要な家具などを処分場に運ぶトラックを見送った後、蝉せみ時雨しぐれの降り注ぐアパートの前で、私は彼にぺこりと頭を下げた。部長は無表情でジッと私を見つめたかと思うと、どこか不満げに口を開く。

「結婚したのに〝部長〟はやめないか？　仕事をしている気分になってしまう」

「そ、そうですね……ええと」

　維心さん。心の中でだけは何度も呼んだことのあるその名だけど、なかなか口にする勇気が出ない。だって、上司の下の名前なんて普通意識しないよね？　いきなりスラスラ口にしたら、ひっそり彼を想っていたのがバレてしまいそうで……。

「悠里、早く」

「は、はい。……って」

　今、私のこと下の名前で呼んだ？

　どうしよう、うれしい。ついに妄想が現実に……！

　維心さんが『悠里』と呼ぶ声を脳内でリフレインさせながら、じーんと喜びに浸る。

　この結婚、実はそれほど悪くないんじゃない？　彼は私を愛してこそいないけれど、結婚生活には前向きだ。一緒にいられるだけでいいじゃない。多くを望まなくたって。

　私はニコッと彼に微笑みかけ、大切に大切に、愛しい名前を口にする。

「維心さん。これから、よろしくお願いします」

　彼は一瞬呆ぼう然ぜんとしたように固まって、それから急にあちこちに視線を泳がせるとくるりと私に背中を向ける。

「あ、ああ。俺たちもそろそろ行こう」

　あれ？　ダメだったかな、今の挨拶。子作りのためだけのパートナーにしては、重かった？

　多くを望まないと決めたそばから、彼のそっけない態度に軽く傷付く自分が情けなくてため息がこぼれた。

　俯きがちに維心さんの後に続いて歩き、少し先に停めてあった彼の車のトランクに荷物を載せてもらうと、それから自分たちも車に乗り込んだ。しゅんとしたままお行儀よく助手席に座っていたら、運転席の維心さんがいきなり身を乗り出してきて、ドキッと鼓動が跳ねた。

「悠里、シートベルトを忘れてる」

　淡々と告げた彼が私の左肩の位置にあるベルトを引っ張り、なんだ、シートベルトかと気が抜けたのと同時に、ふと間近で彼と視線が合った。温度のなかった彼の瞳が、微かに熱を持って揺れる。

　どうしてそんな目を？　そう問いかけたくて小さく開きかけた唇は、次の瞬間彼によって塞がれていた。

　ふわりと私を包み込む、大人っぽいフレグランスの香り。唇に触れる、やわらかな熱。甘くて心地よくて、まるで夢の中の出来事みたいに現実味がないけれど、まぶたを閉じることも忘れた私の瞳には、長い睫毛を伏せた維心さんのどアップが間違いなく映っている。

　キス、されてる……。

　私がようやく理解した頃、維心さんはゆっくり唇を離し、ひと言「すまない」と呟いた。

　なんで謝るの？　私、うれしかったのに。

　心の中でそう問いかけて見るものの、維心さんは何事もなかったかのように私のシートベルトを締め、乗り出していた体を運転席に戻す。その横顔はすでにクールな彼のそれに戻っていて、キスの意味も謝られた理由も推し量ることはできなかった。

　気持ちのないキスだった……ってことかな。目の前に私の顔があったからついしただけで、それ以上の意味はない。だから謝ったとか？

　ダメだ、勝手に彼の心境を想像すると落ち込む。

「い、維心さん。私はもうあなたの奥さんなんですから、キスくらいで謝る必要はありません。もっと堂々としてくださっていいです」

　車を発進させようとしていた彼が、一旦動作を止めて私を見る。相変わらず感情の読めない表情だけれど、なにを思っているのだろうか。

「悠里、それは……」

「はい」

「いつでも、どこでも、何度でも、どんなキスでもか？」

「はい？」

　急に目の色を変えた彼がずいっと顔を寄せてきたので、思わず後ろに身を引いた。

　いつでもどこでもって……維心さんはいったいどんな状況でキスするつもりなの？

「あ、ある程度はＴＰＯを考慮していただきたいですかね……その、日中の街中とかは、さすがに困るので」

　質問の意図が読めないので返答がこれで正しいのかも不明だが、しどろもどろになりながらもそう答えた。しかし維心さんは納得していないのか、ますます顔を接近させて質問を重ねる。

「日中の車内は？　さっき一度してしまったから、あとは家に着いてから？」

「え……っ」

　維心さん、今ここでするつもりなの？　というか、もしダメだと言っても、家に着いたらする気満々に聞こえるんですけど。

　高鳴る胸の音を聞きながら、思わず窓越しに車の周囲を確認する。ここは住宅街で元々人通りは多くないので、外を歩いている人はいない。

「み、短めのやつ、一度でしたら」

　羞恥に耐えながら、蚊の鳴くような声でなんとか返事をする。

　私たち、なんて変な会話をしているんだろう。キスをする前に、その種類や回数を真面目に相談し合うカップルなんて、聞いたことがない。

「そうか。承知した」

　維心さんはこれまたおかしなほど真面目な返事をして、傾けた顔を近付けてくる。

　きっと、短いキスを一度するつもりだ。ドキドキしながらも今度はちゃんと目を閉じ、もう一度あの甘い唇が触れるのを待つ。

　まだかな。さっきは驚きであまり実感がなかったけれど、今度はちゃんと維心さんの唇の感触を覚えたい。

「……ダメだ」

「えっ？」

　胸を熱くしてキスを期待していた私の耳に、ボソッと呟く維心さんの声が聞こえた。

　目を開けると、維心さんは私の目の前でひとつため息をこぼし、運転席の方に体を戻してシートに深く背中を預ける。

　ダメって、なにがだろう。私に、なにか彼を萎えさせるような問題が？

　まさかとは思うけれど、鼻毛が出ていたりなんて――。

「短めという条件も一度だけという条件も、守れそうにない。大人しく家まで我慢しよう」

　鼻を隠すように両手で押さえていたら、彼の口から予想外すぎる甘い発言が飛び出し、鼻毛より鼻血が出そうになった。しかし彼は恥ずかしいセリフを吐いた自覚などまるでないようで、涼しい顔をして今度こそ車を動かし始める。

　維心さん、そんな不意打ち、ずるいです。

　でも、結婚の目的は子どもを授かることなのに、どうしてそんなにキスがしたいのかな。

　妊活のために体力をつけろとも言われているし、もしかしてそっち方面の欲求がすさまじく強いとか？　普段は全然そんな風に見えないけれど。

　一緒に暮らすのは今日から。ということは、ベッドを共にするのも今日の夜から。私で本当に、彼の相手がつとまるのだろうか。海辺の街へ向かう車に揺られながら、私はさっそく彼との妊活に一抹の不安を覚えていた。




　前回の下見では突然のプロポーズに動揺してきちんと見る暇がなかったけれど、新居のマンションはやはり素晴らしかった。

　間取りは主寝室に加えふたつのベッドルームを兼ね備えた３ＬＤＫ。三十三帖の広さを持つＬＤＫは曲線的な形をしている。

　南側の壁は全面窓ガラスで、車で混雑したレインボーブリッジや太陽を反射してきらきらと揺れる海、行き交う釣り船や観光船が見える。前回の夜景もよかったけれど、昼間の眺望も抜群だ。

「悠里。景色を楽しむのはそれくらいにして、そろそろ荷物の整理を始めないか？」

「あ、ごめんなさい。つい……」

　一瞬引っ越しを忘れて、観光用の展望台に上ったかのようなテンションで景色に夢中になってしまった。リビングの入り口に立つ維心さんのもとに早足で近付くと、廊下を歩きながら彼が説明する。

「きみの部屋はこっちだ。荷物は運んでおいたから」

「ありがとうございます」

「一応ベッドも用意してあるが、体調のすぐれない時や、どうしてもひとりで眠りたい時だけ使ってくれ。それ以外は毎日、主寝室で俺と一緒に寝てもらう」

「は、はいっ」

　いきなり夜の話をされ、返事をする声が上擦ってしまった。夜、維心さんと同じベッドに入ってあれこれする妄想が勝手に脳内に広がりかけ、ぶんぶんと首を振る。

　彼が広い廊下の右手にあるドアを開けると、八帖ほどの洋室だった。バルコニーに繋がる東側の窓は大きく、リビングとはまた違った景色が楽しめる。

　セミダブルのベッドやデスクなどのインテリアは落ち着いたブラウンの色味で統一されていて、クローゼットは備えつけのものが二カ所。私にはもったいないくらいの部屋だ。

　彼と協力して少ない荷物を整理すること数十分。ようやく片付いたところで部屋の入り口に立ち、少しだけ生活感の出始めた部屋を見渡す。

「なんだか贅ぜい沢たくすぎちゃいますね。今まではこれより狭い面積にキッチンもユニットバスも詰め込まれていて、寝る時なんて床に布団を敷いていたのに」

「……想像しただけで体中が痛くなりそうだ」

「ふふっ、維心さんは背が大きいですもんね」

　狭いワンルームに押し込められて窮屈そうにする維心さんを想像し、クスクス笑いがこぼれる。

「こうも体の大きさやつくりが違うと、心配になるな」

「心配？　なにがですか？」

　そう聞き返した瞬間、彼の手がそっと顔の横に差し込まれ、武骨な親指がすり、と頬を撫なでた。途端に顔に熱が集中し、頭から湯気が出そうになる。

「こんなに小さくてやわらかいきみが、俺のせいで壊れやしないかって」

「こ、壊れる？」

　言葉とは裏腹に、私を見つめる瞳の色も、頬をさする彼の手の動きも優しかった。

　恥ずかしいけれど嫌ではないので、されるがままでジッとしているしかない。するとそのうち彼の親指が軌道を変えて、ふにっと唇を押した。

　どきりとして見上げた彼は、鋭く細めた目に甘い熱を宿らせながら、どこか感情を抑えたような声音で語る。

「極力、きみを壊さないように善処するつもりだが……さっき我慢した欲求を、解放してもいいだろうか」

「さっき？」

　なにか彼を我慢させるようなことをしたっけ？

　思い出そうとするけれど、私の意識は今現在の維心さんに囚われて、他のことを考える余裕がない。唇に触れたままの指は、もったいつけるような動きで左右に唇をなぞる。

　ドキン、ドキン、という心臓の拍動に全身を支配され、ただ困ったように彼を見つめると、身を屈めた彼が私の耳元で告げる。

「きみに、決して軽くはない、そして一度では終わらないキスがしたい」

　その甘い甘い囁きは私の心臓を貫き、幸福なのに苦しくて、涙が出そうになる。

　薄々感じていたけれど、女性を求める時の維心さんはとても情熱的になるようだ。

　知れば知るほど、好きになる。溺おぼれてしまう。

　たとえ維心さんが、私を生物学上の『雌めす』としかとらえていなくても――。

「はい。大丈夫です、今なら」

「ありがとう」

　彼は律儀にお礼を言うと、両手でしっかり私の顔を固定し、そっと唇を重ねた。私は無意識に小さく震えていて、それに気付いた彼が「怖いか？」と瞳を覗く。

「い、いえ。多分、緊張してるだけです」

「そうか。なら早く慣れてもらおう。キスで緊張していたら、子作りどころじゃない」

　至近距離で甘い視線を絡ませながら、維心さんが冗談っぽくそんなことを言う。

　彼はなにげなく発しただけだろうけれど、『子作り』というワードに、胸が同時に二種類の痛みを覚えた。

　ひとつは、理由はなんであれ、好きな相手である維心さんに求めてもらえることを喜ぶ、幸せの甘い痛み。そしてもうひとつは、私の存在意義はやはり子作りでしかないのだと、失恋の宣告をされたような、切なく苦い痛み。

　そのふたつは表裏一体で、彼との結婚生活を送り続ける限り、ずっと付き合わなければならない。うまく、心の中で飼い慣らさないと。

「そう、ですよね。緊張してる場合じゃありませんよね」

　複雑な心の内を隠すように微笑むと、維心さんが蕩とろけるような視線で私を見つめ、そのまま顔を近付けてきた。そして唇が重なる寸前。

「俺も早く覚えたい。きみの唇の形や温度や感触、唾液の味までも、余すところなく」

「維心さ……んっ」

　彼の官能的な言葉にドキン、と胸が鳴った瞬間、さっきよりも凶暴なキスで唇を塞がれた。強く押しつけられた唇の隙間から舌が割って入り、淫らな音を立てながら、私の口内を探る。

　その動きは彼の宣言通り、私の歯や舌や上顎や、頬の内側、あらゆる場所のデータを取っているかのように丁寧で、私が体を震わせたり、鼻にかかった声を漏らしたところは、より執拗に探索された。

「なるほど、ここだな」

　維心さんは熱い吐息をこぼしながらもまだ余裕があって、楽しげに冒険的なキスを続けているが、こちらはもう涙目だ。

「らめ……れす。もう、離し、て」

　蕩けるような快感で、口元がおぼつかない。おまけに腰も砕けそうなので、彼の腕に掴つかまって、必死に懇願する。

「ダメだ。今度のキスは軽くないと言っただろう」

「で、でも」

「悪いが耐えてくれ。今後の妊活を円滑に進めるためにも、きみの弱点はより多く知っておきたい。今のところ、口の中にも多数の性感帯があるようだからな」

「せっ……」

　性感帯って……そんなこと考えながらキスしてたんですか!?

　たちまち全身がかぁっと熱くなり、羞恥で居たたまれなくなる。

「ほら、悠里。おしゃべりはおしまいだ。……目を閉じて」

　お願いだから、早く解放してほしい。

　そう強く願っているはずなのに、目を閉じて、また維心さんの唇が触れると、懲りずに胸は熱くなって、彼が好きだと思い知らされる。

　彼にとっては、妊活に向けての手順を踏んでいるだけにすぎないのに……私、すごく痛い女だ。そう自分を客観視したところで、この状況から抜け出せる気はまったくしない。

　こんなにぐずぐずでみっともない恋心、維心さんにだけは、知られたくない。

　子どもを産ませるためだけに選んだ相手に本気で想いを寄せられたって、迷惑なだけだものね。繰り返される濃厚なキスを受け止めながらも、胸は切ない思いでいっぱいだった。

　維心さんの勧めで、夜は私が先にお風呂に入らせてもらった。

　その間、なんと維心さん自らキッチンに立ち、夕食を用意してくれるそう。ひとり暮らしが長いので料理には自信があるらしく、私はなにも手伝わなくていいと言われてしまった。

「明日からは私も頑張らないとな……料理苦手なんだけど」

　足を伸ばせる広い湯船に浸かりながら、思わず呟いた。

　前の家では節約生活だったし、キッチンが狭くてあまり料理をする気にはなれなかった。

　作ったとしても、魚肉ソーセージを使ったなんちゃって親子丼とか、肉の入っていない麻婆豆腐とか、インスタントラーメンにモヤシ炒めをのせただけとか、手軽なものばかり。維心さんの口に合うわけがない。

　とりあえず、今日彼が作ってくれた料理で、少しは味つけの好みとかがわかるといいな。

　前向きに考えながらお風呂から上がり、楽なパイル地のルームワンピースに着替えて、スキンケアとヘアケアを済ませる。仕事中低めの位置でお団子にしている長い髪は、食事の時に邪魔にならないようサイドで緩くまとめた。

　すっぴんを見られることに少し緊張しつつ、リビングダイニングに戻る。

「お風呂、いただきました」

「ああ、こっちもちょうどできたところ――」

　対面型のキッチンで返事をした維心さんが、私の顔を見て固まった。何度か瞬きした後、私の足元から頭のてっぺんまでをしげしげと眺め、ごくっと喉仏を上下させて唾を飲む。

「あ、あの？」

「ああいや、きみのその格好、妊活に対する心意気が感じられて、好感が持てるなと」

　妊活に対する心意気？　いや、まったく意識はしていないし、むしろ、ワンピースとか足元を冷やす服は避けた方がいいような。

　維心さんの褒めポイントがよくわからず改めて自分の格好を見下ろしていると、キッチンからゴホッと咳せき払ばらいが聞こえたので、顔を上げる。

　目が合うと維心さんはパッと視線を逸らし、ほんのり頬を赤らめた。

「……男をその気にさせる無防備な格好、という意味だ」

　照れくさそうにボソッと呟いた彼に、こちらまで恥ずかしくなってしまった。

　そんなに気合を入れたルームウエアというわけではないけれど、維心さんのツボには偶然うまくハマったってことかな？　とりあえず喜んでおこう。

「お、お褒めにあずかり、恐縮です」

「ああ……とりあえず、座ってくれ。今、料理を並べるから」

　お互いぎこちない言葉を返しつつ、夕食の準備をする。なにもしなくていいと言われたけれど配膳だけは無理やり協力させてもらい、準備が整ったところで、四人掛けのダイニングセットで向かい合った。

　テーブルに並んでいるのは、鰻うなぎととろろの丼。レバニラ炒め。ニンニク丸ごとのホイル焼き。たっぷりのナッツをのせたサラダ。

「わぁ、美味しそ、う……」

　豪華なメニューに一瞬感激しかけたけれど、よくよく見ると使われている食材にはなんとなく共通点がある気がして、私は思わず口ごもった。

　嫌な予感。私の考えすぎか、気のせいかもしれない。でも、ここに並んだ料理って全部――。

「どうした悠里、難しい顔をして。苦手なものでもあったか？」

　不安げな表情の維心さんに顔を覗かれ、私は我に返る。

　彼がせっかく一生懸命作ってくれた料理だ。どんなものでもありがたいじゃない。

「いえ、好きなものばかりです。いただきます」

　笑顔でお礼を言った後、さっそくニンニクを口に放り込む。ホクホクした食感が噛んだらトロっととろけて、鼻から思い切りニンニクの強い香りが抜けた。

「美味しい」

「口に合ってよかった。だがニンニクだけを立て続けに食べると胃腸に負担がかかる。他の料理とバランスよく食べてくれ」

　俺に抱かれるために精力をつけろ、と言わんばかりの料理を作っておいて、胃腸のことは心配してくれるんですね。

　彼のちぐはぐな優しさが、うれしいような悲しいような。

「はい、了解です。……あ、レバニラも最高」

「なかなかいいものだな。自分の作った料理を誰かに食べてもらうというのは」

　会社では見せない、肩の力が抜けた笑顔を浮かべてそう言った維心さんに、心臓がきゅっと縮む。同時に、少し欲張りな思いが私の胸をつつく。

　妊活や子作りのことは関係なしに、こんなふうに笑い合える時間をずっと続けていけたらいいのになって。愛されなくてもいいから、穏やかな結婚生活を積み重ねていくうちに、彼にとって私が、居心地のいい居場所になれたらって。

　なんて、多くを望んだところで最後に痛い目を見るのは自分なんだけど……。




　スタミナ食材たっぷりの夕食を食べた後、私が食器洗いをしている間に維心さんはお風呂に入りにいった。食後は意識的に水をたっぷり飲んだけれど、やはりニンニク臭は簡単には取れない。おそらく歯を磨いたとしても同じだろう。

　夫婦でお互いさまだからいいのだろうか。いや、新婚初夜の思い出がニンニク味のキスなんて、やっぱりロマンティックさに欠けるよ……。

　鬱々しながらもキッチンがほぼ綺麗になった頃、肩からタオルをかけた維心さんがリビングダイニングに戻ってきた。涼しげなブルーの半袖Ｔシャツと、同色のハーフパンツのセットアップ姿は、楽ちんにも見えるけれどどこかお洒しゃ落れ。流行のワンマイルウエアというやつだろうか。その上まだ半分濡れた前髪が目にかかって、なんともセクシーだ。

　思わず布巾でシンクを拭き上げていた手を止め、ゆったり室内を歩きながらタオルで髪を拭く維心さんに釘付けになる。すると、彼の視線が不意にこちらを向いた。それからゆっくり、私のもとへ歩いてくる。

　やばい。見つめすぎた？

　今さらながらも目線を自分の手元に落とし、シンクを拭く作業に集中するフリをする。この作業が終わってしまえば、あとは寝る支度をしてベッドに移動するだけ。心の準備は、まだ全然整っていない。

　それでも維心さんのスリッパの足音は徐々に近くなってきて、鼓動が忙しく暴れる。

「悠里、片付けが終わったら――」

　彼がそう言いかけた瞬間、室内に軽やかな着信音が響いた。

　鳴っているのはリビングのテーブルに置かれた維心さんのスマホで、彼は一旦話をやめて私から離れていった。

「もしもし？」

　維心さんが電話に出るのを横目に、ホッと胸を撫で下ろす。

　だけど、彼が電話している間少し猶予が与えられただけだ。どう足あ掻がいても今夜ベッドを共にすることは避けられないんだから、腹をくくらなきゃ。

「そうは言っても心配だから、今から向かうよ。なにか必要なものは？」

　その時ふと、電話の相手と話す維心さんの声に、少しの深刻さが滲んでいるのに気が付く。それに、今からどこかへ外出するようだ。

「わかった。道が空いていれば十五分くらいで行けると思う。じゃ、後で」

　そんな会話を最後にスマホを耳から離した彼は、焦った様子で私に歩み寄ってきた。

「父が家の階段から落ちて骨折したらしい。病院に付き添っている母親からの電話だった。命に別状はないし骨折自体も軽いようだが、心配だから顔を見てくる。悪いが、留守番を頼めるか？」

「もちろん、行ってあげてください。私なら大丈夫ですから」

「ありがとう」

　親というのは、いつまでも元気でいてくれるわけではない。私は身をもってそれを知っているから、どんなに軽い怪我でも、心配なら会いに行くべきだ。ご両親だって心強いはず。

「悠里は先に寝ていて構わないから」

「はい、お気をつけて」

　その後、慌ただしく支度を済ませた彼を玄関で見送っていると、維心さんはドアを開けたにもかかわらずなかなか出ていかず、くるりと踵きびすを返して戻ってきた。

「忘れ物ですか？」

　そう尋ねた直後、目の前に立った彼に顎を掴まれ、強引なキスで唇を塞がれた。

　不意打ちでびっくりしたけれど、〝おやすみ〟の意味かな……？　なんて甘い気持ちに浸る。

　しばらくして、クスッと笑った彼の鼻息が顔にかかった。

「……ニンニク風味」

　その発言のせいで、トロンとしていた思考が一気に現実に戻り、思わず彼を睨みつけた。

「い、維心さんが作ったお料理のせいじゃないですか！」

「大丈夫。きみの唇は、たとえニンニク風味でも美味だ」

「なんですかそのフォロー……」

　彼の本心がよくわからないながらも、『美味だ』なんてセリフに否応なく胸はドキドキしてしまう。やがて彼がドアの向こうへ消えていくと、気が抜けるのと同時に少し寂しくなった。

　とりあえず今夜は子作りから解放された。緊張しなくて済むのはありがたいけれど、慣れない新居にひとりきりなのは、やっぱり心細い。

　引っ越し疲れもあるのでその日は早く寝てしまうことに決め、歯磨きを済ませるとすごすごと自室のベッドに入った。










嘘でもいいから




　翌朝、家に朝食の材料がなかったので出勤の準備を済ませてからふたりで近所のパン屋に出向き、イートインスペースで朝食をとることにした。窓からは周囲に植えられた広葉樹の緑と、朝日にきらめく東京湾が見える、景色のいいお店だ。

　思い思いに選んだパンとコーヒーを乗せたトレーを手に席に着く。そしてコーヒーと焼き立てパンの香ばしい香りに包まれて食事をしながら、維心さんからお父様の状態について聞いた。

　お父様の骨折箇所は足首で、手術の必要はなくギプスを使った保存的治療になるそうだ。仕事に穴をあけられないというお父様の強い希望で、入院は今日の昼まで。無理はしないという約束で、明日からさっそく仕事にも復帰するそうだ。

「では、土曜日の食事会は？」

「車椅子で参加するそうだよ。まったく、治りが遅くなったら自業自得だ」

　維心さんは渋い顔をして、コーヒーに口をつけた。

「私は延期でも構いませんから、お父様の怪我が治ってからの方が」

「俺もそう言ったんだが、父はどうしても早くきみに会いたいらしい。酒は絶対に我慢するからって、逆に頼み込まれてしまった」

「そうでしたか」

　ということは、予定通り土曜日の夜にご家族に会うのだ。ご両親と、維心さんの弟さんも来てくれることになっている。桐ケ谷家のセレブな一族に囲まれて食事をすると思うと、今からソワソワしてしまう。

　それと、今日はもうひとつ緊張することが……。

「ところで今日は予定通り、朝礼できみとの結婚について公にするが問題ないな？」

「は、はい。よろしくお願いします！」

　私みたいな一般人が、社内中の憧れの的である維心さんと結婚しただなんて、みんな信じられないだろうな。悪口を言われたりしないといいけど……。

　微妙な不安を抱きつつ、パンを食べ終わると維心さんの車で一緒に会社に出勤した。マンションの徒歩圏内には駅もあるので、ひとりの時は電車を利用することになるだろう。

　会社では周囲の目が怖いので俯きがちに歩き、営業部に着いてからさりげなく維心さんと別れた。

　いつも通り先輩たちに挨拶しながら自席で仕事の準備をし、朝礼の時間を待つ。

　朝礼はいつも休み明けの木曜日、始業時刻ちょうどに営業部全体で実施され、今週の予定、会社全体の売り上げなどの数値、連絡事項などの共有をする。

　しかし、その中に自分のプライベートな話が加わると思うと、どんな顔をしていたらいいんだか……。

　悶々としているうちに朝礼の時間になり、皆が維心さんのデスク周りに集まった。通常通り、各課の課長が事務的な連絡を始める。

　しかしその内容が今日は頭にあまり入ってこず、これではいけないとパッと顔を上げた瞬間、ちょうど維心さんと目が合った。彼は私に軽く目配せをすると、一連の連絡事項を終えた課長と入れ替わるようにして、皆の前に立つ。

「最後に私から報告があります。悠里、こっちへ」

　突然私を下の名前で呼び捨てした彼に、集まっている社員たちが一瞬ざわつく。

　うう、今まで地味な生活を送ってきたから、こんなに注目されるなんて人生で初めてかも……。慣れない緊張感に包まれ手と足が一緒に出そうになりながらも、なんとか維心さんの隣に歩いていった。

　ちらりと維心さんの横顔を見上げると、彼はなんのためらいもなく話しだす。

「このたび、私は営業一課の早坂悠里さんと結婚しました。といっても、社内で彼女は旧姓を使い続けますし仕事上の変化はありません。しかし、守るべき家族のために一層の覚悟と責任感を持って業務に臨むつもりです。妻共々、今後もよろしくお願いします」

　深々とお辞儀をした維心さんにならい、私も「よろしくお願いします！」と腰を折った。顔を上げると、営業部の社員たちは一様に面喰くらった顔をしながらも、拍手をしてくれる。

　それが照れくさくて、助けを求めるように一課のメンバーを見ると、満足げに頷く清水課長が、誰より盛大な拍手を送ってくれていた。

「よかった、無事にうまくいったんだな」

　朝礼が解散になった後、課長が私のデスクにやってきて、眼鏡の奥の瞳を緩めた。

「無事、といいますと？」

「いや、桐ケ谷部長に相談されていたんだよ。早坂にプロポーズするつもりだって」

　意外すぎる事実に、私は目を丸くした。

　そういえばあの日、課長は妙にニヤニヤしていた。あれは、私が維心さんにプロポーズされることを知っていたからだったんだ。それなら、課長はプロポーズの動機についても知っているのかな？　維心さんが正直に話したとは限らないけれど……。

「あの、課長。部長についてちょっとお聞きしたいことがあります。いつでも構わないのでお時間いただけますか？」

「ああ、もちろん。今日は結婚祝いに昼飯でも奢おごるよ」

「ありがとうございます」

　私がお礼を言うと、課長は「うん」と優しく笑って、自分の席に戻っていく。

　ほんの少しでいい。維心さんの心の中を覗きたい。それがたとえ、私を傷付けるものであったとしても……本当のことを知りたい。

　とりあえず、課長と問題なくランチが取れるように午前中の業務を頑張らなくては。

　改めて気合を入れ、デスクに向かった。




　時計の針が十三時を回った頃、ちょうど外回りから帰ってきた課長と連れ立って、課長オススメの洋食店に向かった。

　外観はナチュラルなカントリー調で、外には数組の行列ができている。私たちもそこに並びつつ、店頭のブラックボードに書かれたメニューを読んで、なにを食べようかと楽しみながら悩んだ。

　十分弱で案内された店内は、ドールハウスに迷い込んだような、かわいらしいインテリアに囲まれていた。手書きのメニューも温かみがあって、料理の味も期待できそうな予感だ。

「私、クリームコロッケ定食にします」

「ほう。なるほど。俺は腹が減ってるからミックスフライにしよう」

　店員に料理を頼むと、お冷に口をつけてひと息つく。すると、課長の方から話を振ってくれた。

「で、早坂は部長のことが聞きたいとか言ってたよな。俺に答えられる話ならいいが」

「はい。では、さっそく」

　私は深く息を吸い、真剣な目で課長を見つめる。

「私、自分の意思で桐ケ谷部長のプロポーズを受けておきながら、実はよくわかっていないんです。どうして結婚相手に選ばれたのか。……課長はご存知ですか？」

　会社からそう遠くない店なので知り合いがいる可能性を考え、若干声を潜めて尋ねた。課長は怪訝そうに「えっ？」と首を傾げる。

「私は家柄がいいわけでもないし、秀でた一芸があるわけでもない。桐ケ谷エステートの次期社長となる彼の結婚相手にはどう考えても相応ふさわしくありません。だから、思い当たる節がなさすぎて……」

　私の発言を聞いた課長は虚をつかれたようにキョトンとしている。維心さんにプロポーズのことは相談されても、それ以上深い話はしなかったのかもしれない。

　せっかく課長がランチに連れてきてくれたけれど、結局維心さんの思いはわからずじまいか……。

「いや、早坂。そんなに不安がらなくても、部長は――」

　しゅんと俯いた私に、課長がなにか言い聞かせようとしていたその時。

「あ、早坂。と、清水課長。お疲れっす」

「おい元木、立ち止まるな、早く奥へ行け、奥へ」

　背後でよく知るふたり組の声がして、課長が「おう」と気さくに手を上げる。私も後ろを振り返ると、そこにいたのは二課の元木くんと梶原さんだった。

　ふたりもこの店にランチに来たようで、案内されたのは偶然私たちの隣のテーブル。まだ課長との話は途中だったけれど、続ける空気ではなくなってしまった。

　間もなく運ばれてきた料理を課長と静かに楽しんでいると、隣の席の元木くんがおしぼりで盛大に顔を拭きながらぼやいた。

「いや～、疲れました。もうあのオーナーさんと関わりたくないです」

　すかさず梶原さんが口元に人差し指を立て、「シッ」と注意する。

「元木、声が大きい」

「だって完全にセクハラですよ。あんなにべたべたボディタッチしてきて、挙句『お若いからエネルギー有り余ってるでしょ？　ひと晩でいいから……ね？』ってセリフ」

　どうやら、元木くんは営業先で女性に迫られたらしい。うんざりしたようにそう言い、お冷のグラスを勢いよく呷あおって、水を一気飲みする。

「随分強烈なオーナーさんに会ってきたんだな」

　課長が思わず苦笑すると、元木くんは疲れたように深いため息をついた。そんな彼を憐あわれみの目で一瞥した梶原さんが、課長に説明する。

「ええ。どうも若い男が好みのようで。『いいじゃない、男なら好きじゃない女でも抱けるでしょ？』ってしつこくて」

　梶原さんの話した女性オーナーのセリフに、私は思わずドキッとした。

　男なら、好きじゃない女でも抱ける。よく耳にする話ではあるけれど、実際のところはどうなんだろう。せっかく、年齢や性格もバラバラな男性が近くに三人もいるのだ。いい機会なので聞いてみよう。

「あのっ」

　急にパッと挙手した私に、三人が注目する。私は恐縮しながらも、彼らと一度ずつ目を合わせて尋ねる。

「み、皆さんの個人的な見解を伺いたいのですが……そのオーナーさんの言うように、男性というのは、その女性に好意がなくても、そういった行為に及べるものなのでしょうか」

　内容が内容なので、言葉尻は段々小声になった。男性陣は一様に黙り込み、真剣に悩み始める。

「俺は無理」

　一番先に答えを出したのは、元木くんだった。私と目が合うと、少し照れくさそうに目を伏せ、説明を加える。

「だって、そもそも愛を確かめ合う行為だろ？　気持ちのない相手とそういう展開になる理由がまずわからないし」

　だよね。だよね。元木くんの意見が世の男性の代表ならいいのにと思うくらいの誠実な回答に、思わず好感を持つ。

「いや～、でも、結局人間も動物だからな。それなりに綺麗な人が服脱いで迫ってきたら、俺は本能に抗える自信ないね」

「本能……」

　梶原さんの意見は一見ひどいもののようだけれど、だからこそ男としての本音なのだろう。自分が〝それなりに綺麗〟かどうかはさておき、服さえ脱いでしまえば、男の人の本能は刺激できるわけだ。

　維心さんも、裸の女性なら誰でも抱けるのかな……。

「早坂、勘違いするんじゃないぞ。これはあくまでもこいつらの個人的な意見だ」

　まるで私の考えを見透かしたかのように、課長がそう言ってフォローする。

「じゃ、課長はどう思われるんです？」

「そうだなぁ」

　課長は腕組みをし、しばらく悩んでから口を開いた。

「そりゃ、俺にもカミさんがいるから、恋人や夫婦間の愛がある行為が一番理想だとは思う。しかし、お互いの社会的、精神的、肉体的状況によっては、愛のない行為に救いを求めるというのも、理解できなくはない……かな」

「なんか、難しいですね」

　元木くんは、ちんぷんかんぷんといった表情でテーブルに頬杖をつく。

「いや元木、もっともらしく聞こえるけど、この人も結局俺と同じこと言ってるだけだよ」

　梶原さんがそう言うと、彼らのテーブルにも料理が運ばれてきて、話は一旦終わりになった。しかし、私は課長の言葉を反はん芻すうし、ひとり物思いにふける。

　維心さんが私を求めるのは単なる子作りではなく、〝跡継ぎを残さなければならない〟というプレッシャーから一時的に逃れ、癒されたいという思いもあったりするのかな。行為自体に愛がなくとも、それによって彼の心が救われるなら、私の存在にも意味がある？

「おい、早く食べないと昼休みが終わるぞ」

　ぼうっと食事を中断させている私を、課長が優しく咎とがめる。「すみません」と慌ててクリームコロッケを口に運ぶ私を、課長は小さな子どもに向けるような温かな眼差しで見つめ、再び口を開いた。

「早坂は難しく考えすぎないで、自分の旦那さんとちゃんと向き合うのが一番いいと思うぞ」

「……はい。そうします」

　そうだよね。維心さんがどう考えているのかは、彼自身に聞かなければわからない。

　昨日はお父様の怪我の件でバタバタしたけれど、今夜はゆっくり話す時間があるといいな……。




　その日は一時間ほど残業し、同じく残業中の課長に「お先に失礼します」と挨拶をして営業部を出た。維心さんは不在だったので、エレベーターホールに着いたところで【先に帰ってますね】とメッセージを打った。

　ちょうどその時、誰かが走ってくる足音がして、後ろを振り返る。

「あ、元木くん」

「よかった～、間に合って」

　汗だくの元木くんは、胸元のシャツを摘まんでぱたぱたさせながらそう言った。

「なにか大事な用事？」

「いや、早坂を追いかけてきたからさ」

「私？」

　首を傾げたところで、エレベーターが到着して目の前の扉が開く。偶然にも降りてきたのは維心さんで、ドキッとしながらも「お疲れさまです」と他人行儀に挨拶する。

「ああ、お疲れさま」

　維心さんもビジネスライクにそう返し、すぐに営業部の方向へ歩いていったので、緊張が解けてホッとする。

「で、なんの話？」

「今すれ違った人の話、なんだけど」

　ふたりで乗り込んだエレベーターが下降し始めたところで、元木くんが気まずそうに切り出した。

　もしや、維心さんとの結婚について突っ込まれる？　同期の彼ですら寝耳に水の話だろうから。

「驚いたよね。急に結婚だなんて」

「ああ。いつから付き合ってたんだ？」

「それは……」

　そうか、普通の結婚だったら交際期間というものがあるんだ。いつからだったかな、と記憶を辿たどるフリをして、内心だらだらと冷や汗をかく。

　交際ゼロ日の子作り婚だと正直に話したら変に思われるだろうし、どうしよう。

「は、半年……くらいかな」

「そっか。全然気付かなかったよ」

　冷やかすような笑顔を向けられ、あはは、と照れたように笑う。

　ごめん、元木くん。真っ赤な嘘です。半年前は、ただの片想いでした。

　嘘をついた罪悪感にちくちく胸を刺されつつ、一階に到着したエレベーターから降りる。そして、ビルの出口に向かって歩いている途中のことだ。

「でもさ、今、部長とうまくいってないんじゃないの？」

　横に並んだ元木くんからそんな質問が飛んできて、私は思わず足を止めた。

「え？」

　かろうじてそう聞き返すと、元木くんは真面目な顔で私を見下ろす。

「昼に話してたの、部長のことだろ？　浮気でもされてるのか？」

　どうやら、ランチの時に私が変なことを尋ねたせいで、いらぬ心配をかけてしまったようだ。維心さんが絡んでいる話なのは確かだけれど、浮気というのは見当違いだ。

「ううん、あれは、ただ興味本位で聞いただけ」

　元木くんを安心させるように笑って、再び歩きだす。

「ふうん……ならいいけど。部長が早坂の前でデレデレしてる姿とか見たことないからさ。早坂がなんか不安になってんなら、話聞いてやりたいなって思って」

「ありがとう。大丈夫だよ」

　本当は、謎だらけで不安だらけの結婚生活だけれど。課長に言われたように、維心さん自身と向き合って、話をしなきゃ。

　元木くんとの話が一段落したところで、自動ドアからビルの外に出る。外は暗いがまだまだ熱気に満ちていて、アスファルトに囲まれた都会特有の夏の匂いがした。

「じゃ、また明日」

　ビルの前でそう言って、片手を上げる。元木くんはしばらく黙りこくった後、なにか言いたげに私を見る。

　その時、会社の地下駐車場の出口から見覚えのある高級車が出てきた。そして、歩道の手前で左右を確認する運転手――維心さんと一瞬目が合う。

　帰るところかな？　さっき営業部に戻る彼と会ったばかりなのに、出てくるのが随分早いような。

　不思議に思いつつも笑顔を作り、軽く会釈をする。けれど維心さんはすぐに目を逸らして運転に集中し、車はゆっくり車道に出ていった。

　目が合ったと思ったんだけど、気のせい？　それとも、わざと無視した？

「あのさ、もし早坂さえよければ、これから飲みに行かない？」

「えっ？」

　そっけない維心さんを寂しく思っていたら、不意に元木くんに誘われて、私はキョトンとする。

「男とふたりで出かけるなんて、部長に怒られる？」

「いや、それは大丈夫だと思うけど……」

　自分で言っていてむなしいけれど、子作りだけが目的の妻が誰と出かけようと、維心さんは無関心だろう。……でも、今夜は昨夜おあずけになった新婚初夜だ。

　彼の方にたとえロマンティックな思いが微み塵じんもなくても、私はその時間を大切にしたい。

「ごめんね、今日は都合が悪いの。また今度でもいい？」

　顔の前で両手を合わせ、丁重に断る。元木くんは少し残念そうにしながらも、笑って頷いてくれた。

「わかった。じゃ、また」

「うん、お疲れさま」

　挨拶を交わした後、彼とは向かう駅が違うため、お互い歩道を反対方向に歩きだす。そうしてひとつ交差点を越えた頃、バッグの中でスマホが短く振動した。

　立ち止まってスマホを取り出すと、メッセージの通知が一件。維心さんからだ。

【十メートル先で待ってる】

「えっ？」

　思わず声を漏らすのと同時に、パッと顔を上げる。するとメッセージの通り、十メートルほど先の路肩に、さっき見たばかりの彼の車がハザードランプを点灯させながら停まっていた。

　維心さん、どうして？　もしかして、一緒に帰ってくれるのかな。

　淡い期待に背中を押されるようにして、私は彼の車に駆け寄った。近付いてすぐ、助手席の窓をノックする。

　音に気付いた維心さんは窓を開け、「ロックなら開いているから乗って」とそっけなく告げる。感情がまったく読めないけれど、私は「失礼します」と遠慮がちに言って、車に乗り込んだ。

　彼の車にはすでに数回乗せてもらっているけれど、相変わらず緊張する。

　ドリンクホルダーに置かれたスタイリッシュなディフューザーからはなにやら色っぽい花の香りが漂っているし、スピーカーから流れる穏やかな曲調の洋楽は、普段流は行やりの邦楽しか聴かない私にとっては、すごく大人の音楽に感じられる。

　ただ、私が緊張する一番の理由は、運転する維心さんが基本無口であるせいなのだけれど……。

　私は無表情でハンドルを握る彼の横顔をチラッと見て、こちらから話を振るべきか逡しゅん巡じゅんする。課長にはちゃんと維心さんと向き合うべきと言われたし、自分でもその通りだと思っているのに、いざ彼を前にすると言葉が出なくなる。

「悠里、聞きたいことがあるんだが」

「はいっ」

　自分の思考にどっぷり浸っていたら、維心さんの方から話しかけてきた。姿勢を正して彼を見つめると、維心さんは進行方向を睨んだままで言う。

「さっきまで元木とずっと一緒だったようだが、なんの話を？」

「あ、はい。ええと……」

　素直に話すかどうか、少し迷った。元木くんが私たちの関係を心配していたと話したら、維心さんはどんな反応を示すだろう。余計なお世話だと迷惑がられたらショックだけれど、もし別の反応が得られるんだとしたら……。

　私は一か八かの賭けに挑むような心持ちで、言葉を選びながら話しだす。

「彼、私と維心さんが結婚したこと、すごく驚いていて……それと同時に、結婚生活がうまくいってるのか心配されちゃいました」

「心配？　なぜだ」

「彼が言うには、維心さんが私の前でその……デレデレ？している姿を見たことがないから、私が不安になっているんじゃないかと思ったみたいで」

　あくまで、〝私自身は全然大丈夫ですけど〟という軽いスタンスを崩さず、笑顔で話す。そうすれば、維心さんの口からネガティブな発言が飛び出しても、笑顔を貼りつけたままで乗り切れる気がしたからだ。

「心外だな」

　しかし、いざ維心さんが不本意そうにそう呟くと、私の顔から笑みが消えた。維心さんの目は険しく細められ、車内に穏やかではない空気が漂い始める。

　これは私、完全に賭けに負けたかも……。

　続いて投げかけられるであろうショックな言葉に耐えるべく、維心さんからパッと目を逸らしたその時。

「顔に出さないだけで、俺は四六時中悠里のことを考えているというのに」

　え？　聞き間違い……？

　勝手に期待してドキドキと鳴る胸を宥なだめつつ、再び維心さんに視線を戻す。すると彼も一瞬だけこちらを見やり、ふわりと甘い微笑みを浮かべて言った。

「ようやく今夜からきみを抱け……いや、子作りに励めるんだ。今日はそのことで一日頭がいっぱいだったよ」

「そ……そう、ですか」

　期待に膨らんでいた胸が急激にしぼんでいくのを感じ、私は力ない笑みを浮かべて俯いた。『抱く』をわざわざ『子作り』と言い直したことに、なにかしらの意図があるのは明白だ。

　妙な勘違いをするなと、私に釘を刺したつもりだとしたら、ひどい人。でも、勘違いさせたくないならそもそも抱かないでと、はっきり言えない自分も大概だ。

　私たちって、すごく歪いびつな夫婦……。

　私は運転席の彼から顔を背けるように窓の方を向き、やるせなさをこらえるようにキュッと唇を噛んだ。




　晩ご飯は私が作るつもりだったが、「時間がもったいない」と維心さんに却下され、帰宅途中のデリカテッセンで総菜やサラダを買って帰った。

　ご飯を作って一緒に食べる、それだけでも私にとっては愛おしい結婚生活の一部なのに、彼にとっては子作りに至るまでの通過儀礼のひとつでしかないのだ。

　そう思うと料理はどれも味気なく、あまり食べないうちに自分の食器を下げ、私はひとりになれるバスルームに逃げた。

　気分は最悪なのに、この後維心さんとベッドを共にするのだと思うと、自然と体を丁寧に洗ってしまう自分が恨めしい。

　私は維心さんが好き。彼は子どもが欲しい。利害関係があるから、セックスする。そうやって、もっと単純に受け入れられると思ってた。

　だけど、一緒にいればいるほど維心さんを好きになって、その分彼との温度差に勝手に傷付いてしまう。自分で選んだ道なんだから、お役目をまっとうしなきゃいけないのに……これじゃダメだよね。

　長い間湯船に浸かり、どうしたらいいのか煩はん悶もんする。次第に頭がくらくらしてきて、そろそろ出なくちゃ、と思った頃、のぼせた脳裏にあるネット記事の断片がよぎった。

　それは、ふと時間のある時にスマホで【妊活】と調べていた時に引っかかった、ちょっと怪しい都市伝説的なもの。

　妊活に効果があるかはわからないけれど、私の心を守るためには、もしかしたら効果があるかもしれない。




「維心さん、子作りをするにあたって、お願いがあります」

　夜も更けた頃、シャワーを浴びる維心さんを寝室で待っていた私は、彼が部屋にやってくるや否や、ベッドに正座してそう切り出した。

　昨日とは色違いのグレーの部屋着に身を包んだ彼は、ベッドにぎしりと腰かけながら聞く。

「どうしたんだ？　改まって」

　本当に、改まってなにを言おうとしているんだお前は。もうひとりの冷静な自分がそう突っ込んでくるけれど、その声には耳を貸さず、私は彼を見つめながら話しだす。

「維心さん、ご存知ですか？　妊娠するにはその……夫婦生活の時、女性が性的に燃えている方がいいのだと」

　維心さんは一瞬面喰らった様子で固まったけれど、真面目な顔で頷く。

「ああ、分泌物が多い方が精子の動きがよくなるのだろう？　そのことなら勉強済みだから、今夜は時間をかけてきみの体をほぐしてやるつもりだ」

　淡々と、作業内容の説明をするように語る維心さん。だけど、そんな風に冷めた感情を滲ませるようなら、女性は燃えない。女は、心で感じる生き物だから。

「時間をかけるより、効果的な方法があります」

「効果的な方法？」

　言うのよ、悠里。あくまで妊活のためという体なら、恥ずかしくないでしょう？

「はい。行為の最中、愛の言葉を囁くんです。好きだとか、愛してるとか。耳にはたくさんの神経が通っていますし、女性は聴覚に刺激を受けやすい性質があります。さらには甘い言葉が、気持ちを盛り上げるムード作りにもなります。だから……」

　嘘でもいいから、どうか。私を抱きながら、『好きだ』『愛してる』と言って。

　一番大切なその部分をどうしても口に出せず、ただ維心さんに切実な目を向ける。すると、彼は一度目を伏せた後、鋭い眼差しで私を射貫き、私の腕を掴んでベッドに押し倒した。

　そのまま獰どう猛もうに唇を奪われると思いきや、優しいキスがそっと唇に触れる。

「好きだ、悠里」

　まるで本当に感情を通わせたような、甘い声で彼が言った。私の胸は幸福と切なさで詰まり、瞳には薄い涙の膜が張る。

「維心さん……」

　彼は涙目の私のこめかみにチュッとキスをして、それから唇を食はみ、舌を使った深いキスで、私の呼吸を奪う。溺れないように逞たくましい背中に縋すがり、時々唇を解放されてはまた甘いキスの海に沈められた。

　衣服を剥はがされ、体中を彼の手や舌が這う。その最中も、彼は偽りの愛の言葉を囁くのをやめなかった。

「きみが望むなら、何度だって言う。好きだ、悠里……。好きだ」

　それは胸をまさぐる手のひらよりも、脚の付け根を辿る指先よりも、私の奥底に眠る官能を呼び覚まし、体の芯に火を点けた。

「維心さん、もう、いい……言わないで……」

　嘘だとわかっているのに反応する体と、泣きたいほど切ない心とのバランスが崩れ、思わず身を捩よじって懇願する。

「俺の言葉ひとつでそんな風になるきみを目の当たりにして、やめろと言われても無理な話だ。どんなきみでもかわいらしいし、愛している。だから安心して俺に身を委ねればいい」

　私を甘やかす言葉に、耳と心を。器用な指先や舌には体の隅々を絶え間なく愛あい撫ぶされ、私は呆あっ気けなく絶頂へと誘われた。維心さんは痺れたように小刻みに震える私の膝を掴んで、ゆっくり開かせ、入り口にそっと自身を押しあてる。

　しかしそこで動きを止め、鋭く目を細めて私に最後の確認をする。

「逃げるなら今が最後のチャンスだが、本当にいいんだな？　俺にすべてを注がれ、子を孕むことになっても」

　この状況で、なんでそんなことを聞くのだろう。愛してもいない女性を抱く行為に、今さら罪悪感を覚えたとか？　そんなの、もう、遅いよ。

　逃げるどころか、私……心も体も、あなたが欲しくてどうにかなりそうなのに。

　胸の内でそう呟くと、両手を伸ばし、維心さんの顔をそっと掴んで引き寄せる。そして至近距離で視線を絡ませながら、囁き声で告げる。

「もう、焦らさないでください……」

「しかし、きみの気持ちをきちんと聞くまでは」

　私は物欲しげに彼を見つめ、ダメ押しのように唇を重ねると、チュッと音を立てて吸った。こんな演技までして自分を煽あおらなければ、自信をなくしてしまいそうだった。このまま彼と体を重ねて本当にいいのか。快楽の後にやってくるであろう途方もない切なさに、耐えられるのか。

　維心さんはほんの少し葛藤したようだったけれど、やがてお返しに深いキスを仕掛けてきて、私の体にのしかかってきた。互いの肌の隙間がなくなり、体中が維心さんの温もりに包まれる。その瞬間は間違いなく幸福で、思わず目の端から涙がこぼれた。

「悠里、どこか痛いのか？」

　苦痛によって生まれた涙と勘違いしたらしい維心さんが、心配そうに私の顔を覗く。そんなふうに優しくされるとつらくて、私は首を左右に振って、微笑んでみせる。

「平気です。……涙は、なんだか勝手に」

「なるほど、生理的なものか。俺を感じている証拠……だな」

　満足げに呟いた彼の低い声に、ぞくりとしたものが全身を駆け巡る。

　私が痛がっていないとわかって安心したのか、再び動きだした彼は先ほどより荒々しく、本能的に私を求めた。

　しかし快楽の狭間で、時々自分の中からもうひとりの自分が幽霊のように体を抜け出し、同情の目で私を見下ろしているような感覚に陥った。

　いいでしょう、別に。私は、この人が好きなんだから……。

　もうひとりの自分にそう言い訳して、気を取り直したように維心さんのくれる甘い刺激に酔う。

　大丈夫。私は幸せだ。

　何度も胸の内の呟いたその言葉が、本心なのか、虚勢を張っているだけなのかは、自分でもわからなかった。










夜ごと注がれる、愛でないもの




　翌朝。ベッドの上で重たいまぶたを開くと、私を見つめる維心さんと目が合った。枕に肘を突いて頭を支えている彼は、私の頬をそっと撫でて「おはよう」と爽やかに笑う。

　しかし、初めてベッドを共にした照れくささで、私は彼の目がきちんと見られない。

「お、おはよう、ございます。あれ？　私……」

　自分がいつ眠りについたのか、記憶がない。でも、服はちゃんと着ている。自分で着たんだっけ？　頭の中に疑問符を浮かべつつ、上体を起こす。

「昨夜は無理をさせてすまなかった。きみは途中で気絶したように眠ってしまって、服は俺が着せたんだ」

　維心さんが苦笑しながら状況を説明し、私は思わず慌てる。

「えっ？　す、すみません！」

　気絶って……確かに、昨夜の維心さんの体力（精力？）はすさまじかったけれど、意識まで飛ばされてしまうとは。

「足腰がつらいだろうから、今日の行き帰りも俺の車に乗るといい」

「いえ、私は電車でも」

「遠慮するな。俺がきみと一緒にいたいという意味もある」

　さりげなく甘い言葉を吐く彼に、ドキッと胸が鳴る。

　今は子作りの時間じゃないから、雰囲気を盛り上げる必要はないのに……。

「朝ご飯にしよう。立てるか？」

　先にベッドを下りた彼が、私の目の前に手を差し伸べる。

「ありがとうございます」

　遠慮がちにその手を取って、床に足をつける。自分ではしっかり立ったつもりなのに膝に力が入らなくて、尻もちをつきそうになった。その瞬間、維心さんの強い腕がグッと私の腰を支え、自分の方に引き寄せる。密着した彼の体温に、朝から胸がドキドキ高鳴った。

「ごめんなさい」

「いや、完全に俺のせいだ。とりあえず、リビングまで連れていってやる」

「えっ？　……きゃっ！」

　彼が身を屈めた次の瞬間、私は軽々とお姫様抱っこされていた。落ちないよう自然と彼の首に腕を回すと、甘く微笑む維心さんと間近で目が合う。その瞬間胸がきゅっと締めつけられ、私はそのまま彼に体重を預けた。

　なんで優しくするのかな。子作りのアフターケア？

　わざと色っぽくない理由を探し、騒がしい胸を宥めようとする。けれど逞しい腕に支えられながら心地よい揺れに身を任せていると、都合のいい勘違いをしそうになる。本気で、彼に愛されているんじゃないかって。

　そんなわけはないと何度も自分に言い聞かせているうちに、リビングダイニングに到着した。維心さんは大きなソファに優しく私を下ろし、目線を合わせたまま言う。

「椅子よりソファが楽だろうから、ここに朝食を持ってくる。俺が準備するから休んでいて」

「そんな、なにからなにまでお願いするわけには」

「きみがこうなった責任は俺にある。素直に甘えてくれ。きみだって、会社に行くまでに体が回復しないと困るだろ？」

　維心さんは諭すようにそう言うと、私の頭にポンと手を置いてくるりと背を向ける。

　責任……か。その硬い表現に、浮ついていた心が冷静さを取り戻す。彼が優しいのは、心の底から私を気遣っているわけじゃなく、自分のしたことに責任を取るため。

　そうしてまた、夜になったら容赦なく私を抱くんだ。愛してもいないのに、愛していると囁きながら。




　その日は、お盆休み直前の最後の勤務だった。すでに休暇に入っている同業者も多く、この時期に部屋探しをするお客さんも少ないため、営業一課の電話はほとんど鳴らない。

　先輩方は研修に出かけたり、秋の繁忙期に向けてのキャンペーンの準備に取り組んだり、普段とは違う時間の使い方をしている。

　私も通常の事務作業が早く終わったため、時間に余裕のある時にしかできないパソコンのデータ整理をしたり、デスク周りの清掃などに精を出したり。そうしているうちに、定時の十八時を迎えた。

　椅子に座ったままうーんと両手を上に伸ばしていると、すぐそばから話し声が聞こえてきた。

「よし。行け、元木。今度こそ決めるんだ」

「部長、まだ戻ってませんよね？」

「ああ、いないから、早くしろ」

　声のした方を向くと、お馴な染じみの元木くんと梶原さんコンビがそこにいて、どこか緊張の面持ちをした元木くんの背中を、梶原さんがドン、と押した。よろけてこちらに近付いてきた元木くんが、ぎこちなく口を開く。

「お、お疲れ、早坂」

「お疲れさま。明日からお休みだね。元木くんはどこか行くの？」

「いや、別に。俺、一緒に出かけるような彼女もいないし。つーかそもそも……めっちゃ不毛な恋、してるし」

　微妙に私から目線を外し、ボソボソと呟く元木くん。

「そうなんだ。つらいね」

　不毛な恋なら、私と一緒だ。そう思いつつも口に出すわけにはいかないので、ただ苦笑して相槌を打つ。

「まぁ、それなりにな。けど俺、自分より、相手がつらそうにしてる方が断然つらいんだ。だからさ、早坂」

　元木くんがそう言って、すう、と大きく息を吸い込んだその時だった。

「私の妻になにか用だろうか」

　元木くんの後ろから近付いてきた維心さんが、普段よりワントーン声を低くしてそう言った。さっきまでその場所にいたはずの梶原さんは、なぜかデスクの陰にしゃがんで頭を抱えている。

「ぶ、部長……！」

　元木くんはそう言ったきり、口をパクパクさせるばかりで言葉を継げなくなる。維心さんはそんな彼を無視してこちらに近付いてくると、私の肩にそっと手を置く。

「急ぎの用なら、今ここで彼女に伝えるといい。しかしそうでないなら、悠里は私が連れていく。これから一緒に出かけて、新しい服を買ってやるつもりなんだ」

「えっ？」

　新しい服？　今日は彼の車で一緒に帰ることは決まっていたけれど、買い物に行くなんて初耳だ。

「明日は俺の家族と会う日だろう？　しかし、きみのワードローブをすべて確認したところ、出勤用の地味な服か、カジュアルな服しかない。これを機に、華やかなフォーマルコーディネートを一式揃えてやろうと思って」

「わ、私の服、勝手に見たんですか!?」

　確かに、維心さんの隣に並ぶのに相応しい服はないかもしれない。それでも知らないうちにクローゼットの中身を覗かれていたと思うと動揺する。

　維心さんは急に大声をあげた私に目を丸くし、驚いた様子だ。

「ああ、悠里のことはなにもかも全部把握しておきたくて……もしかして、不快にさせたか？」

　執着心を滲ませたセリフを吐いたかと思ったら、次の瞬間自信なさげに私の顔を覗く維心さん。なにを考えているのか全然わからなくて、調子が狂う。

「ふ、不快とまでは言いませんが……ひと言、相談していただきたかったなと」

「すまなかった。以後気をつける」

　本気で反省しているらしく、しゅんと肩を落とす彼。年上らしからぬその仕草が、無性にかわいくていじらしい。こんなに素直に謝られたら、許してあげるしかないじゃない。

「あ、あのう」

　不意に元木くんが声をあげたので、忘れかけていた彼の存在を思い出す。彼は私と維心さんを交互に見ると、泣き笑いのような表情を浮かべて言った。

「別に急ぎの用とかじゃなかったんで、俺はこれで失礼します。お疲れさまでした」

「うん、お疲れさま。また休み明けにね」

「お疲れさま。いい休暇を」

　私と維心さんからの言葉にぺこりと頭を下げた彼は、くるりと背を向けて営業部を出ていく。その背中を、デスクの陰にいた梶原さんが慌てて追いかけ、乱暴に肩を組んで歩きだした。

　休み前だし、ふたりで飲みにでも行くのかな。

「さて、悠里。帰り支度ができているなら俺たちも行くぞ」

「はい。あの、どこへ？」

「俺がよく行くセレクトショップだ。海外ブランドの商品を多く扱っている」

　維心さんの行きつけということは、高額な商品ばかりが揃う店だろう。そこで服を選んでもらうなんて、気後れしてしまう。だからといって、セレブな彼の家族の前で適当な服を着るわけにもいかないし……ここは彼についていくしかないか。

　腹をくくって、維心さんの運転する車に揺られ、目的の店へ向かう。その途中、ふと赤信号で車が止まり、こちらを向いた維心さんが真顔で私に問いかけた。

「ところでもういいのか？　体の方は」

　そのセリフで、せっかく仕事をして忘れていた昨夜のめくるめく濃厚なシーンが脳裏に蘇り、ドキッと鼓動が跳ねた。

「は、はい。おかげさまで……もう、大丈夫です」

　大丈夫だから、この話題はもうやめてほしい。今夜の維心さんは私をどうするつもりなのかを意識して、平常心でいられなくなる。

「それなら」

　赤くなっているであろう顔を隠すように俯いていたら、太ふと股ももの上に置かれた私の手に、維心さんの大きな手が重なる。彼はそのままギュッと私の手を握り、しっとりとした低い声で私に問いかける。

「今夜も、きみを抱く。いいな？」

　カッと全身が熱くなって、苦しいくらいに胸が早鐘を打った。おそるおそる顔を上げると、熱を孕んだ維心さんの瞳に見つめられる。断るなんて選択肢を、私の中から奪うように。

　やがて信号が青に変わり、維心さんの視線も手も、私から離れていく。たったそれだけのことが切なくて、名残惜しい。

　結局、私自身が今夜も彼に触れてほしいのだ。

　そんな自分がひどくふしだらな気がして、私はわざと丁寧な言葉で返事をする。

「はい。謹んで、お相手いたします」

「ありがとう。しかし、こんな話をしていると、今すぐどこかに車を停めてリクライニングを倒して、きみのすべてを奪いたくなるな」

　冗談めかした口調ながら、最後にこぼしたため息には甘い成分が含まれている気がして、私は慌てる。

「ダ、ダメですよ？」

「わかっている。家に帰るまでの辛抱……だな」

　ハンドルを握る彼が、悩ましげな声音でそう呟く。

　ダメですとは言ったものの、微妙な会話で気持ちが昂たかぶってしまったのは私も同じ。くすぶった欲情が体の内を出て、密閉された車内をいつまでも漂っている気がした。




　夜のセレクトショップには私と維心さん以外の客はおらず、三十代くらいの上品な女性店員がつきっきりで私のコーディネートをしてくれた。

「お客様、とてもお似合いですよ」

「そうでしょうか……」

　試着室を出た私が纏まとうのは、ラベンダー色の膝丈ワンピース。心地よい肌触りは、シルク素材ならではだ。とても素敵だとは思うけれど、胸元の切れ込みが深くて、少し大人っぽすぎる気がする。履いているパンプスは、ヒールが高いのに不思議と履き心地はいい。

　合わせて選んでもらったクラッチバッグも含め、すべてが有名な海外ブランドのものなので、総額を考えると恐ろしくなった。

「奥様はこちらです」

「ありがとう」

　その時、別の店員に連れられた維心さんが私のもとにやってきて、無言で全身を観察した。その間少しも笑ってくれないので、お気に召さなかったのかと不安になる。

「あの、変ですか？」

「いや……」

　つい自分から感想を求めたら、維心さんはなぜか私からパッと目を逸らす。

　やっぱりこんなハイブランドの服、私には着こなせていないんだ……。

　卑屈になって俯いていると、維心さんが一歩一歩歩み寄ってきて、私の前で立ち止まる。そして身を屈めたかと思うと、そっと耳打ちした。

「かわいすぎて危険だ。背中のファスナーを下ろしてしまいたくなる」

「なっ……！」

　店員には聞こえない程度の声ではあったけれど、人目のある店の中でなんてことを言うのだろう。燃えるように顔が熱くなって、思わず維心さんを睨みつける。

　しかし彼は私の視線を軽くかわして店員の方を向くと、「これ、全部買います」とさらりと宣言する。会計の時にこっそり覗いたレシートには、軽自動車が一台くらいポンと買えそうな金額が記されていた。

「こんなにたくさん買ってもらってしまって……到底お返しにはなりませんが、今日こそ私が夕飯を作ります」

　ショップバッグを後部座席に積んで、車に揺られる帰り道。誕生日でもなんでもないのにたくさんのプレゼントをもらってしまったのが心苦しく、私は思わずそう申し出る。

「気にしなくていいと言っているのに。まぁいい。それなら、食材の買い物をして帰ろうか」

「はい」

　途中でスーパーに寄り、料理初心者の私にでもできそうなカレーとサラダの材料を買った。帰宅してすぐお米を研いで炊飯器にセットし、それからカレーの準備をする。危なっかしい手つきで野菜を切っていると、寝室で部屋着に着替えていた維心さんがドアから入ってきて、キッチンに近付いてくる。

「すみません、多分、まだ大分時間がかかると思います」

「構わないよ。俺に気にせず作業を進めてくれ」

「はい、わかりました……って、維心さん？」

　お言葉に甘えて再び材料を切ろうとしたら、背中にぴとりと、大きな温もりがくっつく。同時にウエストに腕を絡められ、後ろからギュッと抱きしめられてしまった。

「あ、あの……これで〝気にしない〟のは無理かと！」

「ダメか？　運転中や店では悠里に触れられなかったから、今なら、と思ったんだが」

　甘えるように言った彼が、私の髪に鼻を擦りつけてすん、と鳴らす。顔は見られない体勢だからいいけど、絶対に私の顔は赤い。

　でも、ダメと言ったら離れていってしまうのかな。そう思うと一抹の寂しさを感じ、彼を拒絶することはできなかった。

「くっついてるだけなら、いいです」

「ありがとう。キスは？」

　私の耳の脇に顔を移動させてきた彼が、耳みみ朶たぶに軽く口づける。ビクッと肩が跳ね、ますます顔に熱が集中する。

「だ、ダメです！　くすぐったくて、指を切り落とします」

「そうか、仕方ない。じゃ、このまま大人しくしているよ」

　大人しくしていると言ったって、彼の体温や息遣いを間近で感じることに変わりはない。

　ドキドキ鳴る心臓のせいで手元が震え、時々本気で指を切ってしまいそうになった。

　それでもなんとか全部の材料を切り終えて炒め、水を入れて鍋で煮込み始める工程までたどり着く。あとはアクを取って、野菜がやわらかくなったところでルーを入れるだけ。維心さんがくっついていても問題ないだろう。

　そう思って、ふっと肩の力を抜いたその時だった。今までウエストに絡められていた彼の手が不意に胸元に移動し、サマーニットの上からギュッと膨らみを掴んだ。

「ちょっ……」

　首を後ろに動かして彼を見上げると、欲情を滾たぎらせた瞳と目が合い、唇を塞がれる。音を立てて二、三度私の唇を啄ついばんだ彼は、熱い吐息をこぼして唇を離し、切なげに掠れた声で告げる。

「すまないが、料理をするきみを見ていたら我慢ができなくなった」

「そんな、まだカレーは途中までしか」

「カレーより悠里が食べたいんだ。今すぐ」

　焦れたように言った彼が、手を伸ばしてコンロの火を切る。そうしてまた荒々しいキスで私の唇を塞ぎ、急くように胸の上までニットをたくし上げた。

「あっ……」

　ブラのカップをずらされ、先端を引っかくように刺激される。思わずシンクに手をつき、力の抜けた体を支える。

「昨日より敏感になっているな。いい傾向だ。すぐに蕩かしてやる」

　彼は満足げにそう呟くが、私は〝すぐに〟という部分が心に引っかかり、いやいやと首を横に振った。子作りさえ叶えばいい維心さんはすぐにことを済ませたいのかもしれない。だけど、そんなのあまりにも寂しいから。

「すぐになんて嫌。ゆっくり、いっぱい、してください」

　縋るような目で維心さんを振り返り、懇願する。彼は一瞬目を見開いた後、私の耳元に顔を近付け、チュッと音を立ててキスをする。それからゆっくり息をつき、乱した私の服を優しく元に戻した。

「そうだよな……。つい我を失ってしまって申し訳ない。こんな場所ではきみの体もつらいだろうし、あとは腹ごしらえを済ませて、ベッドに移動してからにするか」

　名残惜しそうに言いながらも、維心さんはスッと私の体を解放する。ホッとして料理に戻ろうとしたら、隣に並んだ彼が再度私の耳元に唇を寄せて、内緒話のように囁いた。

「きみのリクエストに応えて、ゆっくり、いっぱい、しつこくかわいがってやるつもりだから、そのつもりでな」

　糸を引くような甘い声にかぁっと頬が熱くなり、思わず維心さんを睨む。

　しかし彼は余裕の表情で微笑み、さっき止めたコンロの火をつけてカレーの鍋をかき回していた。

　完成したカレーは市販のルーを使ったなんの変哲もない味だったけれど、維心さんは気持ちいいくらいの食べっぷりであっという間に完食した。

「お口に合ったみたいで、よかったです」

「初めて悠里が俺のために作ってくれたものだからな。美味しさもひとしおだよ」

　まるで、ごく普通の新婚夫婦の甘い会話。子作りのための義務的な結婚生活なのに、どうして維心さんは時々、さも愛情があるかのようなことを言うんだろう。直接尋ねる勇気はないけれど、心の中でひとりごちる。

　私を繋ぎ止めておくための、ご褒美みたいなもの……？　だとしたら、彼は優秀な策略家だ。まんまとその罠わなにはまった私は、あなたから離れられない。

　すっかり絆ほだされた私は、その夜もベッドの上で彼にされるがまま、子作りを受け入れた。

　会社ではクールで、仕事のできる上司の顔をしている彼が、この時だけは余裕をなくして私だけを求めてくれる。そんな優越感に煽られるようにして、汗ばんだ彼の背中に爪を立てる。

「維心さん、維心さん……っ」

「ああ、もっと俺の名を呼んで、俺に縋れ、悠里――」

　鼓膜を通して毒のように回ったその言葉が、私の思考能力を、道徳心を、麻痺させていく。

　これさえあれば、いい。維心さんに、こんなふうに求めてもらえるだけで……。

　私は壊れたおもちゃのように『維心さん』と繰り返し、凶暴性を増した彼に何度も激しく貫かれた。

　やがて脱力した彼の体を受け止め、その重みすら幸福に思っていると、優しいキスが頬に触れる。

「まだ、このままでいいか？　きみの温もりを離したくない」

「はい……構いません」

　また、ご褒美を与えているつもりかな。そう思っても、胸は勝手にきゅんと音を立てて、維心さんへの愛しさを成長させる。

　でも、もしも彼の計画通りに私が妊娠し、桐ケ谷家の跡継ぎも心配いらなくなったら、どうなるんだろう？　目的は達成。子作りをする必要も、ご褒美を与える必要もなくなる。

　甘い余韻の最中にふとそんな単純なことに気付いた私は、思わず彼の肩口にギュッと顔をくっつけて目を閉じた。

「悠里？」

「……私も、離れがたいなって」

　ふっと微笑んだ彼が、私の髪に手を差し入れて優しく頭を撫でる。

　いつか終わりが来るのだとしても、こんな時間が少しでも長く続きますように。

　私はそう願いながら、大きな手に頭を撫でられる心地よい感覚に、いつまでも浸っていた。










子作り婚の理由――side 維心




　悠里に惹かれたきっかけは、この年で恥ずかしい話だがひと目惚れだった。

　入社した彼女が営業部に配属されたその日、朝礼で緊張気味に挨拶をする彼女とふと目が合った瞬間、大きく一度胸が脈打つ。こんな経験は初めてだった。

　彼女がしゃべる姿はなぜかスローモーションで、周囲には小さな花がはらはら舞っているように見える。

　俺の目はどうしてしまったんだ。それに、動どう悸きがして胸が苦しい。スーツの上からさりげなく心臓のあたりに触れると、その手が上下するほどに激しく脈打っている。

　確かに彼女の容姿は客観的に見てもかわいらしいが、だからといってこんなに取り乱すものだろうか？

　動揺しながらも今一度悠里に視線を戻したら、偶然目が合う。どんな顔をしたらいいのかわからず、とっさに険しい顔を作った。

　おい、正気になれ。相手は十歳も年下の新入社員だぞ？

　そう自分を窘たしなめたところで、動悸も体温の上昇もおさまることはない。俺の中で長い間錆さびついていた、色恋に関するあらゆる感覚器官が、一気に眠りから覚めた瞬間だった。

　恋心を自覚したとはいえ、俺は元々恋愛が得意な方ではない。立場的にも、入社してすぐの新入社員に迫るわけにはいかない。当面の間は上司として、彼女を温かく見守ることに決める。

　悠里に営業事務の仕事を教える女性社員は、冬に産休に入ることが決まっていた。なので悠里はそれまでに彼女のこなしていた仕事をすべて覚えなくてはならず、最初の頃は苦労していた。

　もちろん、他の社員たちにもフォローさせるよう課長には伝達済みである。それでも悠里は時に残業をしてまで必死で仕事を覚えようとしていて、俺は努力家な彼女にますます惹かれていった。

　しかし、上司としては、新入社員の頻繁な残業を見すごすわけにはいかない。

　あまりに遅くまで勉強に没頭している彼女を見つけると、『それくらいにして、上がりなさい』と声をかける日も何度かあった。

　悠里はいつもそこで初めて時計の示す時間に気付き、『もうこんな時間ですか!?』と慌ててデスクを片付け始める。そんな彼女が無性にかわいらしくて、時々、車で送ってやろうかと言いだしたくなる日もあった。

　しかし、下心があると思われても困るし（実際下心はあったが）、不器用な俺はアプローチの仕方がわからず、結局一度も彼女を送ってやる日は訪れないまま、季節は流れた。




　そして再び春がやってきて、彼女も頼もしい二年目の社員になった頃。

　ほとんどの社員が退社したオフィスで、たまたまひとりで残業している彼女の姿を見つけた俺は、しばし逡巡した。

　これは、話しかけるチャンスではないのか？　彼女ももう新入社員ではなくなったことだし、勇気を出して食事にでも誘ってみようか。と、一年経ってようやく行動を開始しようとした俺が彼女のデスクに近付いていったその時だ。

　――グスッ。

　小さな背中の向こうから洟はなを啜すする音が聞こえ、俺はぴたりと足を止めた。

　まさか、泣いている？

　半信半疑で彼女を見つめていたら、悠里はデスクの上のティッシュボックスから何枚もティッシュを引き抜いて、思い切り鼻をかむ。その後、意気消沈したかのように肩を落としてため息をつく彼女に俺は結局声をかけられず、すごすごと自分の席へ戻った。

　仕事で悩んでいるのだろうか。それとも、恋愛？　そういえば、俺は彼女に恋人がいるかも、どんな男が好みなのかも知らない。

　もしも愛し合う恋人がいるのなら身を引くしかないが……そいつが彼女を泣かせる男なのだとしたら、許せん。八つ裂きにしてくれる。

　悠里の涙に勝手に気を揉もんだ俺は、彼女の直属の上司、清水課長に探りを入れることにした。先日、偶然オフィスで彼女が涙する姿を見たのだが、なにか仕事で失敗をしたとか、最近恋人にフラれたとか、落ち込むような理由を知らないかと。

『いや、私はなにも知りません。恋人がいるという話も聞いたことがないですね』

『そうですか』

　会社の廊下でつかまえた清水課長は俺の質問攻めにキョトンと目を丸くし、眼鏡の位置を直す。そして、首を傾げながら尋ねてきた。

『部長、どうして早坂をそんなに気にかけるんです？』

『どうしてって……』

　俺は口ごもりながらも、他人の前で悠里への想いをどう言葉にしたらいいのかわからず、頬が熱くなるのを感じた。しかし、その態度で清水課長にはすべて察しがついたらしい。彼はニヤリと締まりのない笑みを浮かべたかと思うと、『協力しますよ』とうれしそうに頷いた。

　どうやら清水課長は、他人の恋愛に世話を焼くのが好きなタイプらしい。その日から悠里について知る限りの情報を与えてくれるとともに、俺の相談に乗ってくれた。

『プロポーズ？　いきなりですか？』

『ええ。私の気持ちが本物だと伝えるためには、それが有効かと思いまして。この先、彼女より結婚したい相手など現れるとは思えませんし』

　清水課長は、気の早い俺の計画を聞いて目を丸くしていた。

　一般的には交際を申し込むのが先なのかもしれないが、そんなまどろっこしい真似をするくらいなら、結婚を申し込んで毎日一緒に暮らし、常に悠里のそばにいたい。俺はそう思ったのだ。

『なるほど。まあ部長ほどの男なら、多少驚かれはしても喜ばない女性はいないでしょう。せっかくやるならロマンティックにするのがいいですよ。夜景を眺めながらとか』

　恋愛には疎い俺なので、彼の助言をありがたく参考にさせてもらい、プロポーズの計画を立てた。

　夜景を見るなら、ＴＯＫＹＯシティハーバーのマンションの最上階がいいだろう。資産として所有しているあの部屋に実際に住む予定はなかったが、よく考えたら新婚生活を送るのにも適している。適当な理由をつけて彼女をそこに連れていき、プロポーズをしよう。

　婚約指輪のサイズは、いつも彼女を見つめているからだいたいわかる。あの華きゃ奢しゃな薬指には、七号だ。

　そうして着々と準備を進めるうちに季節は夏になり、ジュエリーショップにオーダーしていた指輪が手元に届く。俺は満を持して悠里とマンションを訪れ、計画通りに求婚した。

『ご、ごめんなさい。そんなにすぐ、お返事できるお話じゃないので』

　しかしあろうことか、プロポーズは失敗。拒絶された指輪は床に転がり、悠里は駆け足で部屋を出ていってしまった。取り残された俺は呆然とし、のろのろと指輪を拾いつつ、悠里の心境を想像する。

　今日のところは断られてしまったが……彼女はすぐに返事ができないと言っただけで、俺と結婚しないとは言っていない。突然のことだったので動揺し、気持ちの整理がつかないのだろう。時間を置いてもう一度彼女に意思を確認し、それでもまだ断られるようなら、別のアプローチ法を考えなくては。

　ショックではあったが、俺の頭の中には悠里を諦めるという選択肢はない。

　拾った指輪を丁寧に箱にしまい直した俺は、窓から夜景を眺め、気持ちを新たにするのだった。




　そんな俺の執念が届いたのだろうか。翌日、会社の資料室でふたりきりになった機会に彼女の意思を確認すると、悠里は結婚を承諾してくれた。

　飛び上がりたいほどうれしい気持ちを隠しきれず、すぐに一緒に暮らそうと提案する俺に、悠里はなぜかこんなことを聞く。

『部長は……子どもが欲しいんですよね？』

　どういう意味だろう。俺は一瞬困惑した。

　もしや、体目当てだと思われているのだろうか。それとも、これは彼女からのさりげない誘惑？　どちらにしろ、否定するわけにはいかない。求婚したのは悠里のすべてが欲しいからで、そこには体も含まれている。ひとつ屋根の下で暮らし、手を出さずにいられるわけもない。

　今だって、この狭い密室の中にふたりきりというシチュエーションに負け、このまま書架に彼女の体を押しつけてなにもかも奪いたい欲求を、必死の思いでこらえているのだ。

『欲しい』

　わずかな間にあらゆる思いを巡らせた俺は、ひと言そう告げる。しかしそれだけではさすがに言葉が足りないだろうと、この胸に滾る熱い想いを続けて伝える。

『今すぐにでも、きみとの子が欲しい。すぐに入籍して一緒に住み始めて、妊活に入ろう。それまでに、少し体力をつけておいてくれ』

〝きみを抱きたい〟と直接口にするのは憚はばかられたため、婉えん曲きょく表現として『きみとの子が欲しい』と口にしたにすぎないのだが、のちになかなか便利な言葉だと気が付いた。

　十歳も年上の男に『毎晩抱かせてくれ』と言われたら、なんて余裕のないヤツだと悠里は思うだろう。しかし子作りという、夫婦としての正当な理由があれば、俺は大人げない欲情まみれの本音をごまかすことができる。

　というわけで、俺は『子作り』『妊活』というワードを多用し、悠里を抱くための権利を堂々と得ているわけである。

　新婚初夜は、彼女が俺の体力についてこれるのか不安だったため、精のつく料理でもてなした。結局その日はベッドを共にすることは叶わなかったが、翌日とうとう初めての夜を迎える。

　悠里は緊張しながらも俺の欲求に素直に応じてくれ、行為の最中に『好きだ』と言ってほしいなど、かわいいリクエストをする積極性もあった。

　そんな彼女がたまらなく愛おしく、翌日も俺は彼女を求めた。カレーができあがるまで待ちきれず、ついキッチンで手を出してしまったのは反省すべき点だが、その分ベッドでは丁寧に彼女を愛した。

　行為の後も、俺の腕にすっぽり収まる小さくてやわらかい体を抱きしめ、結婚とはこんなに幸福なものだったのだなと、ひとり悦に入っていた。




　翌日の土曜日。ゆっくり眠ってからカフェでブランチをとった後、車で悠里とともに彼女の両親の墓がある寺院へ行った。

　悠里はお盆や彼岸の時期には欠かさず訪れているそうで、『春に来た時はひとりだったのに、いきなり旦那さんが隣にいて、ふたりともびっくりしてますね』と笑っていた。

　ご両親が事故で亡くなったのは、彼女が高校二年生の時だったそう。祖父母や頼れる親戚なども近くにおらず、それからずっとひとりで生きてきたのだと、行きの車内で悠里は語っていた。

　今の彼女にそんな生い立ちを感じさせるような暗さはまったくないが、当時はつらかったに違いない。子作りというワードに関心を示し、実際その行為にも積極的な理由は、もしかしたら彼女自身、血を分けた家族が欲しいからなのではないだろうか。

　そういうことなら、ますます張り切って妊活に励まねばな。

　目を閉じ、穏やかな顔でご両親の墓に両手を合わせる悠里の横顔を見ながら、俺はそんな決意を固めた。




　墓参りを終えた後、家族に悠里を紹介するため、俺たちは都内のホテル内にある中華料理レストランを訪れた。

　そこには俺と悠里の他、桐ケ谷エステートのトップである父、専業主婦の母、桐ケ谷エステートのグループ企業に勤務している四つ年下の弟、玄げん心しんが集まった。

　父の怪我の具合が気がかりだったが、車椅子である他はいつも通りに元気そうだ。豪勢な料理が並んだ円卓を囲んで自己紹介をし合った後、和やかに食事会が始まる。

「悠里さんは二十三歳か。お若くてなによりだ」

「そうね、やっぱり体力のあるうちに出産や子育てはした方がいいもの」

「は、はい」

　両親の前ですっかり萎縮した様子の悠里が、神妙に頷く。両親は悠里の人柄などはともかく、年齢が若いことがうれしそうである。失礼な両親で申し訳ないと悠里に謝ろうとすると、その前に弟の玄心が口を開く。

「ごめんね悠里ちゃん。この人たちが子ども子どもうるさいの、俺のせいなんだ」

「えっ？」

　俺によく似た顔立ちだが、性格は真逆の玄心は、愛想がなく人付き合いの苦手な俺とは違い、いつも柔和な笑みで人を魅了する人たらしである。

　とはいえ、恋愛面では五年前に結婚した妻ひと筋の、一途な男だ。

「さっき自己紹介で奥さんがいるって言ったけど、俺たち夫婦は子どもを持つ気がなくてね。その意思を父さんと母さんについ最近宣言したら、ふたりともショック受けちゃって」

　玄心は苦笑しながら、グラスに入った琥こ珀はく色の紹しょう興こう酒しゅに口をつけた。

　今日の食事会には仕事で来られなかったが、玄心の妻は弟と同い年で、実家が近所ということもあり、俺を含め幼馴染の関係だ。

　成長するにつれ、四つも年上の俺だけは自然と距離ができたが、実の弟の玄心だけでなく、妻の方も妹のように大切な存在である。ふたりが結婚すると聞いた時は無条件にうれしく、心から祝福した。

　だから結婚直後、『兄貴にだけは言っておくけど、俺たち子どもを作るつもりはないんだ』と玄心から打ち明けられた時、俺は少なからず驚いた。

　もちろん、そういう選択をする夫婦がいるのは知っているし、否定するつもりもない。だが、弟と彼女は端から見ていて微笑ましくなるくらい仲睦まじいので、彼らが子どもを授かりさらに賑にぎやかな家庭を築いていく未来を、なんの疑いもなく思い描いていたのだ。

『子どもができると自由な時間が奪われるし、夫婦が男女でなくなる。俺たちはいつまでも恋人のようでいたいんだ』

　玄心はそんな持論を展開し、妻の方も同じ意見だそう。その意見にも一理あるし、なにより当人同士が納得していれば、外野がとやかくいうものじゃないだろう。

　兄の俺はそう思っていたのだが、両親にとっては残念な選択だったようだ。

「そりゃショックだろう。維心はカタブツでいつ結婚できるかもわからないのに、見合いすらする気がない。先に孫の顔を見せてくれるのは玄心の方だとばかり思っていたんだ」

　失礼な……と思わなくもないが、父の言い分も間違ってはいない。

　俺にも女性との交際経験は何度かあるものの、どうやら基本的な恋愛スキルが欠落しているらしい。自分では誠意をもって相手に接しているつもりなのだが、なにかと誤解されがちで、最終的にはいつも相手から別れを切り出される。

　そのせいで、ここ十年ほどは恋愛自体ご無沙汰だった。

「それに、桐ケ谷家の跡継ぎも必要でしょう？　今回はお父さんの怪我も大したことがなかったけれど、私たちもこの先老いていくし、どうなるかわからない。早く跡継ぎの顔を見て安心したいって、どうしても思ってしまうのよ。だから本当に悠里さんがうちに来てくれてうれしいの。ふたりとも、どうか頑張ってちょうだいね」

　母が俺と悠里を交互に見てにっこりと微笑む。なにを頑張るのかを察した悠里は、真っ赤に頬を染め、助けを求めるように隣の席の俺を見た。

　か弱いその仕草に胸を鷲わし掴みにされた俺は、悠里を見つめて一度大きく頷く。

　任せろ。ここは俺がビシッと言ってやる。

「言われなくても、毎晩努力している。もちろん、今夜も努力する」

　両親に向けてきっぱり宣言すると、なぜか俺以外の全員が呆気にとられた顔をした。

　誰もが食事をする手を止め、信じられないといった顔で俺を凝視している。

　なんだ？　この異様な空気は。

「まさか、硬派な兄貴がそんなこと言うなんてな。ふたりが愛し合ってるのがよくわかって安心したけど……悠里ちゃん困ってるよ」

　玄心が苦笑して、ちらりと悠里の方を見る。俺も自然と隣に座る彼女に視線を落とすと、彼女は先ほどよりも真っ赤に頬を上気させ、背中を丸めて小さくなっていた。

「悠里？」

「い、維心さん……。それ、ご家族の前で発表すべきことではないです」

　泣きそうな顔をした悠里にそう言われ、俺はようやく自分の失態に気が付く。

　そうか、そうだよな……。いくら家族でも、馬鹿正直に夫婦のプライベートを暴露するものではない。俺の考えが浅かった。

「ま、まぁふたりの仲がいいのは素晴らしいことだ」

「そうね。あっという間に孫の顔が見れそうね」

　両親もなんとなく気まずい顔をしていて、俺はますます反省を深めるとともに、ため息をついた。

　ああ、俺はこういうところがダメなのだ。空気が読めないというか、言葉の選び方が下手というか……。

　悠里との関係に関してもそうだ。本当は愛しくてたまらなくて、大切にしたいと日々思っている。なのに言葉で伝えるより先に、一緒にいるだけで自制が効かなくなり、十歳も年下の彼女を余裕なく求めてしまう。まるで盛りのついた獣だ。

　そんな自分に呆れる気持ちもあるが、俺は間違いなく今夜も彼女を抱くだろう。桐ケ谷家のため、子どもを望んでいる悠里のため、そしてなにより、単純に俺が彼女を愛したいから。

　胸の内でひとりごち、食事中の悠里をぼんやり見つめる。それだけで腹が膨れたような気分になり烏龍茶のグラスばかり傾けていたら、両親や玄心たちは結婚式の話に移っていた。

　現在妊活中なら、式や披露宴は安定期にするか、それとも子どもが生まれて落ち着いてからか。会場はどこにするか、誰を招くか。そういったことをあれこれ話して盛り上がっている。

　悠里がいつ妊娠するかは誰にもわからないので、時期はおいおい決めればいいと思うが、彼女のウエディングドレス姿は絶対に見たい。ということは、教会式の厳かな挙式がいいだろう。俺は会話に加わらずひとりそんな妄想を膨らませ、満ちたりた気持ちになった。




　家族との会食が終わって帰宅するや否や、俺の頭の中は悠里一色になった。

　あのワンピース、どう脱がせようか、今夜はどんな手順で悠里を啼なかせようか。

　玄関のオートロックが背後で閉まる音を聞いただけで自制心を失った俺は、先に廊下を歩いていた彼女を壁に押しつけ、キスを迫った。

　しかし、いつもならどんなに強引なキスでも従順に応じてくれる悠里が、なぜかその時はぷいと顔を背け、キスから逃れるそぶりをした。

「維心さん、あの」

「ん？」

　なにか言いたげな彼女に気付き、壁に縫いつけていた彼女の両手首を解放する。悠里は困ったように眉尻を下げ、上目遣いに俺を見て言った。

「今夜は、できないんです……。さっきお食事中に〝月のもの〟がきてしまいまして」

　月のもの。その意味を瞬時に理解した俺はハッと理性を取り戻し、悠里の頬に手を添えた。

「そうだったのか。体の具合は？　気遣ってやれずにすまなかった」

「大丈夫です。少しお腹が痛いですが、いつものことなので」

　女性というのは本当に大変である。病気でもないのに、毎月一週間もの長い間、体が不調になるなんて。悠里の体が心配になるとともに、密かに計画していた休暇の過ごし方を考え直さなくてはならないかもと、彼女に確認する。

「休みの間、ふたりで旅行でもしようかと思っていたが、体がつらいなら家にいた方がいいか？」

「えっ？」

　悠里は目を丸くして、瞬きを繰り返す。

「軽かる井い沢ざわに別荘がある。東京の暑さから逃れて、そこでゆっくり過ごすのも悪くないかと思っていたんだが……」

「い、行きたいですっ！」

　俺が言い終える前に、悠里が声を張り上げた。大きな瞳が子どものようにきらきらしていて、先ほど浮かない顔で生理の件を打ち明けた彼女とは、別人のようだった。

「そうか。じゃあ管理人に連絡して掃除を済ませてもらっておく。そんなに楽しみにしてくれるなら、休みを丸々使って明日から三泊するか？」

「はいっ！　じゃあ、さっそく準備しますね。維心さん、お風呂お先にどうぞ」

「ああ。じゃあ、お言葉に甘えて」

　急に上機嫌になってパタパタと自室に向かう彼女をぽかんとしながら見送り、俺も風呂の準備のため寝室へ向かった。クローゼットを開けて部屋着を手に取ると、今さらのように穏やかな幸せがじわじわ胸に広がる。

　俺との旅行をあんなに喜んでくれるなんて……。そういう、年下らしい無邪気なかわいらしさも彼女の魅力のひとつだ。旅行中も、ころころ変わる表情で俺を楽しませてくれるのだろうな。

　しかし、いくらかわいい姿を見せられても、ベッドで彼女に触れられない夜を過ごさなければならない。よく考えたら今夜だって……。ダメだ、耐えられる気がしない。

　なにか対策を講じなければと思った俺は、一旦着替えるのをやめて悠里の部屋に向かった。ドアを開けた悠里は「どうしたんですか？」とキョトンとする。彼女の肩越しに見える室内にはキャリーケースが開いて置いてあり、さっそく旅の準備をしていたようだ。

「実は、頼みがあって来た。今夜と、それに旅行中。いや、悠里の生理が明けるまでの間は……別々のベッドで寝てもらえないだろうか」

　悠里は瞠どう目もくし、戸惑ったように瞳を揺らした。

　一緒に眠りたいのは山々だが、隣に悠里がいたら触れたくなる。触れたら、欲しくなる。しかし、今の悠里にとってはそんなふうに発情されても迷惑なだけだろう。

「子作り……できない、からですか？」

　悠里が遠慮がちにそう尋ねてくる。どうやら彼女に思考を読まれたらしい。

　なんともきまり悪いが、悠里を大切にしたいが故だ。わかってほしい。

「ああ。お互いにとって、それが一番いいだろう？」

　俺がそう言った瞬間、悠里の眉が一瞬だけ曇った気がした。しかし次の瞬間彼女はもう笑っていたので、気のせいだったのだと思うことにする。

「そう、ですね。私、だいたい七日間で終わるので、そしたらまた頑張りましょう。妊活」

「そうだな」

　小さなガッツポーズを作って明るく言った彼女に微笑みかけると、俺は寝室に戻って今度こそ着替えを再開した。来ていたシャツを脱ぎ、頭から部屋着のＴシャツをかぶってふう、と息をつく。それから、なにげなく背後にあるベッドを振り返った。

　起き抜けのまま乱れているシーツやタオルケット、枕。悠里がいなくても、悠里の気配がする。悠里の香りが染みついている。

　ベッドを別にしたところでまったく眠れる気がしないが……一週間の辛抱か。いや待て、それ以上かもしれない。俺は先ほどの会食中に父から頼まれた仕事を思い出す。

『盆休みが明けて早々の土曜から、博はか多たの都市開発の件で二泊三日の出張の予定があるんだ。現地調査と打ち合わせ、それから接待も入っていてな。しかし俺の足はこの通りだから、維心、お前が代わりに行ってくれないか？　向こうの担当者は、息子さんにぜひお会いしたいと言ってくれているんだ』

　現在、桐ケ谷エステートは関東を中心に事業を展開しているが、ここ数年で西日本にも事業を拡大している。その一環で博多に土地を購入し、地元の企業と共同で行う都市開発プロジェクトに着手しようとしているところだ。その件で、父は現地を訪れる予定だったらしい。

『ああ、構わない。後で詳細をメールしておいてくれ』

　将来的に父のポジションを目指している俺は、営業部長としての管理業務の他に、次期社長としての仕事がこうして舞い込むこともしばしばだ。せっかくだから、福ふく岡おかで新たな人脈を築き、実りある出張にしてこよう。レストランで父に依頼されたその時は、そんなふうにポジティブに受け止めていたのだが。

「二泊三日……」

　悠里は約七日間で生理が終わると言っていた。最短で抱けるとしたら、翌日の土曜日。しかし、その日の朝から俺は博多に出かけ、向こうに二泊する。月曜も、どんなに早く帰ってきたって悠里は十八時まで会社だ。

　つまりその日の夜まで、悠里に触れられないということか……。そこまで思い至ると、思わず深いため息がこぼれた。

　恋人のいなかったここ十年で、性欲などすっかり枯れたと思っていたのに。悠里に恋をしてから、一気に欲深い男になってしまったらしい。

　これから一週間と数日……毎晩、修行僧のような心持ちで過ごすしかないな。

　煩悩退散、と心の内で呟き、俺はシャワーを浴びるため部屋を出た。










恋情が募って、あふれて




　維心さんからの旅行の提案は、意外だったけれどうれしかった。

　だって、私が生理中だとわかっていて誘うってことは、目的は子作りじゃない。純粋に夫婦で旅行を楽しもうって、言ってもらえた気がしたのだ。

　だけど……。

『悠里の生理が明けるまでの間は……別々のベッドで寝てもらえないだろうか』

　まるで冷や水を浴びせるような彼の発言で、浮かれていた気分は一気に落ち込んだ。

　旅行には誘って、一緒のベッドに入るなというのは、どういう心境なんだろう。

　本当は自分ひとりで別荘に行って息抜きがしたかったけれど、妻に声をかけないわけにもいかない。

　だからといって生理中で抱けない妻とは、隣で寝たくもないってこと？

　その日、ひとりで自分のベッドに横になった私は、モヤモヤとした感情に心を占領され、なかなか眠りにつけなかった。深夜になってようやく浅い睡眠を何度か繰り返したけれど、結局ちゃんと眠ることができず、喉の渇きを覚えてのそりとベッドを抜け出した。スマホで時間を見たら午前三時過ぎ。朝までどう時間を潰つぶすか考えると憂ゆう鬱うつになった。

「あれ？　電気……」

　暗い廊下を進むと、リビングダイニングに続くドアから明かりが漏れていた。

　こんな時間に維心さんは起きていないだろうし、消し忘れ？

　それともまさか幽霊？

　怖い話は苦手なので、きっと消し忘れだろうと自分に言い聞かせ、そうっとドアを開けて中を覗く。するとソファに座る維心さんの背中が見え、なんだ、起きていたんだとホッと胸を撫で下ろした瞬間。

「……博多に？　偶然だな」

　その声にビクッとして、室内に入るのをためらう。よく見ると彼はスマホを耳にあて、電話中のようだ。

　こんな時間に誰と？

　博多という言葉が聞こえたから、お父様の代わりに行く出張の件？

　私はドアを半開きにしたままその場に立ち尽くし、つい彼の話に耳をそばだてる。

「ああ、接待は一日目の夜だから、二日目の夜は時間がある。美み久くは？」

　どう考えても女性の名前である〝美久〟という単語を彼が発した瞬間、胸がねじれたように痛くなった。彼の口から、自分以外の女性が呼び捨てにされるのを聞くのは初めてだ。ねえ維心さん、美久さんって……誰？

「じゃあ、その時食事でもしながら話そう。美久はいい加減にもう寝ろ」

　維心さんの口調には、親しい相手と話す時のぞんざいな雰囲気と、優しさが滲んでいた。

　しかも、彼女と食事をする約束をしたようだ。わざわざ遠く離れた、博多の地で。

「ああ、おやすみ。またな」

　彼がスマホを耳から離した瞬間、私は音を立てないようにドアを閉め、そっと自室に戻った。ベッドに倒れ込み、今しがた聞いたばかりの維心さんの優しい声に、目頭を熱くする。

　維心さんは、博多で美久さんという女性と会い、食事をする。話し方から察するに、仕事関係の人ではなさそうだ。……そして、こんな真夜中に電話をしなければならない相手。

　浮気、というふた文字が脳裏をかすめ、けれどその言葉は適当でないと思い直す。

　そもそも本気で愛されていない私が、浮気だと騒ぐのはお門違いだ。むしろ美久さんの方が本気かもしれない。私なんて差し出す体がなければ同じベッドにも寝かせてもらえない、哀れな名ばかりの妻なのだから。

　冷めたようにそう思っても、瞳からは勝手に涙があふれ、枕を濡らしていく。

　結婚していて、同じ家に住んで、キスだってセックスだってしているのに……手の届かない存在だと思って片想いしていたあの頃より、どうして切ないの。

「ひっ……ぅ」

　思わず嗚お咽えつが漏れ、肩が震える。

　軽井沢なんて、行かない。行きたくない。これ以上、惨めになりたくない。

　駄々っ子のようにそう思い泣き続けているうちに、私は眠りに落ちていた。




「悠里。起きてるか？　もう十一時だが……」

　軽いノックの音とともに、ドアの外からそんな声がした。

　十一時？　私、そんなに寝ていたの？　それにしては体がやけに重い……。

「開けるぞ？」

　私が返事をする前に、維心さんがそう言って部屋に入ってくる。せめて上半身を起こそうと思うのに、節々が痛くて力が入らない。おかしいなと思っていると、おでこに維心さんの手のひらがあてられた。

「熱がありそうだな。体温計を持ってくる」

　えっ、熱……？　ぼんやりと自分の身に起きていることをかみ砕いているうちに、維心さんは看病の準備をして部屋に戻ってきた。

　彼は私の頭を軽く持ち上げ、普通の枕をタオル地のカバーをかけた水枕に入れ替え、体温計をわきの下に入れた。検温が終わるまでの間、固く絞ったタオルで、額や首に浮かんだ汗を優しく拭ってくれる。

　随分昔に母にそうしてもらって以来、誰かに看病されるなんて久しぶり。体はつらいけれど、すごく安らかな気持ち……。

　その時、ピピピッと体温計が音を立て、維心さんが表示された数字を確認する。

「七度八分か。朝でこれだと、さらに上がりそうだな」

「ごめんなさい……あの、軽井沢」

「なにを謝る必要がある。きっと疲れがたまっていたんだ、ゆっくり休むといい。別荘ならいつでも行ける」

　維心さんはそう言うと、「寒くないか？」と聞きながら、冷房の温度を調整してくれる。それから、ペットボトルの水にストローを刺して持ってきてくれたり、水枕の氷を変えてくれたり。せっせと看病してくれる姿に申し訳ない思いが湧く反面、その優しさに懲りずに胸はときめきを覚え、夜中に見た電話のシーンは夢だったかのように思えてくる。

「病院はどうする？　今日は日曜だから、明日の朝、体調をみて行くか」

「はい。そうします」

「じゃ、俺はリビングにいる。なにか欲しいものがあったら、スマホで呼んでくれ」

　ベッドのふちに腰かけ、私の頭をそっと撫でていた彼が、そう言って立ち上がる。私はとっさにだるい体を起こし、維心さんの腕を掴んだ。

「どうした？」

「私が眠るまで、ここにいてくれませんか？」

　口をついて出たのは、まるで子どもみたいなワガママ。普段だったら絶対に言えないのに、今日の優しい維心さんに甘えたくなってしまった。たとえその優しさが病気の間だけのものだったとしても……今だけは、愛されている錯覚に浸りたい。

「わかった。椅子を持ってくるから、少し待って」

　維心さんはそっと私の手を解き、部屋の隅のナチュラルな木製デスクの前に置かれた椅子をベッドのすぐ傍らに運んだ。そこに腰を下ろして私の手を取ると、布団の上でギュッと握る。

「これで心細くないか？」

　凛り々りしいアーモンドアイを穏やかに細め、維心さんが微笑む。自分で望んだことだけれど、想像以上にうれしくて胸が詰まって、私はなにも言わずにこくりと頷いた。起こしていた体をのそのそ動かしてベッドの中に戻し、維心さんの手を握ったまま目を閉じる。

　病気が治っても、維心さんの態度がこのままだったらいいのにな。こんな幸せを知ってしまったら、体だけを求められる元の生活に戻るのが怖い。いっそ、このまま熱が下がらなければ――。

　不毛な思考が波のようにいったりきたりして、十分ほど経った頃だろうか。徐々に意識を失いかけていた中で、私の手を握る維心さんの手に微かな力がこもった。

　なんだろう、と思っているうちに衣擦れの音がして、閉じているまぶたの向こうが暗くなる。

　維心さんの気配をすぐそばに感じ、彼の香りや体温を鼻先に感じる。その瞬間、ふわりと、唇にやわらかな熱が触れた。もうすっかり覚えてしまった甘い感触……彼の唇だ。

　これは夢？　そうだよね、夢に違いない。

　だって、維心さんにとっては、キスすら子作りの過程の一部。生理中である上、熱を出して臥ふせっている私にそうする道理はない。

　でも、幸せな夢だ。……残酷なくらい、幸せ。

　じわり、閉じている目のふちに涙が滲むのを感じていると、維心さんの唇がゆっくり離れていく。それでも握られている手の感触は消えず、私はその温もりに縋り、もう一度彼に口づけされる夢が見たいと切に願いながら、深い眠りに落ちていった。




　その日は一日中熱が続いたけれど、翌日の月曜は平熱に落ち着いた。念のため維心さんがネットで調べてくれた評判のよい内科クリニックを受診したけれど、『夏風邪かなぁ』なんてぼんやりした診断しか得られず、同行した維心さんは不満そうだった。

「あの医者、ヤブ医者ではないだろうか。原因不明の発熱なら、もっと大きな病院で精密検査をすべきでないのか？」

　帰宅途中の車内でも、維心さんは納得できない様子でブツブツ言っている。

　心配してくれるのはうれしいけれど、ヤブ医者はちょっと言いすぎだ。

「今はもう元気なんですから、わざわざ大ごとにすることないですよ」

「まぁ、それもそうか。しかし悠里、本当にもうなんともないのか？」

「はい、維心さんが看病してくださったおかげです」

　ニコッと微笑むと、維心さんもやわらかい笑みを返してくれる。昨日は〝このまま熱が下がらなければいい〟なんて投げやりにもなったけれど、今の維心さんの笑顔を見たら、治ってよかったなと、素直に思えた。

　そうこうしているうちに車はマンションのエントランスに到着した。車を降りるといつものようにコンシェルジュに車のキーを託し、エレベーターホールへ向かう。

「悠里の体調に問題がないようなら……」

　エレベーターを待つ間、維心さんがふと口を開く。言葉の先を促すように彼を見上げると、少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた彼と目が合う。

「明日から一泊だけでも、行くか？　軽井沢」

「えっ？」

「楽しみにしていただろう。どうする？　俺はどちらでも――」

「い、行きます！　絶対に行きます！」

　まさか、もう一度誘ってもらえるなんて思ってもみなかった。つい興奮して返事をした私を、維心さんがクスクスと笑う。ああ、失敗。子どもっぽいと思われたかな。

「じゃあ、決まりだな」

「はい、ぜひ。……でもひとつだけ」

　その時、到着したエレベーターの扉が開いたので、一旦会話が途切れてふたりで乗り込む。維心さんは最上階のボタンを押した後、斜め後ろに立つ私を振り返った。

「ひとつだけ、の続きは？」

　どうしよう。昨日ずっと優しく看病されたせいか、私、ちょっと積極的になろうとしてる。いつも飲み込んでいた本音をぶつけてみたいって思ってる。

　きゅ、と唇を噛んで覚悟を決めた私は、維心さんを見上げて告げる。

「ひとつだけ、お願いがあります。軽井沢で過ごす夜だけでいいので……同じベッドに入れてもらえませんか？」

　彼も承知の通り、今の私に子作りはできない。

　それでも、彼と寄り添って眠りたいのだ。ひと晩中、彼の体温を感じたいのだ。

「ああ、わかった。明日は一緒のベッドで眠ろう」

　拒否されたらどうしようと思っていたけれど、維心さんはあっさり承知してくれた。

　私が病み上がりだから、気を使ってくれたのかな。ついそんなネガティブな思いにとらわれて、小さく首を横に振る。

　理由なんてどうだっていい。明日は、思い切り維心さんとの時間を楽しもう。

　心の中に巣くう不安に蓋をして、ついでに〝美久さん〟についての記憶にも蓋をして。私は彼との初めての旅行に期待し高鳴る胸の音だけに、耳を澄ませようと決めた。




　翌日、朝早くに家を出た私たちは、昼前に軽井沢に到着した。

　彼の別荘は、店が建ち並ぶ賑やかな軽井沢の街並みを抜けた先の、静かな森の中にあった。えんじ色の屋根に、落ち着いた色味のレンガを使った外壁、二階にはお洒落な形の出窓のある、ヨーロピアン調の建物だ。

　車の窓から建物を眺めていると、維心さんが広々とした草原の脇、砂利が敷かれたスペースに車を停める。私はすぐにドアから外に出て、長いドライブで固まった体をほぐすように大きく伸びをした。

　澄んだ空気は心地よい冷たさだ。風が吹くたびに周囲の木立が枝をサラサラ揺らし、木漏れ日の角度が変わる。東京では聞いたことのない鳥や虫の鳴き声、近くを流れる小川のせせらぎも聞こえる。

「ここに立っているだけで、体の内側から綺麗になっていくみたいですね」

「気に入ってくれたようでよかった。とりあえず、中へ入ろう」

　車のトランクを開けた彼から、自分のキャリーケースを受け取る。維心さんはそれよりひと回り大きなキャリーケースを引き、私を先導した。

　玄関の鍵を開けた彼に続いて中に入ると、新築物件のような胸のすく木の香りがした。目の前には二階へ続く階段と、その奥にいくつかのドアが見える。

「寝室は二階だ。ふたつある部屋の、広い方。荷物は俺が運んでおくから、リビングで寛ぐといい。そのドアの向こうだ」

「すみません、お願いします」

　お言葉に甘えて、示されたドアの中へ入る。そこは広いＬＤＫで、クラシックで高級感のある家具ばかりが置かれていた。

　飴あめ色いろの木製テーブルや飾り棚、背面や脚に彫刻の施された、花柄のカウチソファとお揃いのオットマン、猫足のダイニングセット。頭上のシャンデリアもゴージャスで、まるで宮廷の一室にいるよう。

　キッチンを覗いたら、管理人さんが用意してくれたのであろう立派なティーセットとダージリンの茶葉の缶、角砂糖とポーションミルク一式が花柄のトレーに置いてあった。

　維心さんが下りてくるまでにお茶を淹いれておこうかな。棚からやかんを探し、お湯を沸かした。

　茶葉を入れたポットに沸騰した湯を注ぎ、すぐに蓋をして蒸らす。二分半ほど経ったら軽く中をかき混ぜ、綺麗な黄金色になった紅茶を真っ白なティーカップに注いだ。

　ちょうどその時、ドアが開いて維心さんがやってくる。

「紅茶を淹れてくれたのか。ありがとう。いい香りがするな」

「お砂糖とミルクはいりますか？」

「いや、ストレートでいい」

　美味しそうな紅茶なので私もそのまま飲もうと決め、角砂糖とミルクはトレーから下ろし、ダイニングテーブルに紅茶を運んだ。

　維心さんの向かいに座って、カップに口をつける。香り高い味わいにうっとりしつつ窓の外を眺め、しみじみと寛いだ気持ちになる。

「来てよかったです、軽井沢」

「感想を言うにはまだ早くないか？　さっき到着したばかりで、軽井沢にゆかりがあるわけでもない紅茶を飲んでひと息ついているだけなのに」

　維心さんはそう言って笑うけれど、そんなに変な発言をしたつもりはない。

　私にとっては、ここへ来るまでのドライブで見た景色、交わした会話、サービスエリアで食べたソフトクリームの味。今こうして維心さんと共有している時間の全部が、大切な思い出だから。……と、正直に打ち明けられたら楽なのだけれど。

　私はカップを持つと少量の紅茶を口に含み、本音と一緒にごくりと飲み込んだ。

「そっか、そうですよね。まだまだこれから楽しいことが待ってますよね。ちなみにこの後はどちらへ行く予定なんですか？」

「散歩がてら旧きゅう軽かる銀ぎん座ざまで歩いて、色々食べ歩きしたいと思っている。それから、神社に行って子宝祈願をしよう。時間があれば、有名な滝も見に行きたい」

　子宝祈願……。私はため息がこぼれそうになったのを、なんとかこらえた。

　維心さんは、私を天国から地獄へ突き落とすのが本当に上手だ。いつもその落差に振り回されて、傷付いて……なのに結局嫌いになれず、また彼の言葉に一喜一憂する堂々巡り。

　でも、旅行中くらいは鬱々しないで笑顔でいよう。

「楽しみです、どれも全部」

「じゃ、これを飲んだら出かけよう」

　外に出ると、維心さんはさりげなく私の手を取って繋いだ。

「この時期の軽井沢は人が多いから、はぐれないように」

　特別な意味はないと釘を刺すかのように手を繋いだ理由を説明され、「はい」と神妙に頷く。それでも、繋いだ手から伝わる温もりが心臓にまで伝わり、否応なく鼓動は速まる。

　またひとつ、大切な思い出が増えちゃった……。

　人知れずじりじりと胸を焦がしながら、彼に手を引かれるまま大人しく歩いた。

「パンのいい香りがする……」

「この通りはパン屋の宝庫だからな。人気店はいくつもあるが、俺のオススメは……」

　旧軽銀座に到着すると、維心さんは道の両側に並んだ店のうち、赤い屋根とフランスパンの形をした看板が目を引くパン屋さんに私を連れていった。店内に一歩入ると、小麦やバター、焦がした砂糖などの香りが重なり合って、息をするだけで幸福な気分になる。

　ガラスケースの中には数十種類のパンが所狭しと並んでいて、【軽井沢限定！】【信しん州しゅう産赤ワイン使用】などと書かれた魅力的なポップとともに、客を誘惑してくる。

「どうしましょう維心さん、ひとつに決められる気がしませんが」

「気持ちはわかるが、パンだけでお腹いっぱいになったら困るだろう。ふたりでひとつずつ買って、半分ずつ食べるか？」

「はい、ぜひ！」

　手を繋いだ後は、パンを仲よく半分こして食べる。こんなにデートらしいデートができるなんて、思ってもみなかったな。自然と口元が緩んでしまうのを隠しきれず、私は終始ニコニコしながらパンを選んだ。

「あっ……失敗」

　その後、購入したパンを手に店先に出て、自分で選んだカレーパンを半分こしようとした私は、思わず情けない声を出した。もちっと弾力のある生地がうまく半分に割れてくれず、ふたつの大きさが不平等になってしまったのだ。

「俺はこっちでいいよ」

　ふっと笑った彼がそう言ったかと思うと、私が右手に持つ小さい方のカレーパンに顔を近付けて、そのままパクッとかぶりついた。

「うん、うまいなこのカレーソース。ほどよく辛くて」

　思わずドキッとして、パンを咀嚼する彼の顔をまじまじと見てしまう。カレーパンの油で唇がてらてら光っているのが、なんとも野性的で色っぽい。

　対照的に、パンを食べ終わり紙ナプキンで口元を拭う所作には、育ちのよさと品がある。悔しいけれど結局、私はどんな維心さんでもカッコよく見えてしまうのだ。

　恋愛特有の甘い敗北感に苛さいなまれつつ、もさもさと大きなカレーパンを口に運ぶ。

「ホントだ、美味しい」

「こっちも悪くないぞ、クルミとクリームチーズ」

　維心さんはもうひとつのパンを齧かじってそう言うと、そのままパクパクと食べ進め、ちょうど半分くらいになったところで、食べかけを私の口元に差し出した。

「えっ？」

「悠里の分。手でちぎったらうまく半分にできないって、きみがさっき証明しただろ」

「あ、ありがとうございます」

　慌てて受け取ろうとしたら、その手はスルーされて、パンをギュッと口に押しつけられた。

　彼の手から直接食べるなんて。しかも維心さんの食べかけをそのままなんて。

　いつもはそれ以上に恥ずかしいことをしているのに、なぜかこんな間接キス程度で照れくさい。

　頬に熱が広がるのを感じつつ、口を開けてひと口パンを齧ると、維心さんが「どうだ？」と聞いてくる。

「美味しい……です」

　嘘だ。恥ずかしさで、本当は味なんかよくわからない。

「よかった。さて、パンを食べたらコーヒーが飲みたくなったな。あっちに喫茶店がある。行ってみよう」

　歩きだすと決まったら、維心さんはとても自然な動作で再び私の手を握る。

　指を絡めるまではしないけれど、時々彼の武骨な親指がすり、と私の手をさするので、ドキドキして仕方がない。

　浮かれすぎたら後で痛い目を見るのは自分。いつも言い聞かせているその言葉に、今日ばかりはあまり効果がない気がした。




　食べ歩きでお腹がいっぱいになると、私たちは徒歩で森に囲まれた神社に移動した。

　苔こけむした石の鳥居や参道の両側に鎮座する狛こま犬いぬに神秘的なパワーを感じつつ、奥へ進む。

　本殿の前には数組の参拝客が並んでいて、私たちも列の最後尾についた。

　順番が近付く前にバッグから財布を出して、お賽さい銭せんを握る。次第に列が進み、ふたりで本殿の前に立った。お賽銭を入れ、深く二礼、それから二回拍手。目を閉じ、私の願い事を神様に伝え、最後にまた礼をした。

　手を繋いで参道を引き返す道すがら、私は彼が宣言通りに子宝祈願をしたのかどうか気になった。なぜなら私自身が、別の願い事をしたからだ。しかしそのことは隠したまま、軽い調子で彼に尋ねる。

「維心さん、ちゃんと子宝祈願しましたか？」

「ん？　それは、悠里次第だな」

「私次第？」

　どういう意味だろう。

　怪訝な目で彼を見上げると、維心さんは少し照れくさそうに笑った。

「お参りの時、先に両手を合わせて目を閉じたきみの横顔があまりに真剣だったから、俺はこう願ったんだ。〝悠里の願いが叶いますように〟って」

「え……？」

「子宝祈願でも、そうでなくても。俺の分まで願いが上乗せされてるんだ。神様もきっと聞き届けてくれる」

　穏やかな笑みでそう言った彼に、私は笑顔も感謝の言葉も返すことができなかった。

　だって私は、子宝祈願をしていないどころか、『維心さんに愛されますように』と、自分本位に願っただけだ。そこに彼の願いをプラスしたとしても、きっと神様は困るだろう。この男にその気がないのに、叶えられるはずないだろうって。

「まだ時間がありそうだな。一度別荘に車を取りに行くか。ドライブしながら滝に向かって、どこかで夕食を食べて帰ろう。帰ってからのお楽しみも用意してあるんだ。……悠里？　疲れたか？」

　鳥居を出たところで維心さんが足を止め、俯きがちに歩いていた私の顔を覗く。我に返った私はパッと顔を上げ、無理やり口角を上げた。

　旅行の間は鬱々しない。自分で決めたことだ。夕食はなにを食べるのかな。帰ってからのお楽しみってなんだろう。

　ワクワクするでしょ？　もっと笑え。はしゃげ、悠里。

「まだまだ全然疲れてません。そうだ、別荘まで走りましょうか、よーいどんで」

「ちょっ……と待て。いくらなんでも、十も若いきみに勝てる気は」

「よーい、どん！」

　自分を奮い立たせるように、私は前にまっすぐ続いている道を走りだす。

　軽井沢の爽やかな空気を吸い込んで、なにも考えず、前へ前へ。

　けれど、途中でビュン、と風を切る音とともに維心さんに追い抜かれてしまった。

　少し先で止まった彼は、肩で息をしながらもうれしそうにガッツポーズをする。かと思うとこちらを向いて両手を広げ、スピードを落としながら追いついた私の体を、人目も憚らず抱きしめた。

　走ったせいなのか維心さんのせいなのか、鼓動が乱れてうるさい。

「まったく、きみは時々、予想外の言動をする」

「ごめんなさい……」

　急に走りだすなんて、謎の行動をしたのだ。呆れられても仕方がない。

「謝れとは言ってない。ただ、放っておけないなと思っただけだ。時々こうして抱きしめて、俺のそばにいろって、言い聞かせたくなる」

「維心さん……」

　甘い声音に、優しく胸が鳴る。このまま時間が止まればいいのに。そう思って、おずおず彼の背中に両手を添えようとすると、彼はパッと体を離した。

「さ、早く車を取りに行かないと暗くなってしまう。歩こうか」

「は、はい」

　もうちょっと、抱き合っていたかったのにな……。

　寂しさから俯き気味に彼の隣を歩きだすと、まるで私の心を見透かしたかのように維心さんは優しく私の手を取り、指を絡ませて握った。

　それから、ゴホンと咳払いする。

「俺だって離したくはなかったが……道行く人々の注目を浴びていたからな」

　ボソボソと照れくさそうに語った彼。よく見ると、耳のふちが赤くなっている。

　なにそれ、ずるいです、言葉も、照れ方も。

　きゅう、と胸が縮んで、恋心がまたひと回りもふた回りも成長する。

　なんだか、今日の維心さんになら、私……。

　繋いだ手にギュッと力を込め、彼の横顔を見上げた。

　視線に気付いた彼が「ん？」と首を傾げる。私は「なんでもないです」と笑って、まっすぐ前を向いた。

　私、今日の維心さんになら、『好きです』って、伝えられる気がする。

　滝を見て、ご飯を食べて帰ってきたら、言おう。自分の気持ち。だって、もう心からあふれてしまいそうなほどなんだもの。その後夫婦の関係がどうなるのかはわからないけれど……もう、隠しておけないよ。










不安定な心




　滝のそばは市街地よりもさらに涼しく、薄手の長袖しか着ていなかった私に、維心さんは自分の上着を貸してくれた。彼の優しさと、上着の温もり、襟えり元から漂う愛しい香りに包まれていると、ますます私の覚悟は強くなった。滝の水滴を含む、ひんやりとした空気を吸い込んでも、胸の熱さは消えない

　今夜、維心さんに告白する。それはもう決定事項になりつつあった。

　そればかりに気を取られていたので、夕食を取るために立ち寄ったレストランのジビエ料理の味はよく覚えていない。それでも帰りの車では『美味しかったですね』と話を合わせ、明日の朝食の買い物をしてから午後九時頃別荘に帰ってきた。

　告白のタイミングはどうしよう。シャワーを浴びて寝る前がいいかな。

　そんな算段をしながら、寝室に置いてあるキャリーケースから着替えや化粧道具などを取り出していたその時、ドアがノックされた。

「悠里、入るぞ」

「はい、どうぞ」

　そう言って、ドアから入ってきた維心さんを振り返る。彼はゆっくり近付いてきて、私の手元を覗く。

「風呂の準備はまだ早いぞ」

「えっ？」

　彼はなぜか意味深に微笑んで、後ろ手に隠していたものをパッと私の前に見せた。

　赤の四角いパッケージには、派手な黄色の文字で【花火セット】と書いてある。

「帰ってからもお楽しみがあると言っただろ？」

「わぁ、花火……！」

　思わず笑顔になった私を見て、維心さんも笑みを深める。まさか、そんなものまで用意してくれていたなんて……。

　私は告白の件を一旦頭の隅へ追いやり、維心さんとともに外に出た。

　風は静かで、昼間とは違う虫の声が聞こえる。頭上には満天の星が広がっていた。

「花火、小学生以来かもしれません」

「俺もだ。よく玄心とふたりで手持ち花火を振り回して、両親に怒られたよ」

　花火を開封し、ろうそくに火をつけながら維心さんが語った。揺らめく炎に照らされた凛々しい横顔に、本日何度目かわからないときめきを覚える。

「維心さんにもそんなわんぱくな頃があったんですね。今の姿からは想像できません」

「今の俺が手持ち花火を振り回してはしゃいでいたら、警察に通報されるだろ」

「そういう意味じゃありませんよ」

　クスクス笑う私に、維心さんが手持ち花火を一本渡してくれる。屈んで火を点けると、先端から勢いよく炎が吹き出し、辺りが一気に明るくなった。

　維心さんも別の花火に火を点け、私の隣に並ぶ。私のは、次々に炎の色が変わるタイプ。維心さんのは、オレンジ色の火花が散るタイプの花火だった。

「ふふっ。綺麗」

「本当だな。つい見入ってしまう」

　言葉数は少なくても、ふたりで花火をしながら時たま視線を合わせて微笑み合う。それだけのことが本当に幸せで、愛おしい時間だった。




　何十本もあったはずの花火はあっという間になくなり、残りは線香花火だけになった。ろうそくのそばにふたりでしゃがんで火を点け、ジジ……と音を立てながら丸くなる線香花火の先端を見つめる。

「俺の方が大きい玉じゃないか？」

「大きいのはすぐ落ちますよ」

「負け惜しみか？」

「そんなことないです。見ててください」

　すっかり童心に返っている私たちは、ささやかな勝負に神経を集中させる。

　ぱちぱちと音を立てて繊細な火花が散り、花のように大きく成長する。それがやがて細い光となって、花びらのように儚く散り……。

「あっ」

「落ちた。……同時だったな、ほとんど」

　終わってしまうと呆気ない。ふたりで次の線香花火に火を点け、今度はとくに競争をせず、オレンジ色に輝く小さな光の玉を見つめる。

「あの、維心さん」

「うん？」

　本当は眠る前という計画だったけれど、今がその時のような気がしてきた。

　静かで、ゆっくり話ができるシチュエーション。花火をしながらなんて、ロマンチックだし。そんなことを思っていると次第に自分の鼓動が大きくなり、線香花火を持つ手がぶれる。

「……手が震えてる。そんなに花火に本気にならなくても」

　維心さんが軽く笑って、花火を持ってない方の手で私の手を包み込む。その瞬間、ドキッと大きく鼓動が脈打ち、手元が狂って結局ふたりとも火の玉が落ちてしまった。

　ダメだ。花火どころじゃない……。私はすう、と息を吸って、彼の瞳を覗く。

「維心さん、大事なお話が――」

　私がそう言いかけた直後、彼の着ているシャツの胸ポケットでスマホのバイブが短く鳴った。維心さんは無視していたけれど、その音で張りつめていた気持ちが緩んだ私は、急に恥ずかしくなって、愛想笑いを浮かべる。

「ス、スマホ鳴りましたよ」

「ああ。しかし悠里の話は？」

「いえ、やっぱり後にしようかなって」

「いいのか？」

　私が頷くと、維心さんは胸ポケットのスマホを取り出して通知を確認する。なにげなくその姿を見つめていたら、私はいくつか溜まった通知の一番上に表示されているメッセージの差出人が【美久】であることに気付いてしまった。

　心臓がさっきまでとは違う、重たく嫌な音を奏でる。

　維心さんは、美久さんという女性と電話だけでなくメッセージのやり取りもしているの？　いったい、どんな内容を？

　見ちゃいけないと思うのに、すぐ隣で維心さんがまさに彼女のメッセージの通知をタップし、トーク画面を表示する、その一部始終を目で追ってしまう。彼自身、隠すそぶりもない。

　別に、私に見られても構わない内容ってこと……？　せめてもの救いのつもりでそんなことを思いつつ、おそるおそる画面に焦点を合わせた。

【夜中に電話してごめんね。でもよかった、久々に維心くんに会えそうで】

　画面上部に見えたメッセージはそれだった。例の電話の後に送られたものだろう。

　維心さんが彼女を呼び捨てにしていたのはこの耳で聞いたけれど、彼女の方はそんな呼び方をしているんだ。維心くん……なんだかここにいる彼とは別の人みたい。

　ギュッと痛む胸に耐えながら、今度は最新のトークを見て……私はすぐに後悔した。

【博多の夜、楽しもうね♡】

　ついさっき届いたと思われるその意味深な一文を目にした瞬間、目の前が真っ暗になった。今日一日の間に積み上げてきた私のささやかな幸せが、ガラガラと音を立てて崩れていく。

　私は平静を装って立ち上がり、声が震えないよう注意しながら、必死でこの場から逃れる言い訳を探す。

「維心さん、ごめんなさい。生理痛がぶりかえしてきたので、先にシャワーを浴びて休んでもいいですか？」

「大丈夫か？　ずっと外の風にあたっていたのがよくなかったか……病み上がりなのに、悪いことをした」

　こんな風に優しくしてくれる理由も、わかっちゃったよ。

　美久さんと久しぶりに博多で会って、楽しい夜を過ごせるから……それまで妻の機嫌を取るくらい、朝飯前なんだ。なんだ、そういうことか。よかった、告白なんて馬鹿みたいな真似しないで。

「気にしないでください。でも、ベッドはやっぱり別々にしましょう？　生理痛の時は、ひとりの方が気楽なので」

「……ああ、悠里の体が第一だ。きみがゆっくり休める方にしてくれて構わない」

「ありがとうございます。じゃ、すみませんが片付けお願いします」

　早口で言って、タタッと別荘の玄関へ走る。もどかしく靴を脱いで、階段を上がって、寝室から荷物を引っ張ってくると、隣のゲストルームに飛び込んで鍵をかけた。

　ようやく気が緩んだ私は、ドアに背を預けながらずるずると床に崩れ落ちた。

　泣いたら余計に惨めになるから泣きたくない。そう思うのに、両目から大量の涙がだらだらとこぼれる。

　お願いだから、美久さんに会わないで。あなたは私の夫でしょう？

　一般的な夫婦なら当然認められるであろうそんな主張は、私たちの間には通用しない。維心さんが外でなにをしようと、私は家で彼の帰りを待ち、求められたら体を差し出し、子作りに応じる。

　そしていつの日か妊娠したら、私個人の価値なんてきっとなくなって、今度は桐ケ谷家の跡継ぎを育てるマシーンと化するのだ。

　維心さんのそばにいたいがために、そういう結婚を選んだのは自分自身だ。

「自業自得……か」

　涙を流しながら自嘲しても、胸の痛みは引かない。心臓に刺さった見えないナイフが、どうしたら抜けるのかわからない。きっと、たくさんの血が滴り落ちているのに。私の中の、大切ななにかを奪いながら。

　暗い部屋で呆然と想像の世界に身を置いていると、やがて維心さんがやってきて、ドアをノックした。思わずどきりとして、息を殺す。

「悠里、具合はどうだ？」

　私は返事をしなかった。たとえドア越しにでも、彼と話せる状態じゃない。

「入るぞ？」

　維心さんはそう言ってドアノブを回したけれど、鍵がかかっているので開かない。そのうち私が寝ていると思ったのか、維心さんが部屋の前から離れていく足音がした。よかった。今夜はこれで彼と顔を合わせずに済む。

　しかし、単にこの場をしのいだだけだ。明日からはどうしよう……。

　なにもない真っ暗な宙を見つめ、私は途方に暮れた。




　ひと晩眠れない夜を過ごして結局私が選んだのは、今まで通りの態度で彼と接することだった。

　朝方、彼が起き出す前にシャワーを浴び、腫れた目元をごまかすメイクを施す。それからトーストとソーセージ、目玉焼きという簡単な朝食を作って、彼に振る舞った。

　維心さんは元気そうな私の姿に安あん堵どした様子で、演技だとバレずに済んで私の方こそホッとした。

　正直、笑顔を作るのは大変な労力だし、気を抜くと目の奥に熱いものが込み上げる。

　それでも今日一日を耐え抜けば、明日からは会社が始まる。仕事をしていれば少し気も紛れるだろう。頑張れ。頑張れ。そう自分を鼓舞しながら、二日目の観光に出かけた。

　その日は大型ショッピングモールを訪れて、維心さんの服を身立てたり会社用のお土産をふたりで相談しながら選んだりした。

　胸が軋む音は知らんぷりをして、笑顔の仮面を貼りつけて。

　そして努力の甲か斐いあって、私は彼に旅行を楽しんでいると思わせることに成功したまま、東京に帰ってきたのだった。




　日頃から多忙な維心さんは、お盆休み中も私の看病や旅行で忙しなかったせいか、帰宅してシャワーを浴びるとソファで眠ってしまった。私の力で体の大きな彼をベッドまで運ぶのはさすがに無理なので、そのまま寝かせてあげるしかない。

　維心さんの体をタオルケットで覆い、私は彼のそばにしゃがむ。そして、目を閉じていても気品のある、彫刻のように整った顔立ちをジッと眺めた。

　あんなことがあった後なのに、見つめているだけでこの人が愛おしい。私はどうしたらあなたのことが嫌いになれるんだろう。昨日からそればかりずっと考えているけれど、まだ答えは出ない。

「おやすみなさい、維心さん」

　微かな声で呟き、彼の唇にキスを落とした。そっと唇を離した瞬間、彼の頬にぽたりと透明な滴が落ちて、自分が泣いていることに気付く。慌ててその滴を拭って立ち上がり、私は部屋の照明を消した。




「早坂、ここ数字が違ってるぞ」

「す、すみません……！　すぐに直します！」

　お盆休みが明け待ち望んでいた平日がやってきたが、私は不調だった。課長から受け取った書類を手に、そそくさと自分のデスクに戻る。今日は朝からつまらないミスが多く、そんな自分が情けない。

　家では引き続き、維心さんと普通に接している。私がまだ生理中なのでもちろん夫婦生活はないけれど、今の精神状態ではそれがちょうどいい感じだ。

　気を取り直してパソコンに向かい、注意深く書類の修正をする。再度課長に提出して判をもらったら、また別の事務作業に取りかかる。

　私の仕事はだいたいが繰り返しの単純作業。だからこそ、気を抜くとつい週末の維心さんの出張が頭に浮かんでしまい、落ち込んで手が止まる。そんなことを幾度か繰り返しているうちに、お昼の時間になった。

　食欲、わかないな……。このまま仕事していようかな。

　腕時計を一瞥し、ぼんやりそう思っていた時だ。トントン、と誰かに肩を叩かれたので振り返る。

「早坂。昼飯、外で一緒にどう？」

　そこにいたのは、コンビニのレジ袋を片手に掲げた元木くん。公園かどこかで一緒に食べようという意味らしい。

　外は暑そうだけれど、なんとなく気晴らしになりそうかも。私はそう思って頷いた。




「わ～、ここだけなんか涼しいね」

「だろ？　営業回ってる時に見つけたんだ。俺の穴場」

　元木くんが連れてきてくれたのは、川沿いに整備された公園だった。

　川に臨むベンチは木陰になっていて、水辺から吹いてくる風は生ぬるいものの、それなりに心地いい。

　ふたりでベンチに座り、間に置いたレジ袋を元木くんがガサガサあさる。

「なんか早坂、しょぼくれた顔してたからさ、こんなんどうよ」

　彼が取り出したのは、私の手のひらからはみ出そうな大きさの【特大唐揚げマヨおにぎり】。

　いかにも高カロリーそうなそのチョイスに、思わず噴き出してしまう。

「すっごいパワー出そう。そして太りそう」

「あっ。そういうこと言うヤツにはあげません」

「嘘、やだやだ、ちょうだい」

　元木くんはクスクス笑って、一度袋に引っ込めようとしたおにぎりを、私の両手にのせる。

「あと、サンドイッチと飲み物な」

　続けて、ひと口サイズのミックスサンドのパックと、プラスチックカップのアイスコーヒーをふたり分出し、袋を敷物代わりにして置いてくれた。元木くん自身は、大きなホットドッグの包装を開けている。

「ありがとう、いただきまーす」

　おにぎりの包みを剥がし、大きな口でかぶりつく。しかし、ひと口目ではまだ唐揚げにたどりつけず、ただの白ご飯ばっかりで口の中がパンパンになる。

「ははっ。リスみてえ」

　顔をくしゃっとさせておかしそうに笑う彼に反論したいが、ご飯を頬張っているせいでしゃべれない。ようやく飲み込んでからコーヒーで喉を潤すと、残ったおにぎりをキッと睨んだ。

「もうっ。こんなに特大唐揚げって主張してるくせに、ひと口で出てこないなんて！」

「特大はおにぎりの方にかかってんのかもよ？　唐揚げはフツーサイズで、白飯いっぱい食えます的な」

「嘘、それ詐欺だよ～」

　ブーブー言いながらもうひと口かぶりつくと、今度は唐揚げもちゃんと一緒に口の中に入ってきた。しょうゆベースで濃いめの味つけの唐揚げを、濃厚なマヨネーズの味が包み込んでいて、予想通りガッツリ系の味。

「こういうの自分ではあまり選ばないけど、美味しい」

「よかった。元気出た？」

　冗談っぽい表情を消した元木くんに、静かなトーンで尋ねられる。

　さっきも『しょぼくれた顔してたから』って言っていたし、私が落ち込んでいるのに気付いて心配してくれていたんだ。

「うん、おかげさまで」

　にっこり笑って頷くと、元木くんはなぜか気まずそうに目を逸らし、川の方に視線を投げる。

「あのさ、早坂」

「うん？」

「やっぱ、部長となんかあったんだろ？」

　悩みの原因である人物を完全に見透かされ、ついどぎまぎしてしまう。でも、私の悩みは軽々しく他人に相談できるものではない。

　元木くんのようなまっすぐな人には、なおさら。

「ううん、なにもない。多分、夏バテ」

「なんで嘘つくんだよ、いつもいつも」

「嘘なんてついてないよ」

「なら、なんでそんな顔してんだよ……！」

　声を荒らげた元木くんは私の肩をぐいっと掴んで、正面から私を見据えた。眉間に皺しわを寄せ、悩んでいる私よりもずっとつらそうな顔で、ただジッと、こちらを睨んでいる。

　私は言葉を探して口を開きかけては噤つぐんでいたが、しばらく経ってから、ようやく微かな声を押し出す。

「……さび、しい」

「えっ？」

　けれど、元木くんに聞き返されて、我に返る。私はいったいなにを言っているんだろう。

「出張……にね、週末、行っちゃうんだ。それが寂しいなって。博多、遠いから」

　私はそれらしい理屈をこねて、元木くんに苦笑してみせた。

　維心さんが出張先で、女性と会おうとしている。でも私はそれを咎められる立場じゃない、単なる子作り要員の妻なんだよね……なんて明かせるはずがない。

　もしも元木くんがこのことを知ったら、絶対に怒って、維心さんを罵るだろう。それと同時に、目を覚ませ、お前は愛されていないんだと、現実を突きつけてくるに違いない。それが怖いから、本当のことなんて言えないよ。

　元木くんは、私の言葉が本心なのか計りかねているようにしばらく黙っていたけれど、やがて諦めたように私の肩から手を離した。

「そっか……。博多、確かに遠いな」

「でしょ？　二泊三日なんだって。お土産たくさんお願いしちゃおうかな」

　明るく言って、おにぎりを口に入れる。美味しい、ともう一度呟く。

　元木くんはそれ以降なにも聞いてこず、噛みちぎるようにホットドッグを食べながら、川面が太陽の光を反射してきらきら揺れるのを、しかめ面で眺めていた。




　維心さんは予定通り土曜日に出張に出かけた。私も仕事だったので、顔を合わせる機会は朝しかなく、つとめて普通に送り出した。

　しかし、出張二日目の日曜日になると、心は次第にざわめき始めた。維心さんと美久さんが会うのは今夜だ。食事をするのは間違いないだろうけれど、あのメッセージの文面から察するに、食事だけでは済まないかもしれない。

　維心さんが、私でない人を抱く可能性がある……。

　そんな心境でひとりのマンションに帰る気にはなれず、私が会社帰りに向かった先は乙女ゲーマーの友人、佳代のアパートだった。

　佳代には維心さんとの結婚について一度相談していたものの、その後は入籍の報告くらいしかしていない。なので、今日は色々な報告ついでにお泊まり会がしたいと言うと、佳代はふたつ返事で了承してくれた。

　ゲームソフトの箱や二次元イケメンたちのグッズで雑然としつつも、なぜか落ち着く彼女の部屋で、私は維心さんとの切ない結婚生活や、美久さんのことについて明かした。

「なるほどね～。現実はゲームみたいにうまくいかないってか」

「うん。男の人って、きっと器用に体と心が切り離せるんだよね」

　話しながら、コンビニで買い込んだお菓子やおつまみを食べて、缶チューハイを傾ける。家では私も維心さんもお酒を飲む習慣がないし、妊活のためには飲まない方がいいのかなとも思っていたけれど、今日くらいは解禁だ。

「三次元の男を知らない私の意見なんて役に立つかわかんないけど……。私は悠里の友達だから、なんで正妻である悠里の方が、そんな不倫相手みたいになにもかも我慢しなきゃなんないのって、理不尽に思うよ」

「不倫相手……」

　強烈なワードにショックを受ける。しかし、確かに的を射ている。私が我慢していることって、まるで、既婚者男性に恋している女性が、〝クリスマス一緒に過ごしたいなんてワガママは言わないようにしよう〟とか、〝奥さんのことはあえて聞かないでいよう〟とか思うのと似ている。

　奥さんは私の方なのに……おかしいかな、やっぱり。

「そうだよ。っていうか、今まさにその美久って女と会ってるかもしれないんでしょ？　電話の一本でも入れて焦らせればいいじゃん」

「でも、電話越しにその人の声とか聞こえたら、私もう立ち直れないよ」

　思わず弱気になる私に、佳代は真剣な目で語りかける。

「大丈夫。今なら私が隣にいるじゃん。電話して、もしも本当に悠里が傷付くような状況だったとしたら、私が悠里をこの家にかくまって、もう旦那さんのもとに帰らせない。そんな勝手なヤツと子作りなんかさせてたまるもんですか！」

「佳代……」

　私は昔から、悩みをあまり人に相談しない性格だ。佳代もそんな私を尊重して、無理になにかを聞き出そうとはしない。けれど、本当に助けてほしい時はいつだってこうして全面的に味方になってくれる。

　高校生の時、両親が亡くなったばかりで私が不安定だった時もそうだった。私が気丈に振る舞っていれば、無理しているのがわかっていてもそれに合わせ、その糸がふっと途切れて涙があふれた時には、黙って寄り添い、私が泣き止むまでとことん付き合ってくれる。

　そんな彼女の存在が、本当にありがたくて救いだった。

「わかった。かけてみる」

「うん。頑張って！」

　スマホの時計は、現在午後七時半。もしも美久さんと一緒にいたとしても、この時間ならただ食事をしてるだけだよね……？　祈るような気持ちで維心さんの番号にかけ、スマホを耳にあてる。

　呼び出し音と同じくらい、自分の鼓動が大きくてうるさい。

《悠里、どうした？》

　五コールほどで、維心さんは電話に出た。無視されなかったことに、とりあえず安堵する。

「維心さん、ごめんなさい急に」

《いや、気にするな。なにかあったか？》

「いえ、その……」

　電話をすると意気込んだはいいけれど、適当な口実を考えるのを忘れていた。慌てる私を見かねて、佳代が走り書きのメモを見せてくる。

【声が聴きたかった！】

　ええっ!?　そんな恥ずかしいセリフレベル高いよ……。

　つい躊ちゅう躇ちょするが、それ以外の口実も思い浮かばない。私はテーブルの上のチューハイをひと口飲んで、蚊の鳴くような声で告げる。

「こ、声が……聴きたかったんです。維心さんの」

　電話の向こうが、しんとする。やばい、引かれたかもしれない……。泣きそうになりながら、再びチューハイに逃げようとしたその時。

《俺もだ。昨夜も接待で遅くならなければ、きみに電話するつもりだった》

「えっ……？」

　予想外のセリフが耳に飛び込み、アルコールの効果も相まって、ぽわんと頬が熱くなる。

《それにもう一週間禁欲しているだろう？　いい加減、悠里が足りなくてつらいよ》

　切なげで、甘い声音。言葉尻には、もどかしげな吐息も交じっていた。

　今、美久さんと会っている最中だとして、電話のために彼女のそばを離れたとしても、こんなセリフを吐くだろうか。単に、どちらにもいい顔をしているだけ？　維心さんって、そんな器用な人だった？

「私も、です」

　浮気を暴露するどころか、うっかりきゅんとさせられて、本音をこぼしてしまった。

　恥ずかしいので缶チューハイを補給し、トロンと酔いながら彼の返事を待つ。

《そんなかわいいことを言って。今きみが目の前にいたらタダじゃ済まなかったぞ》

「タダじゃ済まないって、どういう意味ですか？」

　酔っていると、なんでも聞けてしまう。お酒って危険。維心さんと一緒にいる時は、飲んじゃダメだ。

　ふわふわした思考で反省していると、維心さんの低い囁き声が聞こえた。

《電話じゃ言えないようなことだよ。明日の夜、実演してやる》

　ドキン、と胸が鳴って、耳から全身が蕩けそうになった。

　維心さん、早く帰ってこないかな。明日が待ち遠しくてたまらない。

《じゃ、そろそろ行くよ。おやすみ、悠里》

「はい、おやすみなさい……」

　うっとりした気分で電話を切り、スマホを胸に抱く。

　ああ、電話してみてよかった。維心さんって声までカッコいいから……。

「悠里、浸ってるとこ悪いけど結局どうだったの？　白黒ついた？」

　佳代がずいっと身を寄せてきて、私の顔を覗いた。

　私は目をぱちぱちさせて、今さらのように気付く。

「あっ……結局、誰と一緒にいるとかなにも聞いてない」

「もう、なんのために電話したのよ」

「で、でもっ、多分あの感じは……限りなく白寄りのグレー、だと思う！」

　維心さんからの甘い言葉に酔い、お酒にも酔い、頼もしい親友までそばにいるからなのか、私はいつになくポジティブになっていた。

　そもそも、維心さんと美久さんが色っぽい間柄だというのは、私が勝手に邪推しているだけなのだ。メッセージにあった、博多の夜を楽しむっていうのも、直接的な表現というわけではない。ハートマークだって、深い意味を込めずに使う人もいる。

「ふうん、そっか。悠里が旦那さんを信じると決めたなら、私はなにも言わないけど……もしまた怪しい動きがあったら、うちに逃げておいで？　ここには絶対に女の子を傷付けたりしない、理想のスパダリしかいないんだから！」

　佳代は両手を広げ、彼女の背後に散らばっている二次元イケメンのぬいぐるみやクッションの山に背中から倒れ込んだ。その表情は、まさに至福といった感じ。

　本当にボロボロになったら、私も佳代のハマっている世界に癒してもらうのもいいかも。

「ありがとう。でもそうならないように頑張る」

「じゃ、問題が解決したところで、ゲームに入りますか。こないだ教えた犬が擬人化したやつ、悠里にもやらせたいの～。ちなみに私の推しは柴犬のトオル」

「あれ？　こないだまでトイプードルじゃなかったっけ」

「移り気になれるのも、ゲームのいいところじゃない」

　いつもなら遠慮するところだけれど、今日は佳代にたくさんお世話になったから、恩返しのつもりでやってみることにした。簡単なストーリーとゲームの操作方法を佳代に教わり、チュートリアルを経て八種類の犬の絵の中からこれだと思うものを選ぶ。

　もし、維心さんが犬だったらどれだろう。見た目がカッコよくて、性格は一見怖そうだけれど、話してみると優しく穏やかで……この中だったら、ドーベルマンのダニエルかな。

　コントローラーを操作してドーベルマンの絵を選択すると、きらきらと画面が眩まぶしくなる。その直後、黒髪で短髪、そして浅黒い肌のきりりとした男性が現れた。

　これがダニエルか。イケメンには違いないけれど、ちょっと期待外れだ。笑顔が胡う散さん臭い。

「佳代、この人だったら自分の旦那さんの方がカッコいい」

　口を尖らせてそう言うと、佳代は盛大にため息をついて私の手からコントローラーを奪った。

「これだからリア充は。いいもん、全員私に惚れさせるから」

「すごいね佳代。トップブリーダーだ」

「ブリーダーとか言わない！　この子たちみんな、犬だけどれっきとした彼氏なんですから！」

　真剣に画面を睨み、堂々と宣言する佳代がちょっと羨ましかった。

　私も維心さんと、れっきとした夫婦なんですって胸を張りたい。そうなるにはやっぱり……自分の気持ちを伝えることが先決だよね。維心さんが帰ってきたら、今度こそ逃げずに言えるかな。偽りのない、自分の気持ちを。




　翌日は月曜。私も佳代も出勤なので、早起きして朝食を食べ、出かける準備をした。

「今日の夜は涼しいって。久々にエアコンつけないで済みそう」

　注意深くマスカラを塗りながら、鏡の中に映り込むテレビの天気予報をチラッと見やる。洗面台は佳代が使っているので、私はリビングのテーブルを借りてメイク中だ。

「ふーん。でも、旦那様が帰ってきたらどうせお熱い夜を過ごすんでしょ？」

「えっ？　わ、わかんないよ。彼は出張で疲れてるだろうし」

　昨夜は酔っていたから色々と佳代にのろけたものの、朝っぱらからそういう話をされると照れてしまう。

　無事に生理も終わっているし、電話で話した維心さんも完全に今夜から子作りを再開するつもりのようだったけれど……なんだか久しぶりだから緊張しちゃうな。

　そうは思いつつも、私は維心さんとの再会に備え、いつもより気合の入ったメイクをした。

　会社の方向が違う佳代とは駅の改札で別れ、分刻みにやってくる満員電車のひとつに乗り込む。なんとか体をねじ込んで窓のそばに立ったけれど、いつもと違う風景を楽しむ余裕もなく、身を縮めて会社に向かった。

　その日は月曜日の割にはお客様が多く、自分の仕事の合間に先輩たちからもあれこれ頼まれてバタバタしていた。

　維心さんがいつ頃帰ってくるのか気になったけれど、お昼休みの時にはまだ連絡がなく、午後はスマホをチェックしている暇もなかった。

「終わった……」

　定時を三十分過ぎてようやく自分の仕事にひと区切りつくと、すかさずバッグからスマホを取り出す。維心さんからのメッセージが一件。送られた時間は午後二時頃で、飛行機が羽田に到着する時刻が記してあった。

　彼は一度会社に寄ると言っていたので、羽田からここまでの時間を計算する。それから自分の腕時計に目を走らせ、もしかしてそろそろかな？とちょうど思っていた時だった。

「あ、部長、お帰りなさい」

「お疲れさまです」

　オフィスの入り口付近から社員たちのそんな声がして、パッと顔を向ける。

　そこには土曜日の朝ぶりに会う維心さんがいて、否応なく胸が高鳴った。

　維心さんは自分が不在の間の営業部について社員たちに尋ねつつ、お土産の紙袋を彼らに渡している。

　なにげなくその姿を見ていると、維心さんが私の姿を見つけてふっと表情を緩める。それから口の動きだけで、〝ただいま〟と言った。私も微笑みを返し、心の中で〝おかえりなさい〟と伝える。

　それだけのやり取りに小さな幸せを感じながら帰り支度をし、オフィスを出る前にちらっと維心さんのデスクを見やる。彼もちょうど帰るところのようで、デスクを軽く整頓してビジネスバッグを持つと、オフィスの入り口に立ち尽くす私のもとに歩み寄ってきた。

「今日は電車だが、それでよければ一緒に帰ろうか」

　間近に立った維心さんは、いつも通りの彼だ。たとえばスーツに女の人のメイクが付いていたり、いつもと違う香水の香りがしたりという、あからさまな浮気の形跡みたいなものは見つからない。

　……って、私は維心さんを信じているのになんでこんな探るような真似を。

「は、はい。一緒に電車で帰るなんて新鮮ですね」

「混んでいないといいが」

　維心さんのそんな願いもむなしく、駅に着くとホームも電車も行きと同じくうんざりするほど混んでいた。しかし、乗り込んだ電車では維心さんが大きな体を盾にして私を守るように立ってくれたので、行きよりずっと快適に乗っていられた。

　駅からマンションまで歩く間、維心さんは出張中の話をたくさん聞かせてくれたけれど、昨日の夜のことに関してだけは、まったく触れなかった。とはいえ、あの時は私と直接電話で話したし、とくに語るべき内容がないっていうだけだ。そうに決まってる。

　不安が芽を出しそうになると、私は慌てて踏みつぶして心のざわめきを宥め、維心さんに笑いかけた。

　その繰り返しで頬の筋肉が疲れ果てたらしい。帰宅して洗面所で手を洗っていたら、鏡に映る自分がなんだか強張った顔をしていた。

　せっかく維心さんが帰ってきたっていうのに、こんな不細工な顔じゃ困る……。

　私は鏡の前で頬の肉をつまんだり押したり、色々なマッサージで解そうと試みる。

　するとその途中で未だスーツ姿の維心さんがドアから入ってきて、頬を両側に引っ張って伸ばしている私と鏡の中で目が合う。

　彼は瞠目して固まり、鏡の中の私は真っ赤になった。

「ひとりでにらめっこでもしてるのか？」

　怪訝そうに眉根を寄せた彼が大真面目に聞いてきて、羞恥の度合いがまた一気に上がる。

「違います！　マッサージしていただけで、別に自分の変顔を眺めていたわけでは！」

「なんだ、そうか。悠里はたまに予想外の行動を取るから、なにか俺の思いつかないような遊びでもしているのかと」

「だからって、ひとりでにらめっこなんてしませんよ、もう……！」

　思わず握った拳で彼の胸を叩こうとしたら、手首をガシッと掴まれた。見上げた先の彼は真剣な目をしていて、空気が一瞬にして甘く濃密な気配を帯びる。

「悠里」

「はい……」

　維心さんに、こんな熱い眼差しで見つめられるのも久しぶり。

　じりじりと胸の奥が疼うずいて、自分が彼に飢えていたことを思い知らされる。

　絡ませた視線だけでどんどん昂っていく自分を感じていると、維心さんがたまらなくなったように身を屈め、素早く私の唇を奪った。

　軽く触れて、一度離して。やっぱり足りないというようにまた唇を重ね、濡れた舌を絡ませる。呼吸が乱れていき足元がおぼつかなくなると、手首を掴まれたまま背中から壁に追い詰められ、私は逃げ場を失った。

　維心さんは服の上から私の体のラインをなぞり、口を開く。

「出張中、きみのことばかり考えていた。声が聴きたい、顔が見たい、キスをしたい。キスをしながら、きみの体を蕩かして……めちゃくちゃに貪りたいって」

　余裕のない声音、鋭く細められた目。維心さんの理性が、今にもはじけ飛びそうなのが伝わってくる。

　今夜こそは告白を、と思っていたけれど、今気持ちを明かしたら、これまでと同じ、ムード作りのためだけの言葉と捉われかねない。

　獣と化した彼の空腹が収まってから、ゆっくり伝える方がよさそうだ。

　あなたが好きですって。大好きですって。

「私もそうされたかったです。だから維心さん……なにも我慢しなくていいです」

「ありがとう、悠里」

　ちゅ、と軽い口づけを落とした維心さんは、私を軽々とお姫様抱っこして、寝室へ運んだ。

　ベッドに仰向けに寝かされると、あっという間に衣服をすべて剥がされる。続けて私に跨がっている彼も、鬱陶しそうにジャケットを脱いだ。ネクタイを外し、シャツのボタンも手際よく片手で全開にする。くつろげたシャツから覗く彼の厚い胸板にどきりとした瞬間、維心さんは待ちきれなくなったように私に覆いかぶさった。

　激しいキスとともに与えられたのは、いつもより荒っぽく、決して丁寧とはいえない愛撫。けれどそれも、維心さんが私を欲しがりすぎているが故だと思うと、心も体もあっという間に熱くなった。

　やわらかくほぐれた私の中心に、彼が入ってくる。奥までいっぱいに満たされ、喜びで全身が震える。

　しかしそれに浸る間もなく、中にいる維心さんが激しく暴れだした。

「こうしてきみの中に入っても、まだ足りない。悠里が欲しい。きみの全部を、俺のものにしたい」

　それは、私のセリフだ。こうした肌の触れ合いだけで構わないと受け入れた結婚だったのに、どんどん欲張りになって、あなたの心まで欲しくなってしまった。

　胸の内で呟きながら、浅い呼吸を繰り返す。体中が熱くて、汗が止まらない。

　今夜は涼しいと言っていたのは誰だっけ。それとも熱帯夜なのは、この部屋だけ？

「すごい汗だな。そんなに必死で俺を欲しがって……かわいい妻だ」

　私が欲張りになったのは、こんな風に本気で私を愛しているかのように見つめ、全力で抱くあなたのせいだ。本気で維心さんに愛されたらどんなに幸せだろうって想像してしまうのも、仕方がないでしょう？

　首筋の汗を舌で舐め取る彼の硬い髪に手を差し入れ、昂った気持ちのまま彼の名を呼ぶ。

「維心、さん……っ」

「どうした悠里。切なそうな目をして。まだ、俺が足りないのか？」

　挑発的に言った彼が、首筋から移動させた唇で、私の唇を荒々しく塞ぐ。声も呼吸も奪われ、私の中で切なさと快楽がせめぎ合う。それでも快楽の方に軍配が上がりそうになると、シーツの上で指を絡め握り合った手に、ギュッと力を込めた。

「私、もう……っ」

「限界なら我慢するな。……大丈夫だ、一度果てたくらいで離しはしない」

　濡れた低音のサディスティックな囁きにぞくりとした刹那、私は大きく体を浮かせてあえぎ、のぼりつめた。

　脱力して弛し緩かんした体は、休む暇もなく維心さんの手で軽々とうつ伏せにされる。私はまだ呼吸が整わず、さっきの余韻でびりびりとしているのに、有無を言わさず膝を立てさせられ、腰を掴んだ彼に今度は後ろから攻められた。

　待って、私、いつ維心さんに好きって言えばいいの……？

　頭の中で何度か自問自答するも、次第に思考すらもぐずぐずに溶かされて、私は意味をなさない言葉しか発せない動物に成り下がる。

　やがて、私は初めて彼と体を重ねた日のように、意識を失った。それでもなお私を求めるのを止めない維心さんの手によってまた覚醒し、体を貪り合う動物になって、疲れるとまた気絶して……。

　夢と現実の区別がつかないような夜を過ごし、気が付いた時にはカーテンの隙間から明るい光が差し込んでいた。ぐちゃぐちゃに乱れたベッドの上。隣には裸の維心さんが安らかに眠っている。

　朝……か。お腹空いた。私たち、ご飯も食べずにあんな……。

　昨夜の自分たちを回想すると、急に恥ずかしくなってぶんぶん首を振る。

　とりあえず、シャワーを浴びよう。それから昨日着ていた服を洗濯だ。

　ベッドの周囲に散らばった服を拾い集めていると、パンツやシャツはともかく、高級そうな維心さんのスーツの上下まで無造作に床に落ちていたので私は慌てた。

「大変、皺になっちゃう」

　小さく呟いて、ジャケットを拾い上げる。見たところ皺はないようだけれど。

　あちこち確認していたら、その拍子にポケットからなにかが落ちる。私はなにも考えずにそれを拾おうとして、途中で手が止まった。

「これ……」

　床に落ちた、小さな正方形のパッケージ。どこをどう見ても、避妊具だった。

　しかし、私との行為には必要ないし、実際使ったこともない。それが、出張帰りの彼のスーツのポケットから出てきた。……どういうこと？

　私の脳は無意識に、美久さんの名前を思い浮かべていた。

　ねえ維心さん、これ、なんのために持っていたんですか？

　彼を疑う気持ちは限りなく白に近いグレーであったはずなのに。その色はじわじわと濃さを増し、私の心を覆っていった。










愛の言葉をください




「悠里、聞いているか？」

「えっ……？」

「その顔は、聞いていなかったようだな」

　維心さんが、呆れたように苦笑する。

　我に返ると、自宅で彼と夕食を囲んでいる最中だった。

　彼のスーツのポケットから避妊具を見つけて数日、私はまだ維心さんになにも聞けずにいた。避妊具は、自分の部屋にこっそり保管してある。

　そんなものまで見つかったのだから、本来なら維心さんとは距離を置くべきなのだと思う。佳代の家に逃げ込んで、絶望的なショックや悲しみを、全部ぶちまけるべきなんだと思う。

　だけど、維心さんがあまりにもいつも通りに結婚生活を送るものだから、私はそれを手放すのが惜しくなってしまった。本質から目を逸らして、かりそめの幸福に酔っているだけだとわかっているのに……これじゃ、佳代のいうところの〝不倫女〟そのものだ。

「博多の件をはじめとする西日本の都市開発について、父から全面的に任されたんだ。だから、これから出張が増えると思う。留守にすることが多くなるが、大丈夫か？」

「はい、私なら平気です」

　ニコッと微笑んだ内心では、出張が増えるということは、また美久さんと会うのだろうかと勘繰っている。あの日見つけた避妊具は私が持っているから、数が足りないと訝いぶかしく思ったりするだろうか。

　いや……維心さんの体はほとんど毎回のように一度じゃ鎮まらないから、数なんていちいち把握していられないか。

　そんな私の心の内を知る由もない彼は、カチャンと箸を置いて、言う。

「そんなにサラッと平気だと言われるのも悲しいな。きみの体に俺を教え込むのがまだ足りていないようだ」

　熱のこもった眼差しにどきりとしつつも、今夜は彼の求めに応じるか、私は迷っていた。

　維心さんと結婚してから、なにげなく始めた生理日管理アプリによると、今日はいわゆる危険日というやつなのだ。今私が妊娠したら、いったい夫婦関係はどうなるのか。こんな不安定な状態で赤ちゃんを授かるのは、無責任な気がする。

「あの、ごめんなさい。今日はちょっと……そういう気分ではなくて」

　はっきりとは断れず、言葉を濁して伝える。遠慮がちに維心さんの瞳を覗くと、彼は静かに「そうか」と頷いて立ち上がり、キッチンに食器を下げにいった。

　あっさり受け入れてもらえてホッとしたけれど、どこかいつもの維心さんと様子が違う気がする。

　その違和感の正体がわからないまま夜は平穏に過ぎ、自室で眠ろうとしていたら、部屋がノックされた。ドアを開けると維心さんがいて、静かなトーンで聞かれる。

「少し話せるか？」

「はい……どうぞ」

　どうしたんだろう。元気がないみたい。私が夫婦生活を拒んだから？

　疑問を抱きつつも維心さんを部屋に招き入れ、ベッドに並んで座る。維心さんは深刻な顔で壁の一点を見つめ、口を開く。

「きみが最近ぼーっとしている理由はなんだ？」

「えっ？」

「俺といても、俺以外のことを考えているように見える」

「そんなこと……！」

　最近、確かにぼーっとしているのは認める。だけど、考えているのはいつも維心さんのことだ。私の悩みの中心には、いつだってあなたがいる。

「違うなら教えてほしいことがある。悠里。きみは、どうして俺と結婚してくれた？」

　そう聞きながらも、維心さんは、まだ私の方を見ない。

　その横顔はどこか投げやりで、危うい雰囲気。今、正直に〝好きだから〟と告げたらどうなるのか怖くて、私はすぐに答えられず黙り込む。

「きみの気持ちはわかっているつもりだった。しかし、もしかしたら俺の思い込みかもしれないとも思うようになった。女性は男よりよっぽど、本心を隠すのがうまい。そう気付かされる出来事が、最近あってな」

「本心を隠すのがうまいって……誰のことですか？」

　私自身もずっと本心は隠して彼と生活してきたけれど、彼は私でない人を思い浮かべて話している気がする。

　最近の彼に影響を与えそうな女性といえば、あの人しか……。

「古い知り合いというところか。しかし、悪いが詳しくは話せない」

　詳しく話せない。やっぱり、美久さんのことなんだ。

　なんで大事なところだけ都合よくぼかすの？　そもそも、美久さんの話をどうして私とのことに置き換えて話すの？

　美久さんの心が見えなくて、やきもきして、一番手近にいる妻の意見を聞いてみようとでも思いついた？

　誰もそうとは言っていないのに、私の感情は暴走した。維心さんの隠し事が、すべて博多の一夜と美久さんに繋がっている気がして、どんどん意地になっていく。

「維心さんがちゃんと話してくれないなら、私だって、本心なんか教えられません」

　前を向いたまま、冷たい声で突き放すように告げる。目の端で、維心さんが傷付いた顔をしたのがわかった。罪悪感がちくちくと胸を刺すけれど、今さら引っ込みがつかない。

「そうか。……その態度で逆に、きみの本心がわかったよ」

　ぼそりと、維心さんが低い声で呟いた次の瞬間、私は肩を押されて、ベッドに倒された。

　突然のことに動揺し、思わず維心さんを見上げる。すると押し倒されているのはこちらなのに、彼の方こそ弱り切ったような、儚げな目で私を見つめていた。

「子どもが欲しくて俺との結婚を受け入れたはいいが……最近、他に好きな相手ができた。だから、俺を拒んだ。そうだろ？」

　維心さん、なにを言って――。

「違います……私、他に好きな人、なんて」

　震える声で否定してみるものの、儚げな色だった瞳はみるみる暗く染まっていき、ぞくりとしたものが背筋を走った。

「相手は誰だ？　元木？　俺の知らない男？　誰だとしてもきみを渡す気は毛頭ない。きみを孕ませるのは、この俺だ」

　彼は冷徹に囁いた直後、噛みつくようなキスで私の唇を塞ぎ、いきなり舌をねじ込んできた。呼吸する隙がほとんど与えられず、溺れたようにもがくと、ほんの少しだけ息をつく間を与えられ、すぐにまた執拗なキスが私の口内を蹂じゅう躙りんする。

　脳に酸素が行き渡らず、体の力が抜けていく。

　どうしたの？　維心さん。いったいなにに追い詰められているの……？

「好、き……」

　キスの合間、途切れ途切れに、私はずっと心で温めてきたふた文字を告げる。

　重なっていた唇が濡れた音を立てて離れていき、彼の目が切なげに細められる。

「好きですから……私は。いつでも、どんな維心さんでも」

　だから、そんな風に自暴自棄にならないで。彼がなにに苦しんでいるのかはわからないけれど、私だけは味方だから。

　浅い呼吸で胸を上下させながら、彼の頬をそっと両手で包み込む。そして自分からチュッと短いキスをして、小さく微笑む。

　しかし、維心さんの瞳に光は戻らず、その代わりに口の端に歪ゆがんだ笑みが浮かぶ。

「なるほど。きみの言っていた通り、言葉というのは本能を刺激するな。自分で煽ったのだから文句を言うなよ？　……めちゃくちゃにされても」

「維心さ……んっ」

　首筋を彼の唇が這い、思い切り吸われて、キスマークを残される。

　ダメ……。本心なのに、伝わらない。勇気を出した時に限って、こんな……。

　涙で視界がぼやけて、鼻の奥が熱くなる。思わずひっくと肩を震わせると、維心さんがつらそうに眉根を寄せ、耳元で呟く。

「泣かないでくれ……悠里。泣かせたいわけじゃないんだ」

「泣いて、ませ……っ」

「どうしてなんだろう。どうして俺は……」

　維心さんは、ほとんど吐息ばかりの微かな声で、「大切にしたいのに……」とうわ言のように呟く。

　相変わらず、私たちの気持ちは全然重なっていない。それでも、維心さんを理解したくて、少しでも癒してあげたくて。結局私はその夜も彼に素肌を晒さらし、正しく伝わらないとわかっていても、数えきれないほど、好き、と声に出して伝えた。




　維心さんの心を楽にしてあげたい一心で体を重ねた一夜だったけれど、その日を境に私たちの関係はどこかぎこちなくなってしまった。

　もちろん、表面上は平穏な結婚生活が続いている。けれど維心さんとは自然と別の部屋で眠るようになり、彼の出張が増えたことも重なり、お互いの気持ちがますます見えなくなった。

　会社に行って仕事をし、維心さんがいてもいなくても寂しい気持ちになるマンションに帰ってきて、ただ生きるために食べたり眠ったりする。

　私たちはもうダメかもしれない。佳代にそう打ち明けて逃げようか。時々そんな思いがよぎるようになったが、それでも維心さんのもとを離れる決心がつかない。

　そうして味気ない日々を過ごすこと、およそ三週間。眠る前に自分の部屋のベッドでスマホを眺めている時に、私は気付いてしまった。

　毎月二十八日周期で欠かさず訪れていた生理が、一週間以上遅れている。

　このところ精神的に不安定だから、ただの生理不順かもしれない。でも、最後に維心さんと体を重ねたあの日は……アプリが教えてくれた排卵日だった。

　基礎体温をきちんと計っているわけではなく、単に生理周期から予測しているので、多少のずれはあるだろう。それでも、妊娠の確率が高い日であったことは間違いない。

　まさか、こんなタイミングで……？

　思わず自分のお腹に手をあててみるけれど、とくに感じるものはない。つわりのような症状もないし、やっぱりただの生理不順だろうか。

　自問自答したところでなんの解決にもならず、不安は膨らむばかり。

　病院に行くしかないよね……。明日の火曜日から、私は連休。維心さんはまた二泊三日の出張だ。明日のうちに受診すれば、妊娠していてもしていなくても、彼が帰ってくるまでに心の整理ができる？

　なんとか自分を落ち着かせようとあれこれ考えていたその時、スマホが短く振動し、画面上部に通知のバナーが現れる。維心さんからのメッセージだ。

　同じ家にいるのに、どうして直接言いに来てくれないんだろう。もう、私とは話したくもないの？　もしかして、別れを告げるメッセージ？

　悪い考えに思考を覆いつくされそうになりながらも、なんとか震える指でメッセージの詳細を開く。

【木曜日、出張から帰るその足で弟と会う約束をしている。そこできちんとケジメをつけたら、悠里にもすべてを話したい。きみは俺という人間にがっかりするかもしれないが、俺は黙ったままでいることなんてできない】

　どうやら、別れを告げるメッセージではない。でも、平和な内容とも言えない。

　この文面から察するに、維心さんは、私にがっかりされるようなことをした。その内容を、良心の呵か責しゃくにでも耐えられなくなったのか、打ち明けようとしている。そして、なぜか登場する弟さん……維心さんは、いったいなにを私に話すつもりなの？

　ますます不安感は強くなるが、今すぐに聞いてもきっと答えてくれないのだろう。それに私自身も、彼の出張の間にはっきりさせておきたいことがある。話し合いは、それからでも遅くないよね……。

【わかりました。その時は私も、維心さんに話したいことがあります】

　トン、とスマホをタップしてメッセージを送信する。すぐに既読がついたけれど、維心さんからの返事はなかった。

　いつまであなたは私に無関心なの？　私、あなたの子を妊娠しているかもしれないんですよ？　あなたが欲しがっていた、跡継ぎが手に入るかもしれないんですよ？

　涙を浮かべて維心さんに語りかけながら、いつまでも鳴ることのないスマホを視界に入れないよう、枕の下に押し込む。

　明日病院に行って、本当に妊娠していたとする。その事実が、私たちの関係を改善させるのか、逆に終わりに向かわせるのか、どちらなんだろう。

　早くなにもかもを明らかにしたい反面、彼と話し合うＸデーが怖くてたまらず、私はここ数日睡眠不足にもかかわらず、その日もろくに眠れなかった。




　産婦人科を出ると、金きん木もく犀せいの匂いがした。

　甘い香りに誘われて少し歩くと、小さなオレンジ色の花を枝いっぱいにつけた金木犀がいくつも植えられている、広い公園があった。

　平日なので公園は空いていて、私はなにげなくベンチに腰を下ろす。するとベビーカーに赤ちゃんを乗せた若いお母さんが、目の前を通りかかった。

「いい天気。気持ちいいねえ」

　お母さんが赤ちゃんにそう話すと、ベビーカーの中から「だぁ」とかわいい声が聞こえる。

　少し首を伸ばしてべビーカーを覗くと、丸々太った赤ちゃんがいた。小さな瞳は外の世界に夢中できらきらしていて、一点の曇りもない。

「日曜日はパパと来ようね」

　お母さんはニコニコしながらそう言って、私のそばを離れていく。

　あの赤ちゃんの目が、あんなにも澄んできらきらしているのはきっと……愛情深いパパとママのもとに生まれ、たくさんの優しさを受け取っているからなのだろう。

　じゃあ……私たちの子は？

　ぼんやりと遠くの木を見つめながら、私はつい今しがたの記憶を思い返す。

『今、五週目の真ん中辺りですね。心拍も見えましたから、正常に妊娠されてますよ』

　産婦人科の先生は、にっこり笑ってそう言った。まだ米粒ほどの赤ちゃんは、胎児ではなく胎たい芽がと呼ばれるんだそう。私のお腹の中で、文字通り小さな芽を出したところ。でも、超音波検査のモニターにはきちんとその存在が映っていて、ああ本当にここにいるんだって思ったら、無条件に愛おしさが湧いて、涙が出た。そして同時に、赤ちゃんに対して申し訳なくなった。

　どんな赤ちゃんだってきっと、愛し合っているパパとママのもとに生まれたいはず。なのに私たちみたいな……今にも関係が破綻しそうな夫婦が親だなんて。

　そこまで思うと、遠くに見えている木の葉の緑が、絵の具に水を垂らしたように、滲んで揺れる。ハンカチで目元を押さえ、洟を啜る。

　泣いている場合じゃない。母子手帳を取りに行かなくちゃ。そう思って、顔を上げた時だ。

「早坂？」

「あ……元木、くん」

　目の前には、見慣れないランニングウエアに身を包んだ元木くんがいた。この公園内を走っていたらしい。

「どうしたんだ、こんなところで」

　彼は私の泣き顔に気付き、訝しげに眉根を寄せる。

　いけない、また心配かけちゃう……。

　私は一生懸命顔の筋肉を動かし、笑顔を作ろうとする。けれどそうすればするほど変な風に顔が歪んで、目から涙がぽろぽろこぼれてしまう。

「ごめ、なんでもない……」

　ハンカチにギュッと顔を押しつけ、苦し紛れに言う。すると木のベンチが軋む音とともに、元木くんが隣に腰を下ろした気配がした。

「もう聞き飽きたよ、それ」

　耳元で呆れた声がそう囁き、優しい腕がふわりと私を抱き寄せる。私はなにが起きたのかわからず、頭が真っ白になった。呆然としているうちに元木くんはそっと体を離し、苦笑する。

「部長と結婚してから、早坂はいっつも悩んでる。顔を見てりゃわかる」

「そ、そんなにわかりやすいかな、私」

「いや、早坂がわかりやすいっつーより」

　元木くんは一度目を逸らし、気まずそうに鼻の下を擦る。それからもう一度私を見ると、観念したように笑った。

「好きな相手だから、わかっちゃうんだよ。早坂の視線がいつも部長に向かってるのとか。最近は、部長を見ていつも切なそうな顔になるのとか」

「え……？」

　好きな相手って、まさか……。

「不毛な恋、してるって言ったろ」

　照れくさそうに微笑みつつも、瞳の色は真剣だ。

　元木くんの不毛な恋。その相手がまさか、私だったなんて。

「さ、俺の極秘情報を教えたんだ。早坂もいい加減口を割れよ」

　自分の恋が叶わないと知ってて、それでも好きだと伝える勇気。いつでも優しさを向けてくれる、器の大きさ。元木くんは本当に、すごい人だ。

　維心さんとのことをありのまま相談したとしても、いつか私が危惧したような、厳しいことはきっと言わない。

「うん。あのね――」

　私はすべてを彼に白状した。妊娠の事実、美久さんの件、出張帰りの維心さんのスーツから出てきたもの。維心さんと結婚前に半年ほど交際していたというのは嘘で、私たちの結婚は、彼が跡継ぎを残すために望んだ子作り婚であったということも。

「ちょっ……と待ってくれ。なんだそれ。子作り婚？　プロポーズの時、部長にそう言われたのか？」

「直接言われたわけじゃないけど、他に彼が私を選ぶ理由が見つからないんだよね。実際、彼は子どもを欲しがっているし、ご両親からも期待されてる」

　混乱気味の元木くんに、私は当時を回想しながら説明する。あの突然のプロポーズからまだひと月余りしか経っていないのに、なんだか遠い昔の出来事みたい。

「それでも時々は普通の夫婦みたいにさ、手を繋いで歩いたり、同じものを食べて笑い合ったり、キスをしたり、幸せな時間もあったんだよ？　だけど、いざ維心さんの心に別の女の人がいるかもしれないってなったら、自分の存在価値がいよいよわからなくなって」

　ざわ、と風が木を揺らし、金木犀の甘い香りが私たちの間を通り抜ける。元木くんはしばらく難しい顔で腕組みをし、なにか考えていた。

「わっかんねえな、部長って。少なくとも会社では、早坂のことめちゃくちゃ溺でき愛あいしているように見えるのに」

「溺愛？」

「うん。結婚前はいかにも仕事人間で冷たい印象だったけどさ。早坂と結婚してからはなんか色々わかりやすい人になった。あからさまに俺に嫉妬するし、めちゃくちゃ優しい目で早坂のこと見てたりもするし。だから早坂が落ち込んでるのが逆に不思議で、家での部長はどんだけ暴君なのかなとか勝手に想像してた」

　そ、そうなの？

　元木くんの話に心当たりがなさすぎて、私はぽかんとする。

「本当に、愛されてる自覚、全然ないのか？」

「愛されてる、自覚……」

　小さく呟いた瞬間、頭の中に維心さんのたくさんの表情が浮かんでは消える。

　引っ越しの日に、車内でキスの種類や回数に悩んでいた彼。ニンニク味のキスにふっと微笑んでいた彼。初めての夜、何度も『好きだ』と言いながら愛おしそうな目をしていた彼。

　熱を出した私を看病する優しい彼。軽井沢の夜、線香花火の勝負にムキになっていた、少年のような彼。

　それから、私が夫婦生活を拒んだあの日、傷付いた目をした彼――。

　一つひとつを思い起こすたび、胸がじりじりと熱く疼く。私はもしかして、重大なことを見落としていたのではないだろうか。自分ばかりが彼を好きなのだと思い込んで、彼の口から出る『子作り』という言葉に、いったいどんな思いが溶けているのか、今まで知ろうともしなかった。

　でも、もしかしたら……。

「その顔。なんか思い出したな」

　元木くんが、したり顔で私の顔を覗く。

　まだ、この考えが正しいと決まったわけじゃない。それでも自分の思い込みに固執して、臆病に震えてばかりいた自分の殻が、今ようやく脱げそうな気がする。

「ありがとう、元木くん。私、今度こそちゃんと彼とぶつかってみる」

「やっといつもの元気が戻ったな。それでこそ、俺の惚れた女。……あ、ちなみに、俺に対して負い目とか感じる必要ないからな。早坂が一番好きな相手と幸せになるのがいいに決まってる。それを見届けたら、俺も次の恋、ガツガツ探すからさ」

　元木くんはにかっと歯を見せて笑い、拳で軽く私の肩を押した。

「うん。応援するね、その時は」

　強くて優しいあなたなら、絶対にいい人を見つけて幸せになれる。

　私も維心さんのために、お腹の子のために、もっと強く、優しくなりたい。ううん、なる。絶対。

　胸の内で決意表明をしながら、頭上の青空を仰ぐ。私たち、今はすれ違っているけれど、きっと大丈夫。

　この広い空みたいに、私たちの想いもきっと繋がっているって、信じてるから。




　連休明けの木曜日。維心さんが帰ってくる日なので、ソワソワしながら仕事をした。

　つわりも若干始まったようで、時々胃のあたりに不快感を覚える。しかし飴やガムを口に入れれば治まったのでそれほど支障はなく、いつも通り午後六時過ぎに、仕事を終えた。スマホをチェックすると、一時間前くらいに維心さんからのメッセージが入っていた。

【これから弟と会う。話が終わり次第マンションに帰る】

　彼が弟さんといったいなにを話すのかは未だに謎のままだけれど、それも今日、彼が帰ってくればわかることだ。私も、妊娠のことを打ち明けなきゃ。

【了解です。夕飯を作って待ってますね】

　スマホにトンと指を置き、そのメッセージを送信した瞬間、画面が急に切り替わって、電話の着信を知らせる。

「元木くん……？」

　なんだろう。同期なので連絡先は入社してすぐ交換してあったものの、部署が違うし電話がかかってくるのは初めてだ。

「もしもし、どうしたの？」

　私がそう尋ねるや否や、電話口の彼が焦った様子で言う。

『い、今俺、お客さんとの商談が終わって、ホテルのラウンジから帰るところなんだけど……そしたら、女性を連れた部長とすれ違って』

「えっ？」

　維心さんが女性と？　弟さんと会うはずじゃなかったの？

『さっきまで俺のいたラウンジでコーヒーかなにか飲んでるけど、なんか深刻な雰囲気なんだ。とにかく早坂もこっち来れないか？　今住所送るから……』

　弟さんと会うと言っていたはずの維心さんが、女性とホテルのラウンジにいる。

　いったいどうして？　なにが起こっているの？

〝浮気〟のふた文字がまた頭の中をぐるぐる回り始めたけれど、私はぶんぶん首を振ってそれを追い払う。

　強くなるって決めたのだ。絶対に信じない。この目で見るまでは。

　私はバッグを掴んで足早に会社を出ると、タクシーを拾って元木くんに教えられたホテルへ急いだ。




「早坂、こっち……！」

　ホテルに入ると、元木くんがすぐに私を見つけて駆け寄ってくる。目的のラウンジはエントランスと同じ一階。ふわふわとした絨じゅう毯たんの上にソファやテーブルが並んだ、開放的で高級感のある空間だ。

　元木くんとともに中に入り、彼の先導でソファ席の一角に腰を下ろす。注文を取りに来たスタッフに飲み物を頼むと、向かいに座る元木くんがさりげなく自分の背後を指さした。

　彼の指先を視線で辿っていき、私は見慣れた後ろ姿を見つける。少し離れた場所で私たちと同じようにソファ席に座っている、維心さん。そして彼の対面に、女の人が見えた。

　本当に、いた……。女の人は、維心さんより若く私よりは年上といった感じ。ストレートのボブヘアがよく似合う、ナチュラルな美人だ。

　あれが美久さん……？　それとも、誰か別の人？

　距離があるので、なにを話しているのかは聞こえない。じれったく思っているうちに胃のあたりがむかむかしてきて、気分が悪くなってきた。

　なにか口に入れたい。注文した飲み物はまだだろうか。

　しばらく耐えていたけれど、そのうち我慢ができなくなり、私はハンカチで口元を押さえて立ち上がる。

「早坂？」

「ごめん、ちょっと気分が……」

「大丈夫か？」

　言いながら元木くんも立ち上がり、私の肩にそっと手を添える。

「ごめんね……」

「いや、無理してこんな場所に来させた俺が悪かった」

　彼に付き添われながらラウンジを出て、大理石の床が美しいロビーを横切り化粧室に向かうその途中。誰かが追いかけてくるような足音がして、私たちのすぐ後ろで止まった。

「悠里！」

　愛しい人の声に名前を呼ばれ、私は吐き気を忘れて振り返った。

　そこに立っていたのは、肩で息をしながら、切なげに私を見つめている維心さん。

「どうしてこんなところにいるんだ？」

　維心さんはそう言って、ちらりと鋭い視線を元木くんに向ける。そんな彼に気圧されたかのように、元木くんは私の肩に置いていた手をパッと離した。

　私は一歩、維心さんとの距離を詰め、まっすぐに彼を見つめて尋ねる。

「維心さんこそ……どうしてここにいらっしゃるんですか？」

「それは話してあるはずだ。弟と待ち合わせを――」

「嘘！　女の人と一緒にいたくせに！」

　つい大きな声を出してしまい、ロビーを行きかう人々の注目を集めてしまう。

　それでも維心さんから視線を逸らさず、挑むように彼を見つめ続ける。維心さんはなぜ自分が糾弾されているのか計りかねた様子で、小さく首を傾げながら言う。

「……ああ、そうか。悠里は会ったことがないんだったな。彼女は桐ケ谷美久。玄心の妻だ。弟は仕事で到着が遅れていて」

「え……？」

　弟さんの、奥様……。ということは、維心さんにとっては義理の妹。親戚、だ。

　呆気ない事実に、全身の力が抜ける。呆然とする私にゆっくり近付いてきた維心さんが、私の頬に手のひらを添えた。

「まさか、俺が浮気をしているとでも思ったのか？　馬鹿な。俺が愛している相手はたったひとり。悠里、きみだけだ」

　真剣な眼差しに射貫かれて、ずっとずっと、喉から手が出るほど欲しかった愛の言葉を贈られる。あまりにうれしくて、幸せで、夢じゃないかと心配で。涙をぼろぼろこぼしながら、私は彼にお願いする。

「もう一回。言って、ください……っ」

「えっ？」

「だって維心さん、ずっと言ってくれなかったじゃないですか……っ。ずっと、不安で、不安で、どうにかなりそうで……私っ」

　それ以上は嗚咽で言葉にならなかった。今までも維心さんに隠れて泣くことはあったけれど、本当は彼の前でこんな風に全部気持ちをぶちまけて、子どもみたいに泣きたかったんだ。彼の気持ちがわかった今になって、ようやく気が付いた。

　維心さんはギュッと眉根を寄せて悔やんだような表情をした後、私の体を引き寄せて抱きしめる。そして私の髪を撫でながら、耳元で密やかに甘く囁いた。

「愛してる」

　すでに決壊した涙腺から、涙が洪水になってあふれる。彼のスーツが汚れてしまうと思いながらも、その温かい胸に縋って、泣き顔を隠した。

「ここでは落ち着かないな。部屋を取って、ゆっくり話そうか」

「はい……でも、美久さんや弟さんは？」

「あとはふたりで話すと、美久が言っていた。彼らもふたりで話し合う時間が必要なんだ。俺たちと同じように」

　美久さんと玄心さんにはどんな事情があるんだろう。気になるけれど、とりあえず自分たちの問題を片付けるのが先決だ。

　私がこく、と頷くと、維心さんはそっと体を離して私の手を握る。そしてフロントに向かう直前、「早坂」と元木くんが遠慮がちに私を呼んだ。

　足を止めて振り返ると、元木くんは清々しい笑顔で私に手を振る。

「よかったな」

「うん。ありがとう」

　元木くんにもようやく心からの笑顔を向け、私は前に向き直る。すると今度は維心さんが首を動かし、背後の彼を見る。

「仕事中なのに身内のことに巻き込んで悪かった」

「いえ。じゃあ俺、もう会社に戻りますね」

　元木くんは礼儀正しく頭を下げて、私たちに背を向けた。

　ゆっくり歩きだしながら、私は維心さんと握り合った手を一度ほどき、深く指を絡めてギュッと握った。

　幸せになりましょう、維心さん。あなたと私と、それから……私たちの間で芽吹いた、小さな命と一緒に。










ずっとそばに――side 維心




　ホテルの客室に移動した俺と悠里は、窓際に置かれたソファに並んで座る。

　俺はそこで彼女に、今日美久に会うことになった理由とその経緯を説明した。本当は玄心とだけ会って話す予定だったのだが、玄心から遅刻するとメールを受け取った直後、待ち合わせ場所のラウンジに美久が現れ、〝あの夜〟のことを改めて謝罪されていたのだと。




　始まりは、美久からの一本の電話だった。

　両親との会食の後、深夜三時頃。悠里とベッドを別々にしても眠れそうにないのでリビングで時間を潰していたら、スマホが鳴った。画面には義理の妹、美久の名前が表示されていた。

　こんな時間に電話してくるなんて、弟の玄心になにかあったのでは。俺はすぐにスマホを手に取り、応答した。

『もしもし、美久か？　どうした』

《ごめんなさい、こんな時間に。今日は仕事が長引いちゃって。でも起きてたんだ、維心くん。別に、大した用じゃないんだけどさ》

　どうやら特に緊急の用ではないらしい。先日父が怪我をしたばかりだったので、また悪いニュースではと勘繰ってしまったが、杞き憂ゆうだったようだ。

『で、用件は？』

《うん。玄心に聞いたんだけど、維心くん、お父様の代わりに博多まで出張に行くんでしょう？》

『ああ』

《ちょうどその土日、私も博多のお店にヘルプで入ることになっているの。ほら、うちって子どもいないから、こういう時いつも頼られちゃって》

　美久は昔から服が好きで、大学卒業後はずっとアパレル企業に勤めている。全国あちこちの店舗に応援で出張するのもよくあることだった。

『……博多に？　偶然だな』

《でしょ？　だから、夜にでも久しぶりに会えないかなと思ったんだよね。奥さんの話も聞きたいし》

　なるほど。そういうことか。美久は先ほどの食事会にも来られなかったから、俺の結婚相手がどんな人物か気になっているのだろう。せっかくだから、義妹にも悠里の魅力をたっぷり聞かせてやるか。

『ああ、接待は一日目の夜だから、二日目の夜は時間がある。美久は？』

《私もそれで大丈夫》

　そうして俺たちは日曜の夜に食事をする約束をし、現地で落ち合うことになった。

　美久が予約した店は、彼女の泊まるホテルの二階にある、和食レストラン。福岡や長崎から仕入れた活きのいい海鮮料理が自慢の店だった。

　カウンター席に隣り合って座り、料理と冷酒を楽しみながら、お互いの近況報告をする。俺は悠里との結婚についてや彼女の魅力を散々語ってから、美久に尋ねた。

『そっちも変わりなくうまくやってるのか？　先日の会食では俺たち夫婦の話ばかりだったから、あまり玄心に話を聞けなかったんだ』

『うん。変わらないよ。玄心は優しいから。維心くんと違って察しがいいし』

　美久はそんな嫌味を言って、ニヤリと笑う。俺をダシにしてのろけているらしい。

『悪かったな。ま、ふたりがうまくやっているならなによりだ』

　軽く笑って、ガラスの猪ちょ口こに入った冷酒をくいと呷る。ちょうどその時ポケットの中でスマホが鳴る。悠里からの着信だった。

　胸にふわりと優しい気持ちが広がり、自然と口元が緩む。

『妻からだ。少し席を外す』

『うん。……行ってらっしゃい』

　俺は足早に店を出て、愛しい妻の声を聞くためにスマホを耳にあてた。

　電話で話した悠里は、顔を合わせている時よりなぜか積極的で、ぽんぽんと甘い言葉を吐いた。

　なんでこんなにかわいいのだろう俺の妻は。今すぐ東京へ飛んでいきたい。そんな衝動にかられるものの現実には叶わないので、甘い会話もそこそこに電話を切る。

　そして、家に帰ったらたくさん悠里を甘やかしてやろうと心に決めながら、美久のもとへ戻った。

『すまない、待たせた』

　そう言って席に腰を下ろすと、美久は『ぜーんぜん、待ってないよん』と、おかしなテンションで俺に微笑みかけた。怪訝に思って彼女の前方のカウンターを見ると、冷酒の徳利が二本も増えている。思わず持ち上げてみたら、両方とも空だった。

『この短い間でこんなに飲んだのか？』

　咎めるような俺の言葉に、美久は拗すねたように口をすぼめる。

『維心くんのせいだもん』

『人のせいにするな。そもそも、俺は今ここにいなかっただろう』

『……だから、そのせいだってば。奥さんからの電話くらいでニヤニヤしちゃってさ』

　なぜ彼女が不機嫌なのかまったく理解不能だが、これ以上酔わせるのはよくなさそうだ。

　俺は残っていた料理を急いで腹の中に押し込み、隣の席に畳んで置いていたスーツのジャケットを羽織る。そして早々に勘定を済ませると、酔っ払った美久を軽く支えながら、レストランを出た。

『歩けるか？』

『うん……。でも、フラフラするから部屋まで送ってくれる？』

　仕方ない。乗りかかった船だ。それに、美久に怪我でもされたら玄心に申し訳が立たない。

　俺は世話の焼ける妹の面倒を見るような心持ちで彼女に部屋番号を尋ね、そのまま彼女に付き添い、エレベーターに乗った。さらに酔いが回ってきたらしい美久が、俺の腕を掴んでもたれかかってくる。

『ねえ維心くん』

『どうした？　吐きそうか？』

　とっさにハンカチを出して彼女に差し出すが、美久は首を横に振った。

　エレベーターが彼女の部屋のある五階に到着し、俺の腕を掴んだままでいる彼女を引っ張るようにして、廊下を進む。

『違う……そうじゃなくてさ。私と玄心がなんで子ども作らないか、知ってる？』

　どうして今、そんな話をするのだろう。不思議に思いながらも、酔っ払いの話に脈絡を求めても無駄かと思い、少し考えてから返事をする。

『玄心に聞いたことがある。いつまでも、恋人のような関係を保ちたいのだろう？』

　俺がそう尋ねたところで、彼女の部屋の前に着いた。美久は俺の腕から手を離すと黙ってキーを取り出し、ドアのロックを開ける。そして、ドアを半分ほど開けたところで俺を振り返った。

『ねえ、ちょっと寄っていかない？　飲み直そうよ』

　今でさえ足元もおぼつかない酔っ払いのくせに、なにを言っているのか。

　呆れた俺は苦笑を漏らした。

『もう酒はやめておけ。きっと疲れているんだ、早く寝ろ』

『……やめてよホント。その、お兄ちゃん面』

　美久はボソッとそう呟くと、俺の腕を強引に掴んで、部屋の中に引き込む。

　唖あ然ぜんとする俺の胸を両手で押して壁に追い詰め、苦しげな瞳で俺を見上げる。

『好きだったの、ずっと……維心くんが』

　絞り出したような美久の声が、静かな部屋に響く。しかし俺はなにを言われたのかわからず、彼女に聞き返す。

『なにを言っている？　美久が好きなのは玄心だ。だから結婚したんだろう』

『違う。玄心は私の気持ちを知ってて……それでもいいからって、私と結婚したの。今日、私が維心くんに告白することも、全部知ってる』

　ますます混乱して言葉を失う俺に、美久はすべてを話した。

　美久は幼い頃から俺に片想いをしていて、高校生の頃それに気付いた玄心が、焦って彼女に告白したそうだ。玄心は、子どもの頃から美久が好きだった。

『兄貴なんか好きになったら絶対に苦労する。俺にしときなよ。幸せにするって、絶対約束するから』

　美久は当時、彼女なりに俺にアプローチしていたがまったく想いに気付いてもらえず心が折れかけていたらしい。なので、迷った末に玄心からの告白を受け入れた。

　玄心は言葉通りに彼女を幸せにしようと努力したが、それでも美久の心の中にはずっと俺がいたのだという。

『じゃ、俺と結婚して親戚になっちゃえば、たまに会えるしそれでよくない？　大丈夫、あのカタブツ兄貴なら、ずっと独身だよ』

　そう玄心に言われるがまま、美久は結婚に踏み切った。けれど、子どもだけは作らないようにしよう。夫婦で話し合ってそう決めたのだそうだ。

　彼らは真実を俺に悟られないよう、必死で取り繕った夫婦生活を送ってきた。そのうち穏やかな日々が心地よいものになっていき、美久も玄心と本当の夫婦になれるかもと、思い始めていた矢先――俺が、悠里と結婚した。

『食事会の日、本当は仕事でもなんでもなかった。だけど、どうしても、平気な顔で維心くんの結婚相手の顔を見られそうになかった。だから、玄心に頼んで欠席させてもらったの』

『そう、だったのか……』

　美久の告白に、俺はただただ呆然とする。

　あの日の玄心は、いつものように終始笑顔で、俺と悠里、そして両親の会話を繋ぎ、場を盛り上げてくれていた。自分の複雑な胸中など、微塵も感じさせずに。

　玄心と美久、ふたりの想いに触れた俺は、鉛を飲み込んだように胸が重くなった。もっと早くに気付いてやれれば、こんなに拗こじれることもなかったのに……自分の鈍感さが心底憎い。

　しかし、だからといって俺が愛する相手は変わらない。美久にも玄心にも申し訳ないことをしたと思うが、俺は俺の想う相手と一生添い遂げる。

　その覚悟を今ここで告げ、ふたりを自由にしてやりたい。

『美久……長い間、きみの心を縛りつけていたようで悪かった。でも、俺は今、幸せにしてやりたい相手が他にいる。その人を心から愛している。だから……きみの気持ちには応えられない』

　美久の目にじわりと涙が浮かび、ぽろっと頬にこぼれる。

　心は痛むが、これ以上俺が語ることはない。俺は自分の胸に置かれた彼女の手をそっと下ろして、部屋から去った。




＊　＊　＊




「そんな……玄心さんの奥様が、維心さんを、なんて」

「俺もショックだったよ。理想の夫婦だと勝手に思っていたふたりが、そんな脆もろい関係だったということも。幼馴染としてそばにいて、知らず知らずのうちにふたりを傷付けていた自分も」

　自嘲してうなだれていると、膝の上で軽く握った俺の手に、悠里がそっと自分の手を乗せる。

「だからあの時、様子がおかしかったんですね。私に自分と結婚した理由を聞いたり、〝女性は本心を隠すのがうまい〟だなんて言ったり」

「ああ。自分が他人の感情をあまり察知できない自覚があるからこそ、疑心暗鬼になってしまった。詳しく話さなかったのは、弟の名誉のためでもあった。きみの言葉も信じ切れず、本当に申し訳なかった」

　悠里はその夜、何度も何度も俺に好きだと告げてくれたのに。俺は勝手に誤解して傷付いて、それでも彼女に癒されたい一心で、ひと晩中その体を貪った。

　しかしその後自己嫌悪に苛まれ、思うように悠里に触れられなくなってしまった。このままでは彼女を愛するというより依存してしまうと、不安になったのだ。

「大丈夫です。維心さんがなにか抱えているのには気付いていましたから」

「悠里……」

　優しく微笑む彼女に胸がトクンと鳴って、たまらずその後頭部を手で優しく引き寄せ、自分の胸に抱く。やわらかい髪の匂いを嗅いで、安らぎとときめきで胸をいっぱいにする。

　それでも物足りない俺は顔を傾け、彼女に口づけをしようと目を閉じた。しかし、今にも唇が触れそうになった瞬間、スーツのポケットでスマホが振動する。

　誰だ、今忙しいのに。

　少々忌々しく思いながらも画面を見ると、表示された名は【桐ケ谷玄心】。

　美久と会い、話し合いが済んだのだろうか。ふたりがどんな結論を出したのか気になって、俺はすぐに通話をタップした。

「はい」

《……あ、兄貴？　悪かったな、俺たち夫婦のゴタゴタに巻き込んで》

　声の調子は深刻そうではないが、玄心のことだ。複雑な胸中は隠してしゃべっているのだろう。

「そんなことは構わない。それでどうするんだ、お前たちは」

《うん。とりあえず、今回のことでぶっ壊れた分、夫婦で一から積み直すことにするよ。美久もようやく諦めがついたみたいなんだ、兄貴のこと。悠里ちゃんへの熱～い愛の告白、目撃したらしくてさ》

　あのシーンを見られていたのか。改めて思い返すと、公衆の面前で相当恥ずかしいことをしてしまった。しかし、そのおかげで悠里を安心させられたのだ。後悔はしていない。

　弟たちもやり直すことに決めたようだし……よかった、本当に。

「今度こそ幸せになれよ。美久もだが、お前も」

《はは、サンキュ。兄貴からそんなこと言われると、なんか照れくさいね。今まで、美久が誰を想っていたって俺が愛してればそれでいいって思ってたけど、本当はこんな日が来るのをずっと待ってたんだ俺、多分》

「玄心……」

　お前は俺にないものをたくさん持っている、自慢の弟だ。きっと美久との関係を修復し、今度こそ皆が羨むような夫婦になれる。

《あ、ちなみに美久のヤツ、もしも悠里ちゃんが許してくれるなら、今度直接会って謝りたいって。なんか、兄貴のポケットにゴムを忍ばせた件とかって》

「ゴム……？」

　輪ゴムか？　それをポケットに忍ばせたからなんだというのだろう。

《まぁいいや。その辺は改めて連絡するよ。今、悠里ちゃんと部屋でふたりきりでしょ？　今日も頑張ってね～、子作り》

　一方的にそう言って、玄心は通話を切ってしまう。忙しないヤツ、と思いながらスマホをしまっていると、悠里の大きな瞳が俺の顔を覗く。

「玄心さん、なんて？」

「ああ、美久と一からやり直すと決めたらしい。それと……俺たちには、子作り頑張れって」

　どうする？と尋ねるように、わざと目を細めて悠里を見つめる。

　悠里の頬がじわじわ赤く染まり、いじらしい仕草できゅっと唇を噛む。やがて決心したように口を開き、大きく息を吸ってから彼女は言った。

「もう、その必要はありません」

「……ん？　どういう意味だ？」

　予想外の返事である。必要はないって、子作りの？　俺は別に子作りだけが目的じゃなく、きみとの愛を確かめ合うために抱き合いたいのだが、それも必要ないと言っているのか？　いや、さっき俺からの愛の言葉が欲しくて泣きじゃくった彼女だ。言動が矛盾している。

　呆然としつつも胸の内で盛大な独り言を繰り広げていた俺に、悠里は告げる。

「維心さん。私、妊娠しました」

　ニンシン……って、妊娠、だよな。えっ？　妊娠？　俺の子を？

　突然、頭上からきらきらと祝福の光が降り注ぐような錯覚にとらわれた。光と一緒に空から降りてきた天使が、ファンファーレを鳴らす空耳まで聞こえる。

「ほ、本当か、悠里」

　俺はあまりの幸福に声を震わせながら、彼女に聞き返す。

「はい。維心さんと私の赤ちゃんです」

　彼女がはにかんでそう答えた直後、俺は胸にあふれる感動を表現するように、悠里の体をきつく抱きしめていた。

「痛いです、維心さん……」

　悠里はクスクス笑いながら、俺の腕の中で不平を漏らす。だって仕方がないだろう。うれしいんだ。幸せなんだ、とても。そしてそれは、彼女も同じはず。

「よかったな、悠里。ずっと子どもが欲しかったんだろう？」

「えっ？」

　悠里がキョトンと目を丸くする。どうしてそんな反応なのだろう。

「ご両親を事故で失ってから、ずっとひとりで頑張って生きてきた。だから、早く自分の血の繋がった家族が欲しくて、子作りに積極的なんだと思っていたんだが……違うのか？」

　俺たちは互いに腑ふに落ちないような顔で、しばらく見つめ合う。そのうち悠里が我慢できなくなったようにふふっと笑いだし、俺の肩に額をコツンとぶつけた。

「も～、私たち、ホント会話が足りてない」

「と、いうことは、俺の考えは間違っているのか？」

　悠里は顔を上げ、笑いすぎて目の端に滲んだ涙を指先で拭うと、口を開く。

「私が子作りに積極的だったのは……維心さんの方こそ、私と結婚した目的が子作りで、私はその時しか愛されている実感が得られないと思っていたからです。ううん、実感というよりむしろ、錯覚くらいに思ってた」

「なぜ、そんな。俺は結婚した当初からきみに愛を……」

　愛を……口では伝えていなかった、かもしれない。夫婦生活の最中には何度も囁いた記憶があるが、それを真実と受け取れない感覚は、俺もつい先日身をもって知ったばかりだ。

　そうか、だから悠里はあんなにも〝言葉〟を欲しがっていたのだ。

　愕がく然ぜんとした俺は、頭を抱えて盛大なため息をつく。

「なんて馬鹿なんだ、俺は……」

「そ、そんなに落ち込まないでください！　自分の気持ちをちゃんと伝えていなかったのは、私も同じですから」

　こんなにも未熟で至らぬ俺なのに、悠里は優しく励ましてくれる。このままではあまりに男として情けない。

　決めたぞ。俺は生まれ変わる。妻にも子にも、愛情を伝える努力を怠らない男に。

「悠里」

「はい」

　顔を上げた俺は、悠里の両手をギュッと握って語りかける。

「俺は、きみが入社して営業部に配属されたその日に、恋に落ちた。人生で初めてのひと目惚れだった」

　悠里が驚いたように目を見張り、頬を赤らめる。俺はそのまま過去を一つひとつなぞって、遅すぎる告白の続きを口にする。

「それから間もない春の夜、オフィスでひとりすすり泣いていたきみを見て、なにもできない自分がもどかしかった。もしもきみを泣かせているのが男だとしたら、許せないと思った」

「すすり泣いていた？　私が？」

　静かに話を聞いていた悠里が、不意に眉根を寄せて首を傾げる。俺の記憶には鮮明に残っているのに、本人は覚えていないのだろうか。

「ああ、ティッシュで鼻までかんで盛大に泣いていたぞ」

　なにがそんなに彼女を悲しませるのかと、清水課長に探りまで入れたくらいだ。

「維心さん、それって多分……花粉症、です」

「花粉、症？」

　ということは、彼女を泣かせたのは仕事でも男でもなく……。

「はい。その時はおそらく薬を飲むのを忘れて……鼻も目も、痒かゆくてつらかっただけかと」

　俺はふっと気が抜けて、思わず笑いをこぼした。本当に、俺は馬鹿だ。あの時声をかけていたらすぐにわかったことなのに。

　悠里は俺の早とちりにクスクス笑いながら、言う。

「男性に泣かされた経験は、ないですよ。維心さん以外には」

　俺は一瞬で笑みを消し、その場に土下座したくなるほどの後悔に苛まれる。しかし、悠里は晴れやかな笑みでこう続けた。

「こんなに好きになった相手、維心さんが初めてだから」

「悠里……」

　きみはいつもそうやって、俺の胸に穏やかな幸せを運んでくる。

　なにもかもを奪いたくなるような激しい恋情とは別の、優しくあたたかく、やわらかい感情……これが愛なのかと初めて思ったのは、彼女が熱を出した時だ。

　それまで恋心と肉欲をなかなか切り離せずにいた俺だが、眠る彼女の手を握り、唇を触れ合わせるだけでも、愛しい幸福感に包まれた。

　軽井沢に行った時もそう。パンを食べた時も、神社にお参りした時も、花火をした時も、悠里がそばにいて笑っていればそれでなにもかも満たされた。

　そして今も――きみが隣で笑っていてくれる、それが俺のなによりの幸せだから。

　俺は彼女の耳の脇に手を差し入れ、瞳を覗いて問う。

「これからもずっと、俺のそばにいてくれるか？」

「はい。愛しています、維心さん」

「ありがとう。……愛しているよ、俺も」

　ゆっくり顔を近付けていくと悠里は自然と目を閉じ、俺たちは今までで一番心を満たす、優しいキスを交わした。










甘やかされる妊娠生活




　維心さんと思いを伝え合った数日後、仕事の後で私と維心さん、そして弟さん夫婦で初めて食事をした。つわり症状は精神的なものも大きかったようで、ほとんど感じなくなっている。

　玄心さんが予約してくれたフレンチレストランの個室に四人集まると、注文を済ませて挨拶を交わした直後、美久さんが涙ながらに私に謝罪した。同時に玄心さんからも、「あんな行動を取らせてしまうほど、美久を追い詰めたのは俺だ」と頭を下げられる。

　確かに美久さんの存在にはやきもきさせられた部分もあるけれど、そうなったのは私と維心さんという夫婦の地盤が元々しっかり固まっていなかったからだ。自分たちの未熟さを棚に上げて、ふたりを責めることはできない。

「いいんです。今回の件で、維心さんの気持ちがようやくわかったから、むしろいいきっかけでした」

「その件に関しては、本当に申し訳なかった」

　弟さん夫妻に向かってにっこり微笑む私の横で、維心さんが小さくなる。そんな私たちを見比べた玄心さんが、おかしそうに笑う。

「悠里ちゃんのおかげで、兄貴が少しずつ人間らしくなってきたな」

「……俺は最初から人間だが」

　心外そうに眉をぴくりとさせた維心さんに、今度は美久さんが苦笑する。

「察しの悪さも空気の読めなさも一級品。それなのにモテるから、今まで何人の女性を泣かせてきたかわからない。……そんな維心くんに愛想をつかすことなく、とことん向き合った悠里さんの一本勝ちね。本当に、深い愛情がなければできないと思う。私、悠里さんを尊敬する」

「そんな、尊敬だなんて……」

　私はただ、維心さんを好きだっただけ。

　そして、彼にも愛されたい一心でいただけだ。

　私が恐縮して身を縮める向かいでは、玄心さんが美久さんを悪戯っぽい眼差しで見つめる。

「これから美久も悠里ちゃんを見習って、俺がなにしても愛想つかさないでね」

「なにしてもって……なにするつもり？」

「うーん、例えば」

　玄心さんはそう言うと、美久さんの頬にチュッと口づけをする。途端に頬を真っ赤に染めた美久さんに、玄心さんはニコニコと満足げだ。

　玄心さんは、本当に美久さんが大好きなんだな。美久さんの気持ちを本当の意味で彼が手に入れる日も、そう遠くはなさそうだ。

　微笑ましい光景に和んでいると、スタッフが料理を運んできてコースが始まる。

　美味しい料理にますます会話も弾み、玄心さんと美久さんから私の知らない維心さんの話も聞けて、とても楽しい時間を過ごした。




　その後も妊娠の経過は順調で、十二月には安定期を迎えた。

　相変わらず出張の多い維心さんだけれど、戌いぬの日の安産祈願には予定を合わせて一緒に来てくれたし、クリスマスやお正月もふたりで過ごすことができた。維心さんが実家に帰らなくていいのか心配だったけれど、彼のご両親はいつもお正月休みに海外旅行をするので気にしなくていいらしい。

　一方私は、一月下旬に七カ月目を迎えると、お腹の膨らみも目立ち始めて、歩く時にだいぶ重みを感じるようになった。

　産休は会社の規定通り、出産予定日の五月下旬より六週間前の、四月の初めに入る予定。それまではできるだけ周囲に負担をかけないよう、自分の仕事は自分で頑張るつもりだ。

　しかし……。

「あ、いいよ早坂さんは、座ってな」

「こんな雑用は俺たちがやるから」

　お腹が大きくなるにつれ、先輩方は私に仕事を与えてくれなくなった。どんなに軽い荷物でも運ばせてくれないし、高いところから物を取ろうとすると、誰かしらが飛んできて代わりに取ってくれた。

「なんか、腫れもの扱いで寂しい……」

　自分のデスクでついそんな言葉をこぼすと、隣の席からふふっと笑い声がした。

「いいのよ、今の悠里ちゃんは甘えておけば。ホント体が大事なんだから」

　おおらかに微笑んで私の肩に手を置くのは、今月育休から復帰したばかりの先輩、安やす田だ理り絵えさん。本当は春から復帰予定だったけれど、希望していた保育園のゼロ歳児クラスに急きゅう遽きょ空きが出たそう。ちょうど早めに卒乳が完了した息子さんを預けながら、時短勤務で仕事をしている。

「でも、どうしても思っちゃうんですよね。仕方ないこととはいえ、いつもと同じ仕事ができない私は必要とされてないんじゃないかって」

「そんなこと言ったら、私だってさっさと四時で帰っちゃうじゃない。その分は、悠里ちゃんがフォローしてくれてるでしょ？　お互いさま」

　理絵さんはそう励ましてくれるけれど、仕事のできる彼女は午後四時までにほとんど自分の仕事を終わらせていて、私のフォローなんて微々たるものだ。そう思うとなかなか気持ちを切り替えられず、私の表情は暗いまま。

「とはいえ、私も妊婦の時はそうやって落ち込んだかも。妊娠って喜ばしいことには違いないけれど、急に今までと同じことができなくなって、無性に悔しくなるのよね。赤ちゃんのためを思えば平気でしょって言われても、私にも人格あるのに……って悲しくなったり」

「そう、そうなんです」

　いつもと同じ仕事ができない。お気に入りの服が着られない。ヒールが履けない。生魚が食べられない。重いものが持てない。むやみに走れない。一つひとつは些さ細さいなことなんだけれど、降り積もるとなかなかきつい。

　そして、その程度の我慢すらできない自分に、嫌気がさしたりもする。

「ホルモンバランスが崩れるせいで、落ち込みやすい時期でもあるものね。帰ったら部長にいっぱい甘えなさい。今日、出張から戻ってくるんでしょ？」

「はい。一度家に帰ってから、車で迎えに来てくれる予定です」

　以前は出張帰りの彼と電車で帰宅したこともあるけれど、私が妊娠してからの彼はとても過保護。時間が合えば強制的に車で一緒に帰るし、そうでない時はマンションに帰宅してすぐ【無事に帰れました】と連絡しなければならない。

　一度うっかり連絡を忘れてお風呂に入ってしまい、電話にも出ない私を心配した維心さんが血相を変えて帰宅する、なんてこともあった。

「じゃ、部長のためにも落ち込んでる場合じゃないわね。なんとしてでも定時に帰らないと」

「そうですね。今自分のできることを最大限に頑張ります」

　今日はひとつ、維心さんに大事な報告がある。昨日の健診で判明した、赤ちゃんの性別だ。

　私個人は男の子でも女の子でもうれしいのだけれど、彼、というか桐ケ谷家にとってはそうではない可能性がある。

　私のお腹にいる子は、女の子だ。維心さんの反応が、少しだけ怖い。




「維心さん！」

　待ち合わせしていた会社のエントランスに彼の姿を見つけると、私は遠くから彼を呼び、手を振った。スマホに視線を落としていた維心さんが顔を上げ、ふっと目元を緩める。出張の多い彼との生活にはだいぶ慣れたし、前のように彼の心が見えなくなるような不安はない。それでも数日ぶりに会えるのはやっぱりうれしくて、心が弾む。

　早くそばに行きたくてつい早足になり、そのうち小走りになり、あと数歩で彼に手が届きそう、というところで、私はなにもない床につまずいた。

　いけない、転ぶ……！

「悠里！」

　前のめりになった私の体を、瞬時に体勢を低くした維心さんがしっかり受け止め、事なきを得る。

「ご、ごめんなさい。維心さん、大丈夫ですか？」

「俺のことなんてどうでもいい。悠里は平気か？」

「はい……」

　答えながら手を置いた胸は、ヒヤッとしたせいか鼓動が速い。そのままお腹にも触れると、心なしか張っている気がする。しかしこの程度なら、徒歩での出勤やちょっとした家事の後でも感じたことがあるから、許容範囲だろう。

　とはいえ赤ちゃんをびっくりさせてしまったことには変わりない。私はそうっとお腹をさすりながら「ごめんね」と赤ちゃんに語りかけた。

　維心さんはその光景を幸福そうな眼差しで見つめ、私の手を取って歩きだす。

「昨日、健診だっただろ？　どうだった？」

「はい。赤ちゃんはちゃんと成長していました。子宮頸けい管かん長っていうのが私はちょっと短いそうなんですけど……お腹の張りも出血もそれほどないので、一応、先生は今のところ大丈夫って。ただ、私が仕事をしているので念のため張り止めの薬を飲んだ方がいいと」

「今のところ？　心配だな。次の健診でもっと詳しく聞いた方がいい」

「そうします。もし気になる症状が出たら、早めに受診してとも言われたので」

　話しながら、会社の前に停まっていた彼の車に乗り込む。妊娠がわかってからは安全を第一に考え、助手席より後部座席に座るようにしている。シートベルトはお腹の膨らみを避けて伸ばし、金具でしっかり留めた。

「じゃ、出すぞ」

「はい。お願いします」

　維心さんの車は中が広々としているので、運転席と後部座席とで会話をする時は大きな声を出さなければならず、自然と会話は少なくなった。

　いつもはそれがちょっと寂しいのだけれど、言いにくい話を抱えている私にとっては、今日だけ都合がよかった。




　帰宅してすぐ、維心さんは夕食作りのためにエプロンをつけ対面キッチンに立つ。

　今日のように早い時間に彼が家にいる場合、妊婦の私に立ち仕事をさせないために、彼がほとんどの家事を担ってくれるのだ。

　私はダイニングテーブルでひと息つきながら、その姿を眺めるのが好き。今日も料理の完成を待つ間、ジッと旦那様のエプロン姿を見つめ、うっとりする。

　段々と、ニンニクのいい香りが部屋に漂ってきた。

「悠里、もうほぼ完成だから、味見してくれるか？」

「はーい」

　キッチンに回って、フライパンを覗く。ニンニクのいい香りをさせているのは、トマトと牡か蠣きを使った、美味しそうなパスタだ。

「牡蠣なんていつ買ったんですか？」

「今回の出張は広島だっただろ？　土産にと思って、現地でオイル漬けを買ってきたんだ。牡蠣には妊娠中の女性に必要な栄養素がたっぷり入っているから、悠里にぴったりだと思ってな。ほら、あーん」

　維心さんがフライパンからフォークでひと巻きのパスタを取り、私の口に近付ける。私は言われた通りに口を開け、チュル、とパスタを吸い込み、もぐもぐしながら味わった。

　外ではさすがに恥ずかしいけれど、家の中でこんな風に食べさせ合ったりするのは日常の光景。私が妊娠してから夜の夫婦生活はできなくなったものの、こうしたじゃれ合いは増える一方なので、親密度は以前より増している。

「うん、美味しいです！」

　飲み込んだと同時にそう言って微笑むと、維心さんはなぜかジッと私の口元を見つめる。それから私の肩に両手を置き、ゆっくり顔を近付けてきた。ドキン、と胸が鳴った次の瞬間、彼が私の唇の端をぺろりと舐め、一旦顔を離す。

「維心さん……？」

「唇の脇、オイルが少し跳ねていた。……と、いうのもあるが」

　そんな言葉を紡いだ唇が、今度は正面から優しい口づけをする。ちゅ、ちゅ、と雨が跳ねるような軽いキスの合間、彼が吐息交じりに言う。

「どうしても、悠里の唇を食べたくなってしまった。出張の後はいつもそうだ。離れていた間の分を、取り返したくなる」

　言ったそばからはむ、と上唇を食み、緩んだ唇の隙間から舌を入れ、さらに深いキスを仕掛けてくる維心さん。

「んっ、うれしい……ですけど。あのう、ニンニクの匂い、平気ですか？」

　上目遣いで遠慮がちに尋ねる。維心さんは愛おしそうに目を細め、ふっと笑った。

「前に言っただろう？　悠里の唇は、たとえニンニク風味でも美味だと」

「あ、あれってふざけていただけじゃ……？」

「俺は大真面目に言ったつもりだ。甘くて、やわらかくて、病みつきになる中毒性があって……唾液の味は、まるで媚び薬やくだ」

　私の顎を掴み、親指で下唇をなぞりながら、維心さんが言う。

　それだけで全身がぞくぞくして、今は眠らせている私の中の女の部分が、引き出されそうになる。でも、赤ちゃんになにかあったら困るので、今はふたりでこらえる時。維心さんにも頑張って、我慢してもらわないと。

「じゃあ、キスはもうお預け。これ以上維心さんが媚薬に侵されたら大変ですから」

　私はそう言って、彼の唇にトン、と人差し指を置く。維心さんはちょっと残念そうな顔になりながらも、私の肩から手を離した。

「そうだな。せっかくのパスタも冷めるし、そろそろ夕飯にしよう。悠里は先に座っていて」

「ありがとう、お願いします」

　本当は手伝いたい気持ちもあるけれど、維心さんが絶対に許してくれないので大人しく席に着く。維心さんはパスタの他にサラダとスープも作ってくれていて、お洒落なイタリアンカフェで出てくるようなメニューに感動した。テーブルを挟んで向かい合い、ふたりで「いただきます」と手を合わせる。

　私はさっそくフォークを手に取り、くるくるとパスタを巻き取って牡蠣と一緒に口に入れた。ぷりっとした牡蠣の身と、トマトとニンニク。具材はシンプルなのに旨うまみが濃くて、リッチな味わいだ。

「美味しい……。維心さん、天才です」

「俺というより、オイル漬けの手柄だよ」

「でもやっぱり、維心さんの愛情が入っているからだと思います」

「ああ、それなら自信がある。むしろ、味つけ過多かもしれないな」

　苦笑する維心さんに、私もクスクス笑う。

　美味しい食事に楽しい会話。目の前には大好きな人。私が欲しかった、幸せな結婚生活がここにある。しかし、いつまでもそれだけを受け取っているだけではいけない。

　私の結婚相手は、私とは違って特別な……桐ケ谷家の一族を背負うような人間だ。赤ちゃんの性別のこと、早くきちんと伝えなきゃ。

「あの、維心さん」

「ん？」

　フォークを置いて、まっすぐ彼を見る。私のかしこまった様子に彼もなにかを感じたらしく、食事の手を止める。

「どうした、改まって」

「実は、昨日の健診でわかったんです。赤ちゃんが、男の子なのか女の子なのか」

「本当か。教えてくれ。どっちだった？」

　維心さんが目を見開き、椅子を一歩前に引く。

　こんなに食いつくということは、やっぱり男の子を期待していたのかな……。

　一瞬不安に駆られるが、すぐに打ち消した。私は維心さんがなにか言う前から、勝手に勘繰ったり不安がったりしすぎだ。

　案ずるより産むがやすし。早く言ってしまいなさい、悠里。

「女の子、だそうです」

　勇気を出して告げた瞬間、維心さんはなんとも言えない表情になり、頭を抱えてうなだれた。同時に、深いため息をつく。

　そう……だよね。昔から、跡継ぎといえば男の子だもの。でも、赤ちゃんにはなんの罪もないのに、そんなにがっかりした様子を見せなくたって。

「女の子ということは、嫁ぐ可能性があるんだよな。将来」

「えっ？」

「悠里に似たかわいい娘が、どこの馬の骨ともわからないヤツに奪われたらと思うと、今から頭が痛い。もちろん、気が早いとはわかっているが」

　ひどく物憂げな様子でそう話した維心さんに、私は目をぱちくりさせた。

　ええと……彼は性別自体にがっかりしたわけではなく、娘が生まれた後、しかも二十年以上は先であろう未来を悲観して嘆いているの？

　相変わらず、維心さんの考えは私の想像を軽く超えてくる。ホッとして力が抜けたけれど、まだ大丈夫と決まったわけではない。

「あの、娘を嫁に行かせたくないのはわかりました。ですが私、それより心配なことがあるんです。ご両親が期待されている桐ケ谷家の跡継ぎというのは、きっと男の子ですよね？　それこそ、女の子は嫁いでしまう可能性がありますし」

「跡継ぎ？　ああ、会食の時にそんな話をしていたな」

　我に返った維心さんが、なにかを思い返すように斜め上を睨む。しばらくしてこちらを向いた彼の目は、私を安心させるかのように穏やかだった。

「悠里にそんな気を使わせてすまない。しかし、両親もそこまで非情な人たちではないはずだから、子の性別に関しては俺から話しておくよ。それでもし嘆くような両親なら、俺は縁を切る」

「維心さん……」

　そんな状況にならないのが一番いいけれど、彼の強い覚悟に胸がジンと熱くなる。

「家の事情なんかより、きみと子どもの方がずっと大事だ」

　真摯な瞳でそう告げられ、私は感極まって頷いた。

　維心さんも私も、ここ数カ月で本当に変わった。維心さんは考えていることは全部言葉にして伝えてくれるし、私の不安や心の揺れにもとても敏感で、いつも気にかけてくれる。

　私も彼の言動を素直に受け取れるようになり、夫婦として心が寄り添っているのを日々感じている。

　やっぱり、この人と結婚してよかった。そんな思いに浸りながら、食事を再開しようとしたその時。突然お腹が張って硬くなり、鈍く痛みだす。

「痛っ……」

　私はお腹を押さえ、もう片方の手をテーブルについて痛みが引くのを待つ。私の異変にすぐさま気付いた維心さんが、私のそばまで来て背中にそっと手をあてる。

「悠里？　お腹が痛いのか？」

「はい……。あの、お薬を……」

　張り止めの薬をくださいと言いたいのだけれど、お腹がぎゅう、とさらに硬くなり、怖くて声が出せなくなった。生理痛に似た痛みが断続的に続き、早くおさまってと祈ることしかできない。

「悠長に薬を飲んでいる場合じゃなさそうだな」

　維心さんは冷静に呟くと、スマホでどこかに連絡をし始める。

「夜分にすみません、桐ケ谷と申します。そちらで妊婦健診を受診している桐ケ谷悠里の夫で……ええ、そうです。妻が先ほどから突然お腹が張って痛むようなのですが」

　どうやら通っている産院に連絡してくれたようだ。

　額に脂汗を浮かべながら、彼の電話する様子をぼんやり眺めていると、彼はすぐに通話を終えて私のもとに戻ってくる。

「しばらく安静にして、痛みと張りが引いたところで病院へ行く。準備は俺がするから、悠里は横になっていた方がいい」

「え？」

「切迫早産の危険があるとのことだ。とにかく、悠里はベッドへ」

　切迫早産？　早産ってなに？　……流産じゃないよね？

　私は自分が順調な妊娠経過をたどることしか考えていなかったので、そんな初歩的な知識さえ持っていなかった。

　痛みが遠のくほどに呆然としていると、椅子の前で身を屈めた維心さんが私の体を注意深く持ち上げて、横抱きにする。そして彼が歩きだした時、私はふと足の間につう、と温かい液体が伝うのを感じた。

「維心さん、ちょっと……」

　いやな予感がする。怖い。見たくない。ねえ、どうして。

「どうした？　ゆう――」

　維心さんが、ごくりと息をのむ。彼も目にしたようだ。私の脚を伝って床に滴った、いくつかの赤い染みに。

「どうしよう、維心さん、赤ちゃん……」

　血を流しているのは、私の体？　それとも、赤ちゃん自身？　お腹の中で我が子が苦しんでいるのかと思うと、かわいそうで、申し訳なくて、涙が出る。

「……大丈夫だ。大丈夫に決まってる」

「でも」

「絶対に大丈夫。そう信じて休むのが、今のきみの仕事だ。俺はもう一度病院に連絡し、出血があると報告して、指示を仰ぐ。もう一度言うぞ。……絶対に、俺たちの子は大丈夫だ」

　維心さんは強い口調でそう言い聞かせると、血液でシーツが汚れるのも構わず私をベッドに寝かせ、スマホを耳にあてながら寝室を出ていく。

　絶対に、大丈夫……お母さんの私が信じてあげなきゃ、ダメだよね。

　お願い、どうか、どうか、お腹の中で元気にしていて。

　私は不安でカタカタと震える体を自らの腕で抱きしめ、ひたすらに赤ちゃんの無事を願った。










大好きな旦那様




　維心さんの運転で病院に到着し診察を受けると、私は即入院を言い渡された。

　赤ちゃんに今のところ問題はないそうだが、本来出産の時にしか開かない赤ちゃんの通り道、子宮口が、五センチも開いてしまっているそうだ。原因は不明で、体質的なものではないかと先生は言っていた。

　このまま放っておくと、体の器官がきちんと発達する前に赤ちゃんが生まれてきてしまい、命の危険がある。無事に生まれたとしても現在の週数では肺の成長も未熟で、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）で人工呼吸器をつけなければならなくなる場合がある、と説明された。

　それを防ぐためには、とにかく赤ちゃんをお腹の中にとどめておくため、絶対安静。

　トイレ以外はベッドで横になり、子宮の収縮を抑制する薬を二十四時間、点滴で打つことになった。少なくとも、赤ちゃんが生まれても問題ない三十七週までは入院しなければならず、会社もこのまま産休に入ることに。

　維心さんの計らいで豪華な特別個室が用意されたけれど、ひとりの病室で横になっているだけの一日は長い。そんな中、入院してすぐにお見舞いに駆けつけてくれたのは、維心さんのお母様だった。

「維心から聞いたわ、お腹の子が女の子って。でも、今は女性だからってお嫁に行くとも限らないし、婿を取る方法もある。だから、男の子だけを望んでいたわけじゃないのよ。もしそれがプレッシャーで、あなたにストレスを与えていたならごめんなさい。とにかく今は、体を大切にね」

「はい」

　お母様は私の不安を軽くしてくれるとともに、維心さんや玄心さんの出産についても懐かしそうに話してくれた。ふたりの妊娠中、実はお母様も入院には至らないにしろ切迫早産気味だったそう。それでもふたりとも安産だったので、悠里さんもきっと大丈夫。そう励ましてくれた。

　経験者の話はとてもリアルで参考になり、お母様と話した後は一時的に心が浮上した。しかし、その後も続く入院生活。どんなに安静にしていても私の子宮頸管は短く、子宮の入り口も開きやすいまま。

　危険な状況はなかなか改善されず、つい思考が後ろ向きになった。

　先生は体質と言ったけれど、私になにか落ち度があったのではないだろうか。

　仕事で少し無理をした。駅の階段を早足で上がった。維心さんのいない時、背伸びをしながら高い場所の掃除をした。なにより私自身が〝これくらい大丈夫だろう〟という気持ちだった。今さら後悔しても遅いけれど、どうしてもっと慎重にならなかったんだろう……。

　一日に何度もそんなことを考えては枕を濡らし、維心さんが面会に来る夜を待つ。入院して二週間ほど経ったその日もそうしていたら、維心さんが来るよりも先に、私の病室を誰かがノックした。

「はーい」

「えへへ、来ちゃった。具合はどう？」

　明るい調子で入ってきたのは、会社帰りの佳代だった。入院のことは知らせてあったので、お見舞いに来てくれたようだ。私はベッドのリクライニングを少し起こして佳代を迎える。

「佳代、来てくれたんだ。今は点滴のおかげで張りは少し落ち着いてるかな」

「よかった～。はい、これ、暇な悠里のために持ってきた」

　壁際に寄せてあった丸椅子のひとつをベッドのそばに移動して座りながら、佳代がバッグからなにか取り出す。

　最近巷ちまたではあまり見かけなくなったＣＤウォークマンと、一枚のＣＤ。ジャケットには例のごとくイケメンのイラストと、【入院中に親しくなったドクターと×××】という、意味深なタイトルが添えてある。

「佳代？　これってどういう……」

「ゲームは安静中にやっていいのか自信がなかったから、聴いてるだけで癒される、ＣＤにしてみたの。この病院特有の消毒液の匂いを嗅ぎながら、イヤホンでイケメンドクターにあれこれ囁かれる……考えただけで入院生活が一気に楽しくならない？」

　目を輝かせて力説する佳代に、思わず笑いがこぼれる。

　ホント、佳代はいつでもどこでもぶれないなぁ。でも、久しぶりにくだらないことで笑った気がする。なんだか少し、心が軽くなった。

「ありがとう。気が向いたら聴こうかな」

「うんうん、ぜひそうして。このドクター、ただのイケメンじゃなくて、実はつらい過去を背負ってたりもして――」

　佳代がますます勢いづいて熱い語りに入ったその時、トントン、とドアがノックされる。維心さんかな？　そう思って「はい」と返事をすると、入ってきたのは意外な三人だった。

「おう、久しぶりだな早坂」

「課長……それに梶原さんと元木くんも」

　先頭に清水課長、その後ろには営業二課の名コンビ、梶原さんと元木くんがいた。

　みんなに挨拶もせずに産休に入ってしまったので、久しぶりに三人に会えたことが無性にうれしくて、胸がジーンとする。

　お見舞いの品には焼き菓子セットまでもらってしまい、そちらもかなりうれしかった。なにせトイレ以外の移動は許されていないので、院内のコンビニにも行けず、甘いものに飢えていたのだ。もちろん、妊娠糖尿病には気をつけないといけないけれど。

　佳代が動けない私に代わって彼らの椅子を用意してくれ、三人は佳代とは反対側のベッドのそばに座る。

　私は慌ててイケメンドクターのＣＤを布団の中に隠した。

「すげぇなこの病室。さすがセレブの妻」

「芸能人とか政治家が入りそうな部屋っすよね」

　見慣れない特別個室に、二課のふたりは興奮気味でキョロキョロしている。課長がそんなふたりを窘めてから、心苦しそうに言う。

「今日は部長、もうしばらく会議に時間がかかるそうなんだ。だから、代わりと言っちゃなんだが俺たち三人でお見舞いに行こうって話になってな。入院って聞いてずっと心配してたんだが、顔色はよさそうだな」

「はい、おかげさまで。ご迷惑おかけして申し訳ありませんでした」

「なにを言うんだ。みんな、早坂が元気な子を産めるように、応援してる。落ち着いたら、赤ちゃんの顔を見せに来てくれよ」

「ありがとうございます……」

　こうして離れてみると、改めて私は職場に恵まれていたなと思う。今は赤ちゃんのことが最優先だけれど、いつかきっと復帰して、またみんなの役に立ちたい。今、私のいなくなった穴をフォローしてくれている誰かを、今度は私が助けたい。

「あの」

　その時、不意に声をあげたのは佳代だ。私のベッドを挟んで課長たちと向き合うように立っていた彼女は、まっすぐに元木くんを見ている。

「えっと……俺？」

「そうです。あなたです。柴犬の」

　……柴犬？

　なんとなく不穏な気配を感じながらも、佳代の様子を見守る。すると我慢ができなくなったようにタタッとベッドの向こうに回り、怪訝な顔で固まっている元木くんのもとに近付くと、いきなりその手を握って跪ひざまずいた。

「あの、私とお付き合いしていただけませんか？」

「えっ？　ちょっと佳代？」

　初対面でいきなりなにを言っているのだろう。

　元木くんは彼女に手を握られたまま、絶句している。

「単刀直入に言って、顔が好みです。〝柴犬のトオル〟そっくりな、まっすぐな鼻筋につぶらな瞳」

　やっぱり……。佳代ってば、二次元男子と重ねてるんだ。でも、それを隠さずストレートに伝えているから問題ない？　いや、言われた方は戸惑うだろう。いきなり柴犬だもん。

　そう思って元木くんの顔を覗くと、意外にまんざらでもなさそう。彼は頬から耳にかけてほんのり赤くして、困ったように頭をかいてから、言う。

「と、友達からでよければ……」

「ありがとうございます！」

　突然のカップル誕生に、私と課長、梶原さんは目配せで驚きを共有し、それからぱちぱちと拍手をする。

　長年友人をやっているけれど、佳代があんなにも積極的に生身の男性にアプローチするのは初めて見る。告白は急すぎる気もするけれど、元木くんの人柄を知れば、ますます彼を好きになるだろう。

　しばらく話をして、会社の三人と佳代は帰っていった。その三十分後くらいに維心さんが来て、ベッド脇に椅子を置いて座るなり、私の顔をジッと見つめた。

「今日は表情が明るいな」

「わかりますか？　今日、お見舞いに色んな人が来てくれたんです。友達の佳代と、会社からは課長、梶原さん、元木くん」

　指折り数えて話していたら、維心さんがなぜか険しい顔になる。

「元木か……アイツはまだ悠里に未練が？」

「いえ、そういうのじゃなくて、普通に同僚としてお見舞いに。しかも、その場で佳代とカップルになったんですよ！」

　ほくほくしながらそう話した私に、維心さんはホッとしたように息をついた。

「それならいいが。アイツには心乱された記憶しかないから、未だに意識してしまってな。随分前の話だが、会社で悠里との結婚を発表した日の帰り、エレベーターに乗ろうとするきみと元木とすれ違ったことがあっただろう。まさかふたりで一緒に帰るのかと気になって、俺も急いで地下の駐車場まで下りたんだ。エレベーターがなかなか来なくて階段を使ったから、息が切れたよ」

「えっ……」

　そのことなら私も覚えている。営業部に戻ったはずの維心さんが車で駐車場から出てきて、その早業に驚いたんだ。……まさか、階段を使ってまで急いでいたなんて。

「美久とホテルで会っていた時もそう。美久との話が済んで、ふとラウンジの外を見たら、悠里がいるじゃないか。しかも、元木に肩を抱かれて。ヤツがきみをホテルの部屋にでも連れ込む気なんじゃと思って、慌てて追いかけたんだ。まぁそのおかげで、きみに愛してると伝えられたわけだが」

「そうだったんですね」

　維心さんって、私の知らないところでたくさん私を想ってくれていたんだな。

　最近は惜しげもなく愛を囁く彼だけど今回の話は初耳だったので、彼の気持ちが覗けたようでうれしい。

「しかし今日は本当に、悠里の明るい顔が見られて安心したよ。お見舞いに来てくれたみんなのおかげだな。元木にも感謝しなければ」

「そうですね。でもやっぱり、一番心待ちにしているのは維心さんが会いに来てくれることです。維心さんはお仕事もあるし、早く休んでほしい気持ちもあるんですけど……面会時間が終わる時、いつも名残惜しくて」

「俺も同じ気持ちだ。ひとりのマンションに帰るのが、本当に虚しくてつらい」

　維心さんは話しながら私の耳の脇に手を差し入れ、そっと顔を引き寄せて口づけをする。

　キスなんかしたら離れがたくなるのがわかっているのに……私は点滴の繋がっていない方の手を彼の頬に添え、自分からも唇を寄せる。

「ん、っ……」

　リップ音に濡れた音が交じり、室内に甘いため息が充満する。もっと、もっとというように唇を重ね、時には舌を吸われて、頭の中が蕩けていく感覚に酔う。

「そんな気持ちよさそうな顔をして。歯止めがきかなくなったらどうする」

　キスをしながら維心さんがベッドに手をつき、私に覆いかぶさるような体勢で、再び唇を合わせようとしていたその時。

　カシャン、とベッドからなにかが落ちる音がして、維心さんの動きが止まる。

　彼はゆっくりベッドから退き、落ちたものを手に取った。

「ＣＤ？　……入院中に親しくなったドクターと？」

「あ、あのっ、それは佳代の……！」

　すぐにでも実物を奪い返したいけれど、今の私は激しく動けないので、伸ばした手はすかっと空を切る。

　維心さんは鋭く目を細め、ジャケットの裏面に目を凝らしている。

「十八歳以上向け……」

　ぼそりと彼が呟いたセリフに、泣きたいほどの羞恥に襲われる。

　佳代ってば、よりによって十八禁のＣＤを私に貸そうとしたわけ？

「悠里、今のきみは子宮が収縮するような行為はご法度のはずだが、俺に会えない寂しさに耐えられず、こんなものを使って自分を慰めようと？　それならせめて、俺を想像し――」

「だから違いますって！」

　その日は結局、ＣＤの誤解を解くだけでほとんど面会時間が終わってしまった。

　帰り支度をする維心さんの姿を見るだけできゅっと胸が締めつけられ、心細くなる。

「早く、家に帰りたいな」

「ああ。待っているよ。それじゃ、また明日来る。ゆっくりおやすみ」

　最後にもう一度だけ短いキスを交わし、それから私のお腹を布団の上からゆっくり撫で、維心さんは帰っていった。

　入院はまだまだ続くけれど、寂しいのは、切ないのは、維心さんも同じ……。

　そう自分に言い聞かせると少しだけ心が落ち着き、私はベッドの中で目を閉じた。




　子宮口が開きやすい体質の私は、結局出産まで入院することになった。

　なにもしないというのがここまでつらいとは思わなかったが、無事に正産期の三十七週を迎えられた日の朝には、思わず赤ちゃんに「ありがとう。頑張ったね」と声をかけた。

　しかし、安静を二カ月も続けたせいか体力も筋力も落ちていて、特別個室専用のトイレまで歩くのさえ疲労を感じるようになってしまった。

　私、こんなにヨレヨレで出産できるのかな……？

　その日の夕方、一抹の不安を覚えながら、壁伝いにトイレからベッドへ戻る途中のことだった。

　――パシャッ。足元で突然、水風船が割れたような音がした。続けて、足の間をとめどなく透明の液体が流れる。

「えっ？」

　呆気にとられている間に、私の足元には小さな水たまりができていた。私、とうとう尿を我慢する力もなくなったの？　今、トイレに行ってきたところなのに？

　呆然と立ち尽くしていると個室のドアが開き、点滴の交換に訪れた看護師が慌てて駆け寄ってきた。濡れた床に気付いた彼女は、即座に私の状況を察知して立ち上がる。

「桐ケ谷さん、これ、破水です。先生の所に行きましょう。もしかしたらそのまま産むことになるかも」

「えっ？　産む？」

　混乱している間に車椅子が用意され、医師のもとへ連れていかれる。途中でいつかも感じたような下腹部の痛みがやってきて、それに耐えながら内診を受けたら、子宮口は七センチまで開いていて、お腹が痛いのは陣痛ですときっぱり断言された。

　赤ちゃんの推定体重は、低出生体重児になるかどうかちょうど境目の二千五百グラム。これなら産んでしまいましょうと、車椅子で今度は陣痛室へ移動した。

　ベッドとソファの置かれた簡素なその部屋で、とりあえずベッドに横になる。やがて助産師がやってきて、私のお腹にモニターと繋がった機械をふたつ付け、ベルトで固定した。

「もうだいぶ間隔が短いわね。すぐに分ぶん娩べん室に移れるよう、準備をしてきます。桐ケ谷さんは痛みの引いている時に、旦那様にご連絡を」

　モニターを見ながら淡々と指示されて、ごくりと息を呑んだ。

　分娩室……生まれるんだ、もうすぐ……。

　いよいよだという緊張に包まれながら、助産師が席を外してすぐ、私は維心さんに連絡を取った。

「もしもし、維心さん？　お仕事中にごめんなさい、あの……痛っ」

《悠里？　痛いって、まさか……陣痛か？》

「はい、間隔もだいぶ短くなってます。元々子宮口も開きやすいので……すぐお産になりそうなんです」

《わかった。すぐに向かう》

　彼の声を聞いて安心したのもつかの間、すぐに悶えるほどの痛みがやってきて、私は顔を歪める。腰を思い切り殴られているみたい。気が遠くなりそう。

　浅い呼吸を繰り返し、ギュッと目を閉じてただ痛みに耐えていると、ようやく助産師が戻ってくる。

　歩ける状態ではないので車椅子ですぐ隣の分娩室へ移動し、台に上る。点滴の針を腕に刺され、助産師が内診を始める。

「子宮口は全開。赤ちゃんも下がってるし、いきみたくなったらいきんでください。その時、腰は分娩台から離さないこと。おへそを見るような感覚というのを覚えていてください。そのグリップを思い切り握って」

　言われた通り、分娩台の脇にあるグリップを握り、助産師の声かけに合わせて力を入れる。

　赤ちゃんが出そうな感覚は下半身全体にあるものの、一度くらいでは出てくれない。

「はい、息を吸って。……いきんで！」

「ふっ……！　あぁ……っ」

　何度そのやり取りを繰り返しただろう。段々と体に力が入らなくなり、助産師のタイミング通りにいきむことが難しくなってきた。入院生活で体力が落ちているせいもあるのだろうが、不甲斐ない自分が情けなくなる。

　どうしよう、このまま産めなかったら……。

　お産の途中なのに弱気になって、じわりと目に涙が滲む。そんな時、突然分娩室の扉が開いて、看護師が私に声をかける。

「桐ケ谷さん、ご主人が来てくださいましたよ」

「維心さん……」

　顔を上げると、分娩台にすぐさま歩み寄ってきたのは、院内用の帽子にマスク、ガウンを身につけた維心さん。グリップを握りすぎてぷるぷると震える手を伸ばすと、彼が力強くギュッと握ってくれる。

「悠里、あと少しだ。あと少し、頑張れ。俺の手が折れるくらいに強く握っていい」

　彼の目は、すでに感極まったように潤んでいる。思わずもらい泣きしそうになった瞬間、なにかの異常を知らせるアラームが鳴る。

「赤ちゃんの心音が弱くなってる……」

　ぽつりと助産師が呟き、アラームを聞きつけた医師がやってくる。医師は瞬時に状況を把握すると、私の顔を覗いて言った。

「桐ケ谷さん、お母さんも赤ちゃんも消耗しているので吸引します。あと一回だけ、思い切りいきめますか？　お母さんの力が必要なんです！」

　そうだ……私だけじゃない。赤ちゃんも、頑張っているんだ。疲れているんだ。

「頑張れ、悠里！」

「はい、今よ！」

　助産師と維心さんの声を受け、私は精一杯の力を振り絞る。ズルン、と温かいものが一気に体の中から出ていく感覚がして、今まで重たかった下半身が嘘のように軽くなった。

　放心状態になった私の耳に、生命力に満ちた産声が聞こえてくる。

　よかった。無事に、産んであげられた……。どっとあふれた涙で視界がぼやけ、なんともいえない感動で胸がいっぱいになる。

「悠里……ありがとう。頑張ったな、本当に」

　維心さんが、すっかり力の入らなくなった私の手を握りしめ、ひと筋の涙をこぼす。私は肩で息をしながらこくりと頷いて、「しばらく動けそうにありません」と笑った。




　体を綺麗に拭いてもらった赤ちゃんの体重を測定すると、推定体重より少し重く、二千七百グラム。小さめだが産声は立派で、呼吸も安定しているので保育器に入る必要もないそうだ。

　おでこに残った吸引分娩の赤い跡も、すぐに消えるので心配はいらないらしい。つまり、母子ともに健康だ。

「かわいい」

　タオルにくるまれた赤ちゃんを胸に乗せてもらうと、小さな体から伝わる体温、たとえようのない甘い香りがたまらなく愛しかった。

「ああ……本当に小さいな」

　その後で維心さんも、緊張の面持ちで赤ちゃんを抱っこした。大人の私を抱き上げるのには慣れている彼が、小さくて軽い赤ちゃんの扱いには戸惑っていて、おっかなびっくりな様子で我が子を抱く姿が微笑ましい。

　予期せず入院となった妊娠生活も、出産も、想像していたよりずっと大変だった。それでも我が子の誕生は、今までの苦労を忘れさせてくれるほどに幸福で大切な記憶として、私の胸に深く刻まれた。
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「パパ、ママ。めばえ、ちゃんとできるかな？」

　晴れ渡った秋空の下。都内のラグジュアリーホテルの敷地内に建つ大きなチャペルの扉の前で、二歳半になった娘の芽め生ばえが、不安そうに私たちを振り返る。

　これからフラワーガールをつとめる芽生は、ふわふわの白いドレスに身を包み、フラワーシャワーの入ったバスケットを持っている。裾こそ短いものの、腰に大きなリボンがついたデザインは私のウエディングドレスとお揃い。

　せっかく子どもと一緒に結婚式をするなら、家族のあたたかみが感じられる式にしようと維心さんと相談し、衣装や演出を考えたのだ。

　また、これから私の左手の薬指には結婚指輪が嵌はめられる予定だが、右手の薬指には婚約指輪も輝いている。

　初めて彼にプロポーズされた時には受け取ることができなかったけれど、そんな思い出も含めて大切な指輪なので、挙式でもつけようと決めた。

「できるさ。おまじないしてやろうか？」

「うん！」

　芽生はうれしそうに頷き、パパにほっぺを突き出す。維心さんは身を屈め、そのやわらかい頬にチュッとキスをした。途端にニコニコして元気を取り戻した芽生は、バスケットを持ったままその場をくるくると回る。

　娘を溺愛している維心さんとパパっ子である芽生の、見慣れたコミュニケーションである。けれど、今日は私との結婚式だ。誓いのキスの前に、娘とはいえ私以外にキスするなんて……たとえ唇が触れたのが頬でも、ちょっと拗ねたくなる。

「維心さん、甘やかしすぎじゃないですか？」

「そうかもしれないな。ま、そのうち父親は嫌われる運命だから、今だけの蜜月だ」

「そういうことじゃなくて」

　ツン、とそっぽを向いたら、足元の芽生がくるくる回るのをやめ、「パパ」と小声で維心さんを呼ぶ。

　彼が再び芽生に視線を合わせると、芽生は彼の耳元でコソコソなにか話していた。

『ママっておとなげないね』とでも言っているのだろう。通っている保育園で色々覚えてくるのか、芽生は二歳のわりにませているのだ。

「……そうか、なるほど」

　維心さんは納得した様子でそう言うと、すっくと立ち上がる。そして、ベール越しに私の耳元まで顔を近付け、そっと囁いた。

「悠里には誓いのキスとは別に、神に見せられないようなキスを体中に捧ささげる。今夜、芽生が寝た後でな」

　神聖な挙式の前には似つかわしくない甘くて不ふ埒らちな囁きに、カッと頬が熱くなる。

「め、芽生、パパになんて言ったの？」

　すっかり取り乱した私が芽生を問い詰めると、彼女はすました顔で言った。

「ママってパパのこと大好きだから、めばえにやきもちやいてるんだよって」

　ししし、と歯を見せて笑う芽生の無邪気さがかわいくて、怒る気もなくなる。

　確かに芽生の言う通りだ。認めます、ママはやきもちを焼きました。開き直った私は維心さんの腕にギュッと掴まって、芽生に宣言する。

「そうだよ。ママがパパを大好きだから、芽生が生まれたの」

「悠里、それは逆じゃないか？　俺の方がより深くきみを愛して……」

　夫婦でそんなことを言い合っているうちに、チャペルの扉の前にいたホテルの式場スタッフが「そろそろ入場です」と私たちに合図する。

　扉が一気に両側から開き、大勢の参列者の拍手と、祭壇までまっすぐ伸びたバージンロードが私たちを迎えている。

「行くぞ、芽生」

　彼の声に頷いた芽生が、足を一歩踏み出す。バスケットに手を入れてフラワーシャワーを掴み、色とりどりの花びらで、バージンロードを彩っていく。

　温かい拍手の中、かわいい我が子が導く道を、最愛の人と一歩一歩踏みしめる。

　祭壇に到着すると、役割を終えた芽生は席に控え、私たちは愛を誓い合う。それから維心さんと向かい合い、ベールを上げた彼にそっと肩を掴まれ、誓いのキスをした。

　結婚生活はずっと前から始まっていて、二歳の子どもだっているというのに、改めてお互いの愛情を確かめ合えた喜びで、私の頬を涙が伝う。維心さんはそんな私を優しい眼差しで見つめ、濡れた頬をそっと手のひらで拭った。

　すれ違いも、流した涙も、傷付け合ったことさえ、今なら愛おしいと思える。

　ねえ、維心さん。あなたとの間に芽生えたすべてが、私の宝物です。
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特別書き下ろし番外編










親友の頼みと夜泣き対策




　維心さんとの結婚式を挙げるより前。一歳の芽生を保育園に預け始め、職場復帰して数カ月経った頃の話だ。

　穏やかな秋の休日、私は芽生のお世話を維心さんにお願いし、佳代とカフェでランチをしながら彼女の恋愛相談に乗っていた。

　訪れた店は、佳代の好きな乙女ゲームのコラボカフェ。店の至るところに二次元イケメンの等身大パネルや人形などゲームの世界観を表現したグッズが飾ってあり、佳代のテンションはさぞ高いだろうと思いきや、彼女の表情は冴えなかった。

　原因は、交際を始めて一年が経つ元木くんとの接し方に迷走しているから、らしい。

「そっか。キスも、まだなんだ」

「うん。いや、私が悪いのはわかってる。そういう空気になって、もっくんが顔を近付けてきた瞬間、『尊とうと死し！』とか叫んで雰囲気ぶち壊すから……」

　推しキャラクターの旗が刺さったチャーハンをレンゲで崩し、佳代がため息をつく。今や彼女の最推しは二次元のキャラではなく、現実世界の元木くんということなのだろう。

　それにしても〝もっくん〟……。なんだかかわいい響きだ。

「そういうの、元木くんなら気にせず笑ってくれそうだけどね」

「笑ってはくれるよ。でも、結局キスの空気じゃなくなっちゃって、いつもの友達っぽい関係から進まないから、このままでいいのかなって思う気持ちもあって……」

「なるほど。大好きなんだねぇ、元木くんのこと」

　悩んでいる佳代には悪いが、私はついニヤニヤしてしまう。元木くんと付き合い始めてからの佳代は、お洒落やメイクに今まで以上に気を使うようになり、どんどんかわいらしく変化しているのだ。

「それで、来月の三連休なんだけど……紅葉を見ようって、日にっ光こう旅行に誘われてるの」

「へえ、よかったね。自然と距離を近付けられるチャンスじゃない」

　元木くんがどんなに誠実で理性的な男性でも、ふたりきりで同じ部屋に泊まるというシチュエーションには、男としてグッとくるものがあるだろう。きっと、キスをするくらいの進展はあるはず。

　うちの維心さんだったら絶対、キスだけでは済まないけれど……。

「悠里、一緒に来てくれない？」

「えっ？」

　自分の旦那様を思い浮かべてついぼうっとしていたら、佳代が縋るような目で私を見ていた。キョトンとして瞬きをすると、佳代は両手をパチンと合わせて懇願する。

「ふたりきりで二泊三日なんて、尊すぎて吐血必至。耐えられる自信がないの。だから、悠里一家が一緒に来てくれたら、ワイワイ感も出るしそこまで緊張せずに済むから助かるなぁって」

「維心さんの予定を聞いてみないとなんとも言えないけど……小さな子連れのファミリーが一緒だなんて、かえってふたりの邪魔にならない？」

　芽生はまだよちよち歩きで目が離せないし、眠かったりお腹が空いていたりすると、不機嫌になって泣きだすこともある。佳代たちがせっかく甘いムードになっていても、私たち家族が騒がしくてデートに水を差してしまいそう。

「全然平気！　もう彼にも話してあるの。『悠里の家族が一緒だったら楽しそうだから、誘ってみるね』って」

「元木くん、反対しなかった？」

「うん。すんなり『わかった』って」

「そっか。じゃ、とりあえず維心さんに相談してみる」

　佳代の言葉だけでは元木くんの本心まではわからないけれど、どちらにしろ維心さんの予定も確認しなければならないので、旅行の話はいったん保留にして、私たちは別の話題へと移った。




　ランチから帰宅した後は、家事と育児を維心さんと分担しバタバタと忙しない時間が過ぎる。そしてようやく芽生が眠ってくれた頃、私はリビングのソファで寛ぐ維心さんの隣に並び、旅行の話をした。

　温かいカモミールティーに口をつけていた彼が、カップを置いて私を見る。

「来月の三連休に、元木たちと旅行？」

「はい。行き先は日光だそうです。ふたりで行ってくればいいのに、照れくさいみたいで」

　維心さんはテーブルのスマホを手に取り、スケジュールアプリを起動させた。そして画面に視線を落とした彼の、長い睫毛や、美しい鼻や顎のラインを眺め、私はうっとりする。

　ああ、カッコいい……。毎日見ているのに全然飽きないんだよね。

　これが佳代の言う〝尊い〟ってヤツか……。

「偶然にも、その連休は三日ともフリーだ。どうする？」

　維心さんが急にこちらを向いたので、ハッと我に返った。見み惚とれていたのはバレていないと思うけれど、頬が勝手に熱くなる。

「じゃ、じゃあせっかくなので、一緒に行かせてもらいましょうか」

「ああ、俺は構わない。……それにしても、なにを赤くなっているんだ？」

　不思議そうに言った彼が顔を近付けてきて、掬い上げるような目で私の表情をうかがう。

　近いですって。維心さん。確信犯ならまだしも、彼の場合は無意識でやっているので、離れてくださいとも言いにくい。

　私はますます頬に熱が広がっていくのを感じて、困ったように視線を泳がせる。

「悠里」

　こっちを見ろと優しく促すように名前を呼ばれ、おずおず彼と視線を合わせる。瞬間、ふっと目元を優しく細めた彼が、顔を傾けて優しい口づけを落とした。

「……また赤くなった。ということは、さっきのも、俺のせいか？」

　頬に添えた手で上気した私の肌をすり、と撫で、維心さんが問いかける。

　なんとなくだけど、彼と共有する甘い時間が増えるたび、維心さんの察しがよくなっている気がする。ただ、こうしてあえて聞いてくるあたりは、まだ女心を勉強している最中という感じ。でも、そんな不器用なあなたが、私は大好きなのだ。

「はい。維心さんのせいです、全部。私の顔が赤くなるのも、胸がドキドキするのも」

　ジッと彼を見つめて宣言してから、恥ずかしさをごまかすように彼の逞しい胸に抱きついた。

「悠里……まったく、どこまでかわいいんだ、きみは」

　維心さんの声は穏やかで、同じく穏やかな手つきで、優しく私の髪を撫でる。けれど、服越しに顔を密着させた厚い胸板からは、私の鼓動と同じくらい活発に暴れる、彼の心臓の音が聞こえる。

「維心さんも、ドキドキしてますね」

「ああ。きみのせいで、毎日のように心臓が落ち着かない。寿命が縮んでいないか心配になるくらいだ」

「ふふっ、大丈夫ですよ。いつまでもこうして仲よく、一緒に長生きしましょうね」

　私は顔を上げて微笑み、首を伸ばして自分から彼の唇にキスをする。不意打ちにあった維心さんは少し目を丸くした後、やったな、と言わんばかりに不敵な笑みを浮かべて、私をソファに押し倒した。

　大きな手に手首を拘束され、真剣な目に見下ろされる。ふざけ合っていた空気が一瞬にして官能の気配を帯び、体の奥にじりじりとした疼きが生まれる。

　維心さんは私の耳元に唇を寄せると、甘い低音で囁いた。

「好きだよ、悠里。俺は天寿をまっとうするまで、きっとこうしてきみを求め続ける」

　彼からの一途な愛の告白に、胸がじーんと熱くなる。

　お互いに年を取ったらさすがに無理じゃないかな、なんて現実的な話は置いておいて、おじいちゃんおばあちゃんになっても、仲睦まじく愛し合う将来を夢見たい。

「死ぬまでに、あとどれくらい抱き合えるでしょうね」

「さぁな。しかし、数えきれる程度じゃないことは確かだ」

　維心さんはふっと笑ったかと思うと、次の瞬間瞳に熱を滾らせて、私の唇を奪った。巧みなキスで私の唇をこじ開け、舌を絡ませる。交じり合って溶けた互いの唾液は、不思議な化学反応を起こしたかのように甘い味がした。

「んっ……」

　キスの合間、するりと服の裾から忍び込んできた手に思わず鼻にかかった声が漏れる。維心さんの指先は私の弱いところを全部知っていて、そこばかりを熱心に攻めるから、私はすぐにわけがわからなくなってしまう。

　と、その時。

「ふぇぇぇん！」

　寝室から芽生が激しく泣く声が聞こえてきた。一瞬にして冷静になった私と維心さんは、パッと体を起こして乱れた服を直し、一緒に寝室へ急ぐ。

　赤ちゃんの時のようにお腹が空いていたり、不快だから泣いているわけではない。

　理由はわからないけれど、どうしてか深夜になると泣きだす、いわゆる〝夜泣き〟というヤツである。

　毎日ではないものの、九カ月くらいから芽生の夜泣きは始まり、抱っこで再度寝かしつけるまでに三十分以上かかるのがいつものコース。ついげんなりしそうになる気分を奮い立たせるように腕のストレッチをしていたら、維心さんが先にベッドに近付いて芽生の小さな体を持ち上げた。

　背中をトントン叩きながら肩にもたれさせるように抱き、体を揺らす。それでも芽生が泣きやむ気配はなく、むしろますます泣き声の音量が上がる。

「ありがとうございます、あとは私がやります」

　普段から維心さんはこうして積極的に芽生を泣き止ませようとしてくれるのだが、実際に成功したためしはほとんどなかった。その間、休んでいいと言われた私も泣き声が気になって結局休めないので、最終的にはいつも私が寝かしつけることになる。

「いや、今夜は粘ってみるよ。いつまでも悠里の抱っこでしか寝られないんじゃ、きみになにかあった時に困るだろう」

「でも」

　話している間も、芽生は顔を真っ赤にして泣き続けている。維心さんを頼りたい気持ちもあるけれど、母親としての本能なのか、どうしても罪悪感がわく。

「そうだ、先日出張のために買った耳栓が俺のバッグに入っているから、試してみないか？　俺はまだ未使用だが、新幹線や飛行機でもかなり遮音効果があるそうだから、それをつけて別室に行けば少しは眠れるんじゃないかと思う」

「耳栓……？」

　私の胸を、罪悪感がますますチクチクと刺激した。

　いいのかな？　そんな風にわが子の声をシャットアウトして。

　なかなか決断できない私に維心さんは苦笑し、芽生のために一生懸命に体を揺らし続けながら私に語りかける。

「悠里が俺を信用できない気持ちもわかる。俺が逆の立場の時は、耳栓などしなくても平気で寝てしまうしな。だけど、もっときみの支えになりたいし、芽生の父親としても成長したい。夜泣きの対応くらい、自信をもって代わってやれる夫になりたいんだ。そのためにはやっぱり、場数を踏んだほうがいいだろう？」

「維心さん……」

　そうか。私が母親としていろいろ感じるのと同じで、彼にだって父親として妻や子を守りたい思いがあるということを、私は失念していた。

　夫婦なんだから、家族なんだから。もっと安心して、寄りかかっていいのだ。

「ありがとうございます。じゃ、お言葉に甘えて耳栓お借りしますね。もし、本当にどうしようもなくなったら叩き起こしてください」

「ああ。しかし、きっと次に悠里が目覚めた時にはもう静かな朝だよ」

　いまだに芽生の泣き声はやまないのに、自信満々に宣言する維心さんは、仕事中のように頼もしかった。

　そんな彼を信じ、その夜は自室のベッドでなにもかもの音を遮断してひとり眠った。

　目が覚めた時にはすでに窓の外が明るく、耳栓を外してみても家の中はひっそりとしていた。

　維心さん、芽生の寝かしつけに成功したんだ……！

　有言実行の彼に感心しながら寝室をそっと覗いてみると、ベッドの上で大の字に眠っている維心さんと、その体の上にうつぶせになり、すやすやと眠る芽生の姿があった。

　抱っこし続けるのも限界で、ベッドに倒れこんだのであろう夫。

　そんなパパの体温と鼓動を全身で感じながら、安心して眠っている娘。

「微笑ましすぎる……」

　私は思わずポケットからスマホを取り出し、平和な朝の光景をパシャリと写真に残した。










甘い夜、のち、反省――side 維心




　十一月初旬、俺たち家族と会社の部下である元木、その恋人の佳代さんとの旅行が実現した。

　芽生が生まれ、この先はさらに家族も増えるだろうとちょうど六人乗りの大きな車に買い替えたところだったので、俺の運転する車に皆を乗せ、日光に向かった。

　一番後ろ、三列目のシートに悠里と芽生。元木と佳代さんを二列目のシートに並んで座らせようと思っていたのだが、元木はなぜか俺の隣、助手席に座っている。

『上司に運転させるなら隣でナビくらいするべきだ』と、佳代さんが勧めたらしい。

　俺は後部座席の悠里と佳代さんが外の景色を見て盛り上がっているタイミングを見計らい、小声で元木に尋ねた。

「ひょっとして、俺のお節介が彼女の機嫌を損ねてしまったか？」

　元木は困ったように笑い、うーんと首を傾げる。

「どうなんでしょうね。でも、俺としてはありがたかったんで、気にしないでください。佳代ちゃんがどんなにはぐらかそうとしたって、この旅行で俺、決めるつもりですから」

　その力強い覚悟を聞いて、俺は安心した。

　今回の旅行では、宿泊業界に知り合いの多い俺の独断で、一日五組限定のラグジュアリーホテルの部屋をとっていた。というのも、事前に元木から『旅行で彼女との距離を縮めたい』と相談を受けていたからだった。

　さんざん悠里を泣かせた俺に恋愛相談を持ちかけるのが正解なのかどうかはさておき、相談されたからには全力で応えるのが俺のポリシーである。

　というわけで、部屋食でゆっくり酒を飲め、大浴場に足を運ぶまでもなく部屋に温泉の露天風呂がついていて、女性には華やかな色浴衣が貸し出される人気のホテルを選び、ふた組分の部屋を押さえたのだった。




　現地に到着してからは、中ちゅう禅ぜん寺じ湖こから紅葉で鮮やかに色づく山々を見たり、鬼き怒ぬ川がわにかかる大きな吊り橋を渡ってひやひやしたり、温泉街で食べ歩きをしたり。

　日が落ちてからは、ライトアップされた滝と紅葉のコラボレーションも見た。

「はぁ～、きれいだったね。華け厳ごんの滝。芽生ちゃんも目を丸くしてジッと見てたし」

「滝の音にびっくりして泣いちゃうかと思ったけど、大丈夫だったね。今日はいろいろなものを見せてあげられてよかった」

　ホテルに向かう道中では、悠里と佳代さんがやはり女同士で盛り上がっている。

　観光している時もなかなか元木と佳代さんでふたりきりになるシーンはなく、楽しいは楽しいのだが、ふたりはこれでいいのだろうかと少しもどかしく思った。

　でもまあ、ホテルに着けば嫌でもふたりは同じ部屋なのだし、俺が心配するまでもないだろう。

　楽観的にそう思っていた俺は、どうやら甘かったらしい。

「ごめんなさい維心さん、佳代がどうしても女と男で部屋を分けたいって」

　いざホテルに到着してみると、悠里にかわいい上目遣いでそんなことを言われて、頭の中でがーん、と音がした。

　元木と佳代さんの仲を取り持ちたいのもあるが、俺だって悠里や芽生と同じ部屋がよかったに決まっている。誰が好き好んで、会社の部下である男とふたりで露天風呂つきの部屋に泊まりたいと思うのだ。

　すっかり捨て鉢な気分になった俺は、ざっと適当に風呂を済ませた後、浴衣姿で元木と豪華な食事を囲みながら次々熱燗を飲み、やけ酒をした。酒はあまり得意でないのですぐに酔いは回り、テーブルの向こうでどこかしょんぼり食事をする元木の隣に移動してどかりと胡坐をかいた。

　怯えたように身を縮める元木の肩を、ぐいっと引き寄せる。

「おい元木、本当にこのままでいいのか？　この旅行で決めると意気込んでいたじゃないか」

「でも、佳代ちゃんにその気がないんじゃ……」

　元木はすっかり肩を落とし、ちびちびと猪口に口をつける。

「なにを弱気になっている。佳代さんに直接そう言われたわけじゃないだろう？　勝手な思い込みで相手の気持ちを誤解したままでは、後で大変なことになるぞ」

「……なんか、実感こもってますね」

「そこは突っ込まないでもらおう。とにかく、恋愛は実践あるのみだ。レクチャーしてやる」

「レクチャー？」

　ぽかんと間の抜けた顔をする元木に、ずいっと顔を近付ける。そして動揺したように泳ぐふたつの目を突き刺すようにまっすぐ射貫き、告げた。

「好きだ」

「えっ……？」

「もう、我慢できない」

　俺は元木の肩を押し、畳に押し倒した。元木は頬を赤くし、金魚のように口をパクパクさせている。

　お前が赤くなってどうする。俺は真面目に手本を見せているのだ、照れている場合ではないだろう。

　その時、コンコン、と部屋の扉がノックされる音がした。

　誰だ？　今、大事なところなのだから、邪魔をしないでほしい。

「ぶ、部長……誰か来ましたけど」

「今はこっちに集中しろ。俺以外見るな」

　目を細めながら諭すと、元木の目が泣きそうに潤んでくる。そうだ。本気で目を合わせ、きちんと口を使って語りかければ心は通じる。元木も佳代さんとこうして正面から向き合えばきっと――。

「……は、早坂が泣きますから！」

　元木がドン、と俺の体を押して立ち上がった。そして少し乱れた浴衣を直しつつ、ドアをノックした相手のもとに早足で向かっていく。

　……悠里が泣くとはなんのことだ？

　ぼんやりした頭の中でそう思っていると、ちょうど悠里の声が耳に入ってくる。

「佳代のところに行ってあげてくれる？　ふたりで話したいみたい」

「わかった。サンキューな、色々。あと……部長、ちょっと酔ってて変なんだ。早坂がいなくて拗ねてるんだと思うから、相手してやって」

「変？　うん、了解。変なのは酔ってなくてもだけど……」

　なんて失礼な会話をしているんだ、ふたりとも。別に拗ねてなんかいないぞ。

　俺はただ、悠里と芽生に会いたくて……。

　徳利を手にして猪口に注ごうとしたら、部屋に入ってきた悠里が「維心さん」と俺を優しく窘める。顔を上げると、すやすや眠る芽生を腕に抱いた悠里が、苦笑しながら立っていた。

　水色の生地に大柄の椿が描かれた、涼しげな浴衣姿だ。髪は簡単なお団子にして首を露わにしており、美しく色っぽいその姿に、思わず目を奪われる。

「ホントだ。なんだか目が据わってる。お酒はもうやめて、お水にしましょう。ねっ」

　悠里はそばにふたつ並んだベッドの一方に芽生を寝かせ、冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを取り、俺に渡した。本当は酒の方がよかったが、仕方なく水を喉に流し込む。

　悠里は浴衣の裾を気遣いつつ、俺の隣に腰を下ろした。

「あのふたりは、うまくいきそうなのか？」

　ペットボトルから口を離して尋ねると、悠里はにっこり微笑んで大きく頷いた。

「ええ。さすがに昼間の態度はよくなかったって、佳代も反省してて。ようやく自分の気持ちを伝える勇気が出たみたいです」

「そうか。元木の方には俺が色々と教えておいたから、実践していることだろう」

「色々って？」

　意中の相手を確実に仕留めるため、逃げられないように押し倒し、愛の告白をする。……なんて力業を、堂々と悠里に話すのはなんとなく憚られ、俺は適当にはぐらかす。

「うん？　そんなことはどうでもいいだろう。それよりその浴衣、せっかくきれいに着つけてあるが……今から脱がせていいか？」

　手のひらを彼女の首筋にあて、ゆっくり下に移動させながら、襟の合わせ目に指先を滑らせる。さらりとした浴衣の感触を楽しみながら指先で徐々に襟を開き、反応をうかがうように悠里を見つめる。

「あの……もちろん構わないんですけど、寝ているとはいえ芽生がいるのが気になるので、障子を閉めませんか？」

　ほんのり頬を赤く染め、恥じらったように悠里が言った。今俺たちのいるスペースとベッドの置いてあるスペースは隣り合ってはいるが、障子で仕切れるようになっている。俺はいったん立ち上がり、芽生を起こさないよう静かに障子を閉めた。

　それから悠里の背後に近付き、背中からぴとりと寄り添うように座る。肩を固くして緊張気味の悠里をギュッと抱きしめ、うなじに唇を這わせる。

「こんなに細く綺麗な首を晒して……欲情するなというのは無理な話だ。きみのこと、食べたくてたまらなくなる」

「んっ、維心さん……」

　ため息交じりに言った俺は、何度も音を立ててそこにキスをし、時々軽く歯を立てた。

　悠里は甘い声を出しながら力を抜き、俺にもたれかかってくる。

「それにしても、浴衣はいいな。すぐに素肌に手が届く」

　片手をするっと襟元に忍ばせ、やわらかな胸の膨らみを直に堪能する。同時にもう一方の手で裾を割り、もったいぶるように太股を撫でた。

　腕の中で、悠里が身じろぎする。ぽっかり口を半開きにし、足りないと訴えるような目で、俺を見上げる。

　俺は思わず彼女の唇をキスでふさぎ、荒っぽい手つきで浴衣を乱していく。

　そして、帯の部分だけでかろうじて体を隠しているようなあられもない格好になった彼女を、畳の上に倒した。酒が入っているせいか、悠里の浴衣姿のせいか、いつもより興奮している自分を感じる。

「悠里は、佳代さんと少し酒は飲んだのか？」

「いえ、私たちは食事だけ」

「それじゃ、今から俺が飲ませてやる。今夜は俺も酔っているし、たまには箍たががはずれるきみが見たい」

　俺はそう言うや否や、テーブルに手を伸ばして徳利を取り、ぬるくなった日本酒を直接口に含む。それから悠里の顔を両手で包み込み、俺の意図を察した悠里が唇を緩めた瞬間、彼女の口内に酒を注ぎこんだ。

　悠里は少しだけケホッと咳込み、潤んだ目で俺を見る。

「喉が熱い……」

「アルコールのせいだな。そのうち、熱が全身に回って体が敏感に……」

　彼女の耳元でそう言いかけた瞬間、ぐらりと頭が揺れた。慣れない酒を大量に口にしたせいだろうか。こんな大事な時に、とてつもない眠気に襲われる。

　せっかくの旅行。艶やかな浴衣姿の悠里をこれでもかというほど抱き潰したい。

　そんな思いは山々なのだが……いかんせん、眠い。

「……維心さん？」

　なかなか言葉の先を継がない俺を不審に思ったのだろう。悠里が俺の名を呼んで顔を覗こうとする。その声に応えたいのに、俺は悠里にのしかかったまま顔を上げられず、そのまま睡魔に飲み込まれていった。




　目を覚ましたのは真夜中だった。のっそり畳から起き上がると、体の上から布団が落ちる。きっと悠里がかけてくれたのだろう。欲望のままに襲いかかったくせに、途中で寝落ちするなんて……世話の焼ける夫で申し訳ない。

　自分の不甲斐なさにひとつため息をこぼして立ち上がり、ベッドの置かれたスペースに続く障子をそっと開ける。

　そこでは芽生と悠里がひとつのベッドで寄り添って眠っていたが、芽生はもぞもぞと寝返りを繰り返し、顔をしかめて今にも泣き出しそうだった。夜泣きの前兆である。

　しかし、俺は数週間前に初めて芽生の夜泣き対応に成功して以来、対処法をすっかり身に着けていたので慌てることはなかった。

　俺の胸の上でうつぶせに寝かせ、トントンと背中を叩いてやる。この方法なら、それほど苦労せずに再び眠ってくれるのだ。初日はそれに気付くまでに時間がかかりつい一緒に眠ってしまったが、うっかり寝返りを打って芽生の小さな体を押しつぶしてしまったら大変なので、深く眠った頃にそうっとベッドに戻す。

　成功すると、なんともいえない達成感に包まれるから不思議だ。

「おやすみ、悠里、芽生」

　愛しい妻と娘の寝顔にそう告げると、俺は酒くさい自分をなんとかするため、部屋風呂へと向かうのだった。




　翌朝、元木と佳代さんが揃って、俺たちの部屋にお礼を言いにきた。佳代さんはすぐに悠里に駆け寄り、元木は俺のもとへやってきた。

「昨日はご心配おかけしました。俺たち、やっと結ばれました」

「おめでとう。彼女のこと、大切にな」

　元木にそう言ってからなにげなく悠里と話す佳代さんに目をやると、彼女は興奮気味に悠里と話している最中だった。

「昨夜もっくんに改めて告白された時、ガチャでＳエスＳエスＲアール当たった時よりうれしくて死ぬかと思ったんだけど、こうして生きてる今、超幸せ」

　悠里によるとゲーマーらしい佳代さん。その言葉の中にはよくわからない用語もあったが、とにかく幸せそうでなによりである。微笑ましくその様子を見守っていたら、佳代さんの瞳が不意に俺をとらえる。

「というわけなので、旅行はこれから別行動でいいですか？　悠里っていう妻がいながら、私の彼氏にまでちょっかい出されたら困りますし」

　私の彼氏にちょっかい？　俺が？　どうしてそんな話になるんだ？

　確かに昨夜元木には実践を交えて色々話をしたが……。

「佳代、どういうこと？」

「聞いてよ悠里、昨夜旦那さん、もっくんを押し倒して迫ってきたんだって！」

「嘘。維心さん、浮気？」

　悠里が悲しげな目をして俺を見る。完全に誤解なのだが、疑う方もどうなのか。

　なんとなく納得できなくて俺は声を荒らげた。

「未遂とはいえ、昨夜あれだけ甘い時間を過ごしておいて、どうして俺を疑える？　口移しで飲ませ合った酒に酔い、物欲しそうな目をしていたきみはどこへ――」

「きゃーっ！　維心さん、お口チャック！　ご両親に子作りうんぬんの話をした時と同じ、悪い癖が出てます！」

　耳を塞いで慌てる悠里の姿を見て、ハッとする。やってしまった。またしても夫婦のプライベートを第三者に暴露するという失態を……。

　反省して頭を抱える俺を、元木たちカップルは生温かい視線で、部屋の座布団にちょこんとお座りしている愛娘の芽生は、まん丸の淀みない瞳でキョトンと見つめているのだった。
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あとがき




　本作をお手に取っていただきありがとうございます。宝月なごみです。

　子作り婚をテーマにした、ちょっぴり切なくたっぷり甘く、そして時にクスッと笑えるお話を目指したつもりですが、いかかでしたでしょうか。

　なにはともあれ、維心のクセが強かったことと思います。確か前作でもクセのあるヒーローを書いた覚えがあるのですが、またしても書いてしまいました。しかも、前作以上に突っ込みどころ満載、なのにどうしてか愛おしい（作者だけ？）ヒーロー、維心。担当さんには、原作のままでは変態まっしぐらと太鼓判を押された（違う）男です。

　生みの親としては、そんな彼が無事にベリーズヒーローの仲間入りを果たせたこと、この上なく光栄でうれしいです。

　番外編では、悠里をずっと励まし続けてくれていた優しい脇役たちふたりのその後に触れつつ、相変わらず甘々な桐ケ谷夫妻を書きました。楽しんでいただけると幸いです。




　今作の編集作業のかたわら、いくつか新作のプロットも作成しており、次はどんな変態……いやいや、スパダリヒーローを書こうかなとわくわくしています。

　最近、というかもう一年以上、例のウイルスのせいでずっと暗いベールに包まれたような毎日ですが、私は物語を書くことでだいぶ心が救われています。一時でも、別世界に行けるからでしょうか。こうして楽しく書き続けているうちに、どうか出口が見えますように。そう願わずにはいられません。




　最後になりましたが、強すぎる維心のクセを薄め、カッコいいヒーローに軌道修正するためのアドバイスをいただきました、担当の鶴嶋様、山内様、私の思い描く維心と悠里のイメージにぴったりの表紙イラストを描いてくださったアヒル森下様、この本の制作に関わってくださった皆様に、厚く御礼申し上げます。

　そして読者の皆様、ここまでお読みくださり本当にありがとうございました！

　宝月は次こそ完全無欠のスパダリを書けるのか。半信半疑でお待ちください。




宝ほう月づきなごみ
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